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日本藻類学会

日本藻類学会は 1952年に設立され，深学に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる。本

会は定期刊行物PhycologicalResearch (英文誌)を年4回，r藻類J(和文誌)を年 3回刊行し，会員に無料で頒布

する。普通会員は本年度の年会費8，000円(学生は5，000円)を前納するものとする。団体会員の会費は 15，000円，

賛助会員の会費は 1口30，000円とする。

問い合わせ唱連絡先:(庶務)干305-8572つくば市天王台 1-1-1 筑波大学生物科学系 宮村新一(TEL0298-53 

4532 FAX 0298-53-6614， e-mail miyamura@sakura.cc.tsukuba.ac.jp)，会計)干305-8572つくば市天王台 1-1-1 筑

波大学生物科学系中山剛(TEL0298・53-4533FAX 0298-53-6614， e-mail phylogen@sakura.cc.tsukuba.ac.jp)， (入

退会司住所変更司会費)〒305-8572つくば市天王台1-1-1 筑波大学生物科学系 岩本浩二(TEL0298-53-4908 FAX 

0298-53-6614， e-mail ivanov@anet.ne.jp) 
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秋季 シンポジュウム 案内

「藻類の安全性と健康への効用」

1999年度の B本藻類学会秋季シンポジュウムを下記の要領で実施致します。今年度のシンポジュウムは，枇

素を含め重金属などを含む食品の安全性，特に海藻の安全性と海藻の成分の有効利用として注目されている抗ガ

ン作用， 老化を予防する活性物質などについて行われます。藻類学，天然物化学，海藻業界の分野の方ばかりで

なく ，一般の方々にも理解でき るよ うにやさしく講演されます。進んでご参加，ご聴講下さい。

日 時 11月29日(月曜日)午後 l時30分より 5時まで

場所 : 学士会館(東京・神田一つ橋)

参加費 : シンポジ、ユウム 無料

懇親会費 :6000円

共催 :日本藻類学会

マリンバイオテクノ ロジー学会

日本海藻協会

問い合わせ先:

シンポシ、ユウム終了後懇親会

日本藻類学会 .宮村新一 (筑波大学生物科学系)

TEL:0298δ3-4532 Fax:0298-53-6614 

e-mai1:miyamura@sakura.cc.tsukuba.ac.jp 

日本海藻協会事務局 :大野正夫(高知大学海洋生物教育研究センター) (懇親会申込先)

Tel: 088-856-0462 Fax:088-856-0425 

e-m氾1:mohnぽslcc.kochi-u.ac.jp



日本藻類学会第 24回大会(長崎)案内

日本藻類学会第24回大会を下記の要領で開催いたします。なお、詳細につきましては，次号 (11月号)の案

内をご覧下さい。

大会期日:2000年 3月28日(火)編集委員会，評議委員会

3月29日(水) -30日(木)一般講演，藻場藻類に関するミニシンポジウム，

総会，懇親会など

3月31日 (金)エクスカーション(ハウステンポス環境施設見学会)

大会会場・長崎大学全学教育棟など

大会会長:四井敏雄(長崎県総合水産試験場 ・場長)

大会準備 :長崎大学環境科学部 ・水産学部(世話人:飯間雅文，桑野和可)

連絡先 :干 852-8521長崎市文教11可1-14 長崎大学環境科学部

日本藻類学会第24回大会準備委員会

電話 :095-843-2126 (飯間)， 095-847-1111内線3150(桑野)

FAX: 095-843-2126， 095-843-1379 

巴ーm創 1:iima@net.nagasak:i-u.ac.jp， kkuw佃o@net.nagasakトu.ac.JP

団体扱い航空券の提供について

長崎は多くの学会員の皆様の在住勤務地からは遠隔地です。そのためより多くの

方々に長崎大会にご参加し、ただけますよう，東京一長崎，大阪一長崎ならびに名古屋

一長崎の航空券の便指定団体割引の提供を旅行代理庖と交渉中です。こちらにつき

ましでも，次号で詳細をお知らせいたします。



英文誌 Phycological Researchの投稿先が変わります

2000年 l月l日より，日本藻類学会英文誌PbycologicalResearchの編集長が，川井浩史氏(神戸大)

から，本村泰三氏(北大)に交替となります。編集業務の移管をスムースにおこなうために

1999年7月1日以降に投稿される方は，新編集長宛にご投稿ください。

1999年7月 1日以降の投稿先

〒 051-0003 室蘭市母恋南町 1-13

北海道大学理学部附属海藻研究施設

Phycological Research 

編集長本村泰三

TEL: 0143-22-2846 FAX: 0143-22-4135 

e-rnail: rnotomura@bio.sci.bokudai.ac.jp 

なお，和文誌の編集委員長も 2∞o年1月1日付けで，田中次郎氏(東水大)に交替いたしますが，

新投稿先等の詳細は次号 (11月号)に掲戦いたします。それまでは，今まで通り堀口(北大)宛ご投

稿ください。
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南伊豆・中木における藻食性魚類 3種によるカジメの採食

中山恭彦1・新井章吾2

1三洋テクノマリン株式会社環境調査部(干 103心012東京都中央区日本橋掘留町 1-3-17)

2株式会社海藻研究所(干 811・0114福岡県粕屋郡新宮町湊坂 3-9-4)

Grazing of the brown aIga Ecklonia cava by three herbivorous fishes on theωast of Nakagi， South Izu，田ntraIJap岨.

Jpn.1.Phy∞1. (Sorui) 47:105-112. 

Gr姐 ngby herbivorous fishes， i.e. Calolomus japonicus， Prionurus scalprum姐 dSigan師向C面白山W酪蜘diedfrom

August to Dece皿ber，1997 in a Ecklonia cava community 00血e∞描tof Nakagi， South Izu， Japan. Each fish made 

distinct bite marks 00曲e血aIliof E. cava.百letypicaI cresceot-shaped biles of 2.5-5.0 cm in diameler were made by C. 

japonicus， while those of 0.3-2.2 cm io diameter were made by S. fuscescens. 00 the other hand， the typicaI saw-

loolhed biles of 0.2-0.5 cm泊 diameterwere made by P. scalprum. 10 order 10 a目 e回出eeffec随 offish biles 00 E. cava 

populatioo， we have tagged four E. cava individuaIs from 1胎田differentsit田，i.e. at the depths of 3 m and 5 m on曲e

offshore slope叩 dat the depth of 5 m on the inshore slope on a shoaI in Nakagi.百lebite marks made by C. japonicus 

andS.fusc，田censwere observed 00 all (12) individuaIs， while bite marks made by P. scalprum were oot observed. The 

bite marks were found to be∞ncentrated on the upper portion of the曲目traIlamina叩 don曲e白山叫 portioo姐 dtipof

血ep祖国面白島ofC. japonicus， while in白血ofS如c田 cens，the bite marks were found on the upper portion and side 

ofthe田 凶 叫 la皿ina四 dupper portion of the pinna. In gene阻1，曲etagged individuaIs were severely da皿aged祖 dtwo

of 12 individuaIs were fo凹 dto be grazed up to曲egrow曲po皿t，aIthougb onIy 00 one side of血e山aIlusw踊 damaged.

Bite marks by C. japonicus were rarely observed in months of Septe皿.berand October， while these were企equently

observed in Nove皿ber阻 dDe田mber.ln∞ntrast， bite marks by S. fusc回 'censwere合equentlyobserved in September 

and October and less frequently in November and December. It seems that grazing activity of these two fishes were 

affected by water te皿 perature.The more grazing activities were observed on the offshore side of the shoaI where 

substantial water exchange occurs than on the inshore slope. Our observatioos have demonstrated that Ihe grazing 

pre田ureby the herbivorous fish affects on population growth of E. cava either directly or indirectly. 

K句吻ゐ宮words:CaIotom田japoni四 s-Ecklonia伺 va-gr，ιing-herbivoro山 fish-Prion町usscaIprum-Sig相田fus田S出回

I Sanyo Techno Mar担e，loc.， 3・17Nihonb回 hiHoridome<ho 1， Chuoh-ku， Tokyo 103・0012Jap四

2 Marine A1gae Research白.Ltd.， 3-9-4 Minatozaka， Sh泊gu，K踊 uya，Fukuoka 811心114Jap岨
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緒言

藻食性魚類による海藻の採食は，熱帯から温帯にか

けての海域で広く認められており (Horn1989)，日本

でも，磯魚の摂餌生態に関する研究(具島 1981)の一

環として取り上げられたり，歯と消化管の機能形態に

関する研究 (Kandaand Yarnaoka 1995) が行われてい

る。藻食性魚類の採食活動は，天然藻場の衰退(坂本

1994，新井 1996)をはじめ，藻場造成の制限要因(当

真ら 1977，瀬戸口 1978，新村・寺脇 1982) や養殖海

藻の消失(木村 1994)にも大きく関与している可能性

が指摘されている。日本沿岸の重要な海中林構成要素

であるカジメ属海藻についても，藻食性魚類によって

採食されていることが知られており(金杉ら 1984，新

井 1996)，新井 (1996) は宮崎県から千葉県までの黒

潮影響下の海域における観察例を紹介している。著者

らは，藻食性魚類がカジメ属海藻に及ぼす影響を詳し

く調べるために各地で潜水観察を行ってきたが，静岡

県の伊豆半島先端付近で，プダイ CaJotomusjaponicus， 

ニザダイ PrionurusscalprumおよびアイゴSiganus

fuscescensがカジメ Eckloniacavaを採食することを確

認し，各魚種が葉状部に残す採食痕の形状を明らかに

したほか，標識したカジメ個体の葉状部が被食し消失

する過程を観察することができたので報告する。

方法

調査は， 1997年 8月から 12月に，静岡県の伊豆半

島先端(賀茂郡南伊豆町中木)にある 1つの瀬 (Fig.l)

と，その周辺岩礁に発達するカジメ群落でSCUBA潜

水によって実施し，瀬でカジメ標識個体の追跡，周辺

岩礁で被食したカジメの採集を行った。瀬の頂上部は，
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:1fF 
Fig.l. Study site of Nakagi， on thc wcst coast of southem part ofIzu 

Peninsula. Solid circle indicalcs lhe observation area. 

長径が約15m，短径が約7mであり，水深は約2mであっ

た。

調査時の水温は，瀬の頂上部で棒状温度計を用いて

測定した (Fig.2) 0 8月下旬には 27'c台と高<， 9月

下旬にかけて22'C， 10月中旬には 18'cまで低下した

が， 10月末には再び22'cまで上昇した。以降，再び

低下し， 11月には 18'C， 12月には 17'Cとなった。

藻食性魚類の採食は，スチールカメラ (NikonF4S，

AQUA VISION SYSTEMS社製水中ハウジング，レ ンズ
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Fig.2. Changcs in the water temperature at the study sile. 

3)の3カ所において行った。沖側斜面は，潮流が速く，

波浪の影響を受けやすかったが，岸恨IJ斜面は，潮流が

遅く，波浪の影響を受けにくく穏やかであった。また，

ilJ'側斜面の水深3m (St.l)に比べて， 5 m (St. 2) の

波浪影響は小さかった。8月に，各地点において，葉

状音1¥に損傷のないカジメ 4個体の付着器にインシュ

ロックを取り付け，標識した。標識個体は，毎月外観

をスケッチし，中央薬と側業に認められた採食痕の位

置と 中央楽長を記録した。各個体とも側業は多数ある

ので，水中で識別しやす くするために， 5 cmに成長し

た新生側葉に直径2mmの穴を毎月開けて目印とした。

葉状部に末枯れが認められる場合は，これも記録し

た。

は60mmマクロ，35 mm， 28 mmを適宜使用)および 結果

デジタルビデオカメラ (SONYVXI000， A恥1p阻BICO 各潜水調査時にカジメを採食していた藻食性魚類

社製水中ハウジング)を用いて撮影(撮影距離は 1- は，プダイ，ニザダイ，アイゴの3種 (Fig目 3)で，体

4m)した。また，採食痕の形状は，カジメの被食部 (各 長は 20cm- 40cmであった。採食の方法は魚種によ

魚種による採食を水中で確認した部分)をスチールカ り異なり ここで簡単にその特徴を示すこととする。

メラを用いて撮影(撮影距離は 0.5m以内)後，魚種 プダイは採食しようとするカジメを周囲し，禁状部を

ごとにまとめて研究室に持ち帰り，写真撮影するとと 街えて頭部を振り噛みちぎった (Fig.4-1)。ニザダイ

もに，詳しく調べた。 は数尾~数10尾の群れを形成し，海底を~~めるように

カジメ標識個体の追跡は，瀬の沖側斜面の水深3m 啄みながら主にマクサ等の小型海藻をむしり取って採

(St. 1) と5m (St. 2)および岸側斜面の水深 5m (St. 食しており ，希にカジメの業状部を採食する|時は吻の

Fig.3. Three herbivorous fishes grazing on Eck10nia cava on lhe coasl of Nakagi， Soulh lzu. l.CaItomus japonicus. 2. Prionurus scaJprum. 

3. Sig却 usfuscescens 
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先端で小刻みに岨噂した (Fig.4-2)。アイゴは，揺動の

小さい中央葉や，遊泳中に採食しやすい上部側棄を連

続的に岨噂した。アイゴは，海水流動の穏やかな条件

下では，特定のカジメ個体を集中的に採食することが

多く，回遊中や海水流動により葉状部が揺勤している

場合は，採食姿勢を保持しながら遊泳し，複数のカジ

メ個体を少しずつ採食することが多かった (Fig.4-3)。

各魚種の歯の形態は，岸本(1984a，b， c)が述べている

のでここでは省略した。また，海底付近でクボガイ類

がカジメの禁状部に登り採食していた。調査海域にウ

ニは極めて少なく，藻体を直接採食している様子が観

察されることはなかった。

採食痕の形状と大きさ

各魚種がカジメ藻体に残した採食痕をFig.5-7に

示した。

プダイの採食痕は径2.5-5.0cmの三日月形で

(Figふ1)，採食に失敗した場合，癒合が不完全な両顎

歯の痕跡が認められることがあった (Fig.5-2)。プダイ

は葉状部を噛み切らずに引きちぎることがあり，側葉

(Fig.5-3) ，中央葉 (Fig.5-4)，いずれの場合にも，採食

痕が残らずに不規則な形となって切断された。

ニザダイの食痕は径0.2-0.5cmで3種の採食痕の

中では最も小型で，肉眼で個々の形状を判定すること

は困難であったが，連続して鋸歯状となった (Fig.6)。

アイゴの採食痕は径0.3-2.2cmの三日月形または

楕円弧形で，往々にして連続していた (Figs7・1，7・2)。

中央薬では側棄の場合よりも採食痕が不明瞭となるこ

とがあった。採食痕の切断面には極めて微細な凹凸が

認められたり，平行に連続した筋が採食痕の周辺に認

められることがあった (Fig.7・3)が，これらはアイゴ

の門歯状歯の跡である。Fig.7-4はやはり中央薬で認め

られた採食痕で，当初この部分に左右2枚ずつの側葉

が存在していたが，採食開始30秒後に基部から分断さ

れて流失するのを確認した。

カジメ標識個体の経時変化

St.1-3におけるカジメ標識個体の外形の変化と藻

食性魚類の採食痕が認められた部位をFig.8に示した。

9月-12月までの調査期間中，藻食性魚類による採食
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Fig.5. Bite marks by CaJtomus japonicus on EckJonia cava on the coast of Nakagi， South lzu. 1，2. Pinna (photo taken in situ). 3. Pinna (photo 

taken in laboratory). 4. Centrallamina (photo taken in laboratory). Arrows indicate bite marks 

痕は全ての標識個体の中央葉と側葉で認められた。上 薬の数を魚種別，地点別に集計し，Table 1に示した。

述した採食痕の形状と大きさから，これはブダイとア また，標識個体の側業の総数と採食痕が認められた仰IJ

イゴによるもので，ニザダイのものと思われる採食痕 葉の数を魚種別，地点別に集計し， Table 2に示した。

は認められなかった。なお，カ ジメの葉状部の末枯れ 魚種別でみると，中央業，側業，いずれの場合も，ブ

は， 9月に， St. 2のNo.2とNo.4，St. 3のNo.2で観 ダイの採食痕は，9月と 10月に少なく， 11月と12月

察されただけで，10月以降はいずれの個体においても に多いのに対して，アイゴの採食痕は9月と 10月に多

観察されなかった。標識個体は葉状部が著しく損傷 く， 11月と12月に少なかった。地点別にみると，ブダ

し， 12個体中 2個体 (St.2のNo.lとNo.3)では，片 イの採食痕は St.1とSt.2がSt.3よりも多く，アイゴ

側だけではあるが，中央葉原基まで採食されていた。

採食痕の位置および特徴は，ブダイの場合には中央薬

の上部，側業の中央部お よび先端部に l ~数個の採食

痕が認められること ，アイゴの場合には中失業の上部

および側面，側業の上部に複数の採食痕が連続して認

められることであった。

標識個体の中央業長は，多くの個体で当初の 2 ~ 3

割となっており，地点間では余り差が認められなかっ

た。末枯れは上記の3例であることから，採食痕が認

められた部位については，藻食性魚類の採食による消

失かこれに起因する流失と判断した。

標識個体の中央薬の総数と採食痕が認められた中央 Fig.6. Bite marks by Prionurus scaJprum on EckJonia cava on the 

coast of Nakagi， South Izu. Arrows indicate bite marks. 
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Table 1. Changes in lhe number of cenlral lamina bitlen by fish Table 2. Changes in the number of pinna billen by fish 

Upper: number of lamina bitlen by日sh， Upper: number of pinna bitlen by fish， 
Lower: lolal number of lamina Lower: lolal number of pinna 

Species St.No ~ OCl. Nov Dec. Species Sl.No ~ OCl. Nov Dec 
Calt0Il111S japoniclIs St.l 0/4 2/4 4/4 3/4 Ca(tolllllS japolliclIs St.1 0/24 2/25 16/23 18/26 

Sl.2 。/4 2/4 4/4 4/4 Sl.2 。/59 7/37 7/29 22/23 

St.3 0/4 2/4 4/4 4/4 Sl.3 0/60 。/59 9/29 7/29 

Sig01l1tS juscesce1Js St.1 4/4 2/4 1/4 1/4 Sigα1111$ juscescel1s St.l 5/24 17/25 1/23 2/26 

St.2 1/4 2/4 。/4 。/4 St.2 4/59 3/37 3/29 。/23
Sl.3 3/4 1/4 0/4 。/4 St.3 4/60 2/59 0/29 0/29 

の採食痕は St.1がSt.2やSt.3よりも多い傾向にあっ 性魚類のうち，特にブダイとアイゴがカジメの葉状部

た。 を積極的に採食することを直接確認することができ

た。McClanahanet a1.(1994)は，海草とホンダワラ属

考察 Sargassamの採食痕の形から藻食性魚類とウニによる採

ブダイ，ニザダイおよびアイゴは，いずれも藻食性 食圧を評価しているが，今回，少なくとも伊豆半島先

魚類であることが知られており(奥野 1971，岸本 端付近では，採食痕の形状や大きさに基づいて魚種を

1997，山下 1997a，b)，このうち，アイゴについては:jIE定できることを示した。但し，採食痕の大きさにつ

神奈川県城ヶ島 (金杉ら 1984)，大分県佐賀関，静岡 いては，各魚種とも成長段階によって変化し得るの

県御前崎・下回，千葉県白浜(新井 1996)ではカジメ で，今後，藻食性魚類の体長毎に採食試験を行う必要

属海藻に対する採食が知られていたが，城ヶ島の場合 がある。

は特に重要な食害種とは考えられておらず，その他の プダイは，複数のカジメ個体の側業および中央薬の

海域においても詳しい観察は行われていなかった。今 先端部を 1-数回ずつ採食しており，特定のカジメ個

回の調査では，ブダイやニザダイも含めた3種の藻食 体を集中して採食することは希であった。一方，アイ

lcm 2 

Fig.7. Bile marks by Siganus fuscescens on Ecklonia cava on血 coastofNakagi， South lzu. 1百 aUi(photo阻kenin situ). 2. Pinna (photo taken 

in laboratory). 3，4. Central lamina (photo taken in laboratory).Arrows indicate bite marks. 
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Fig.8.白田島田ofIhe position of bi回 m血e旬gged&必目白四vaon恥曲師tofN訟agi，Sou也Izu.Solid arrows indi国飽世田posi世間ofbi包s

by CalIω皿usjaponicus. Arrows indic脚血eposition of bi悩 bySi&園田命館園田ns.c民I田 indica包世田positionof wi也eri略

ゴは，波浪によるカジメの業状部の橋動がなければ，

特定のカジメ個体を集中して採食する場合が多かっ

た。このような理由から，プダイが採食活動を行って

いるカジメ群落では，カジメ個体が均一に損傷し，食

害の進行とともに葉状部が経時的に小さくなってゆく

のに対し，アイゴのそれでは，業状部が大きく消失し

たカジメ個体群が群落内にパッチ状に分布する傾向が

認められた。

今回の調査では， 9月-10月にはアイゴ， 11月-12

月にはプダイの採食が盛んで，同ーカジメ個体が秋か

ら冬にかけて両魚種の採食を相次いで受け，葉状部が

消失することが判明した。プダイとアイゴについて

は，ヒロメ Undariaundarioidesの養殖個体を用いた摂

餌試験が行われており，アイゴは水温却℃を下回ると

摂餌活性が落ち， 17.5 t:以下では全く摂餌しなくなる

のに対して，プダイは水温18t:付近でもっともよく摂

餌するという(木村 1994)。今回の調査では， 10月以

降，水温が連続的に20tを下回るようになっており

(Fig必，木村(1994)の試験結果とよく一致する。両

魚種の摂餌適水温を考えれば，アイゴ，ついでプダイ

が採食することは想像に難くなしこの構図は両魚種

の共存域でかなり普遍的に認められる可能性がある。

プダイについては，岸本 (1997)が冬季に藻食性が強

くなるとしているが，これは今後の参考となる指摘と

考えられる。

地点別の観察結果では，瀬の沖側 (St.1，2)が岸側
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(St. 3) よりもプダイとアイゴの採食痕が多い傾向に

あった。水温も徴地形も異なることが想定されるの

で，一概には言えないが，これらの藻食性魚類の場合

には，ある程度海水が流動する場所を好むと恩われ

る。一般に沿岸域の水混の鉛直分布は，夏季に成層を

示し，気温の低下とともに海面の冷却が始まり， 10月

には上下の温度はほぼ一様になる(宇野木 1993)。ア

イゴの採食痕は， 3地点中最も水深の浅いSt.1に多

かったが，アイゴの摂餌適水温を考えると，成層が形

成される時期には，より水温の高い浅所で採食を行っ

ている可能性が示唆された。これらの点については，

さらに観察事例を増やして確認する必要がある。

カジメの上部側葉は，成長に伴い常に自然脱落して

おり， 1カ月毎の調査頻度では，その部分の観察がな

されない。したがって，上部側業の消失が，採食によ

るものか自然脱落によるものか，断定することはでき

なかった。今回の調査では，業状部全体が大きく損傷

していること，中央業の上部に多数の採食痕が認めら

れることから，標識カジメ個体の上部側葉の消失が，

採食による消失かこれに起因する流失である可能性が

極めて高いと考えられた。調査期間中， 2週間に1度，

カジメ標識個体の生残を確認したが，その都度，葉状

部の外観が変化しているのが観察された。採食圧を厳

密に評価するためには，調査頻度を高めるなどの検討

が必要である。

カジメの場合，夏から秋に成熟し，禁状部に子嚢斑

を形成する(Arugaet al. 1997)ことが知られているが，

この時期に藻食性魚類の採食による葉部の消失が多発

すれば，カジメ群落の維持・更新を制限する要因にな

り得る。また，秋には成長に伴う葉の自然脱落量が新

生葉量を上回り(本多 1993)，葉状部の現存量が最小

になること (Yokohamaet al. 1987)から，この時期の

藻食性魚類の採食が，カジメ個体の生残に大きな影響

を及ぼしている可能性が示唆された。伊豆半島におけ

る磯焼けの原因として，黒潮の接岸との関係が指摘さ

れており(河尻ら 1981)，とりわけカジメ群落の場合

には，光量の低下や水温の上昇カ雪衰退の要因になり得

るとされている (Kurashimaet al. 1996)が，今回の観

察でも示されたように，藻食性魚類による採食も，直

接的，あるいは間接的にカジメの生残に影響を及ぼし

ている可能性が極めて高い。今後，藻食性魚類による

採食がどのくらいの面積の群落に影響を及ぼし得るの

か，冬から春にかけての未調査期間も含め，明らかに

する必要がある。
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緒言

ワカメ Undariap.血na丘fida但arvey)S町加garの養殖は

現在32の道府県で行われており(農林水産省統計情報

部 1997)，自生地の分布と概ね一致している(JII嶋

1989)。ワカメ養殖は，初冬の 11月頃，幼芽の着生し

た種苗糸の漁場への展開(沖出し)に始まり，翌年の

春に収穫期を迎える。したがって，ワカメの葉体は水

温の低い冬季の数カ月間に著しい生長をとげる(秋山

1991)。

現在，養殖ワカメの60%以上が岩手県と宮城県の三

陸沿岸で生産されており，ワカメ養殖の中心は北日本

であると言えるが，ワカメの生長に関する研究は宮城

県の松島湾での報告(黒木・秋山 1957)があるが，日

本の中南部海域で行われたものが多い(筒井・大野

1993，西川・吉田 1976，斎藤 1960)。また，これらの

報告では，葉体の全長の経時的な変化に基づいてワカ

メの生長を記録している。しかし，コンブ目に属する

海藻の多くは生長と同時に葉体の先端が枯死して流失

する末枯れを伴うため(阿部ら 1985，西川・吉田1978)， 

葉体の全長測定からはみかけの生長量しか知ることが

できない。このような欠点を補完する方法として，葉

体に開けた孔の移動速度を測定する穿孔法が数種のコ

ンブ目褐藻の生長量測定に用いられている (Park

1948， Sundene 1964， Mann 1973， Yokohama et al. 1987)。

養殖ワカメについては石川 (1993)が岩手県大船渡市

の門之浜湾で穿孔法を用いた研究を行っているが，養

殖盛期の葉長75cm以上の葉体についての研究である

ため全養殖期間にわたっての業体については明らかで

ない。本研究では養殖期間中の葉体の生長量の変化を

明らかにし，総生産量の推定、生長量と環境要因との

関連を推定するため，岩手県大槌湾における養殖ワカ

メの幼葉体期から収穫期までの葉体を対象として穿孔

法による生長量を測定した。

方法

ワカメの養殖実験は，岩手県の南岸に位置する三陸
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Fig. 1 Map showing the location of "wak虹ne"肋 dariapinnati百'da

cultivation (*) and observation si胞 ofwater胞mpera加問 (u)and

s叫inity(ム)泊OtsuchiBay， Iwate P田fec加re.

海岸の大槌湾内の赤浜の地先，湾中央部水深約28mの

養殖場で行った (Fig.1)。養殖期聞は 1992年 11月か

ら1993年4月および1993年 11月から 1994年4月の2

年度にわたって行い，両年とも地元の養殖業者から購

入した大槌湾産の種苗糸を養殖場で育苗した後， 11月

10日に水平式の養殖ロープに巻き込んで養成を開始し

た。この時点で種苗糸上には5-10mm程度のワカメ

幼芽がわずかに認められた。また，養殖ロープは水面

下 30-50cmに維持された。

葉体の生長量は，石川 (1993)の方法を改変し，葉

状部の所定の位置に開けた孔の一定期間の移動距離を

計測する方法によって求めた (Fig.2)。葉体への穿孔

は葉状部の長さが20cmに達すると可能になるため，

12月中旬に葉状部の基点から5cmあるいは10cm上方

の中肋の両側にコルクポーラーを用いて径3mmの孔

を開け，以後約2週間隔でこの作業を繰り返した。毎

回，養殖ロープを船上に持ち上げて，穿孔と同時に葉

状部基点から前固までに開けた孔までの長さ，葉体の

全長および葉状部の長さの測定を行った。生長量の測

定に用いる個体には， 12月の開始時点で養殖ロープ上

0-ーーー一ー+nl------4n2 

Fig. 2 Schematic view on the modified hole punchlng method to 

deteロningthe growth rate of "wak田ne"Undaria pinnatiflda. Holes 

with a diameter of 3 mm were made on both sides of the midrib at 5 

or 10 cm above the lowest margin of the blade， at interva1s of about 

2w田ks.百 elen凶lbetw田nthe punched holes (Hl， H2，…)田d血e

lowest margin of the blade were meas田'edat the same time (nl， n2， 

の平均的大きさの業体を 1年目は 10株， 2年目は30株

を選び，測定終了の4月まで連続して用いた。

ワカメ養殖期間の水温は、養殖場の湾奥側にある防

波堤外側での連続観測データを，塩分は養殖場北側の

大槌臨海研究センター取水口(水深 8m) における定

時の観測データ(都木ら 1992，乙部ら 1993，1994)を

参照した。両観測点とも養殖場から 500m以内にある

ので海況に大きな違いはないと判断した。

結果

水温と塩分環境

1992年度と 1993年度のワカメ養殖期間の水深 1m

における水温の句別平均値を Fig.3に示した。両年度

とも，ワカメの養成を開始した 11月上旬は 15-16 'c 

で，その後低下し， 1992年度は2月下句の年間最低水

温6.3'Cまで低下したが， 1993年度は2月中7-8'Cに

停滞した後3月中旬に最低水温5.7'cとなった。この

後水温上昇期になり， 1992年度は3月下旬に 8'Cに達

してから 4月下旬の 8.7'cまで緩やかな上昇を示し，

1993年度は最低水温期が遅かったため前年度より低い

レベルで上昇し4月下旬になって 8'C台となった。
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Fig. 4 Elongation of blades (bars) and displacement of puncbed 

boles on bladesmade at 5 or 10 cm above世田lowestmargin of blades 

(solid lines)， d山ingDe田mOOr1992ωApril 1993 (I)田dD田emOOr

1993ωApril 1994 (II). Ver世callinesindica胞 S也ndarddeviation. 

塩分濃度は， 1992年度は 12月下旬から 1月上旬に

高く 2月下旬に低い値を示したが養殖期間中の濃度は

33.52-34訓 psuの範囲にあった。 1993年度は33.61-

33.94psuの範囲にあり， 11月上旬から 3月中旬にかけ

て順次低下を続け，以後わずかに増加した。両年度と

も，養殖期間中の塩分議度は低下傾向を示したが，そ

の変動幅は極めて少なかった。 1993年度は3月下旬にほぼゼロとなった。

一方，孔の移動距離から推定した生長率は 1992年

度は 1月-3月上旬は1.3-1.7 cm/日の範囲にあった

が3月中旬には最大値3.6cm/日を示し， 4月下旬には

1.0cm/日となった。 1993年度は 12月下旬の1.2cm/日

から増大して2月上旬に最大生長率3.5cm/日を記録し

た。それ以後生長率は徐々に減少し， 3月下旬には1.3

cm/日となったが，養殖期終了直前の4月上旬には2.7

cm/日を示した。

また，両年度とも葉状部の長さの変化から推定した

生長率は 12月-1月上旬では，孔の移動距離から推定

した値よりも上回る傾向であったが， 1月下旬以降は

下回っていた。

考察

本研究における養殖ワカメの生長量測定は，石川

(1993)が対象とした禁状部の長さが75cm以上の業体

よりも小さな20cmの段階から養殖終了期までを対象

として行い，大槌湾の養殖ワカメにおいて末枯れが開

始する時期を推定することができた。

葉状部の長さの変化から計算された見かけの生長率

養殖ワカメの生長

ワカメの葉状部の基部に開けた孔の位置の伸長にと

もなう経時変化と葉状部全長の経時変化を Fig.4に示

した。 1992年度および1993年度の2回の実験において，

測定毎に開けた孔の位置は業体の伸長にともなってほ

ぼシグモイド曲線に沿って移動し，その平均傾斜すな

わち孔の移動速度は1月から2月にかけて増加するが，

3月以降測定期間の後期になるに従って減少した。

業状部の全長は両年度とも 12月下旬から3月上旬ま

では直線的に伸長したが， 3月以降1992年度は緩慢な

伸長となったのに対して 1993年度は伸長しなかった。

したがって，葉状部全長の最大は 1992年度は4月下旬

に， 1993年度は 3月上旬に得られ，それぞれ 125.1土

26.0cmおよび122.9土 26.9cmであった。

石川の方法(1993)に基づいて，葉状部の長さの変

化から推定した生長率の変化と孔の移動距離の変化か

ら推定した生長率を Fig.5に示す。葉状部の長さから

推定した生長率は両年度ともほぼ同様の傾向を示し，

1月に1.5-1.6 cm/日で最も大きく， 2月以降低下し
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と穿孔法で推定された生長率との聞には， 1月上旬に

おいて大差なかったが， 1月下旬以降は穿孔法による

値が常に大きな値を示すようになった。この両者の差

は葉状部先端における流失分とみなすことができる。

したがって，ワカメの末枯れは両者の聞に差がみられ

た1月下旬に始まったことを示唆しており， 3月下旬以

降の見かけ上の伸長停止は真の生長量(総生長量)と

流失量がほぼ等しくなったためと考えられる。

見かけの生長に基づく宮城県女川湾での研究では，

9月下旬に垂下した養殖ワカメの最大生長は12月中旬

から2月下旬にかけてみられ，その時期の水温は最低

水温2'Cをはさんで約3'Cから 10'cの範囲にあり，業

体の全長の最大は約215cmに逮することが報告されて

いる(黒木・秋山 1957)。また，岡県牡鹿半島の鮎川

(地iyama&KI町 ogi1982)，愛知県豊浜港(斎藤 1960)， 

九州有明海(西川・吉田 1976)における養殖ワカメの

業体伸長に基づく最大生長速度はそれぞれ1月中旬， 1 

月下旬から2月中旬， 12月下旬から 1月中旬にみられ，

各最大生長期の水温はそれぞれ8'C， 9-10'(;，11-

13'Cで，葉体の全長はそれぞれ 150cm， 170 cm， 180 

cmに達することが報告されている。さらに，高知県の

土佐湾(大野・松岡 1992)と須崎湾(筒井・大野 1993)

で試験養殖されたワカメの最大生長は11月上旬から2

月上旬， 3月下旬から4月上旬に得られ，それぞれの生

長期における水温は 14-13.7 'C， 15 -17 'cであり，

131 cmおよぴ116cmの平均業体長に遼する。これら

の結果から，それぞれの最大生長期は東北の場合は年

聞の最低水温期を含む期間に相当するが，西南部では

最低水温期の直後，有明海では直前であった。大槌湾

におけるワカメ養殖期間中の塩分濃度は比較的安定し

た高塩分状態を維持しており，ワカメの生長との聞に

明かな関係は認められない。しかし，最大生率が得ら

れる時期は 1992年度では水温が7.6'C， 1993年度では

8'Cである。また，高い生長率を示した 1993年度の2

月下旬および4月上旬の水温はそれぞれ7.6'C， 6.8 'c 

である。他方，生長率が低下する水温は 1992年度の4

月下旬で8.7'C， 1993年度の3月で5.7-6.3 'cとなっ

ている。 1992年度の生長率が低下する4月下旬は8.7'c 

であり， 1993年度の3月における生長率が低下する時

の水温は5.7-6.3'cである。孔の移動曲線の前半の傾

斜が緩い1月中旬までの水温は両年度とも 9-10'Cで

あり，曲線後半での傾斜が減少する4月は 1992年度で

8'C台となっている。これらの水温と生長率との関係

から， 6-8'Cの範囲における生長率は 6'C以下また

は8'C以上における場合よりも高く，生長率が最も高

くなる温度範囲は 6-8'Cであると考えられる。

本研究では，ワカメの最大生長は 3.5crn/日を記録

したが，既報における葉体の伸長を基に推定した生長

率は愛知県豊浜港における3.0crn/日が最大であり(斎

藤 19印)，その他の研究では概ね2.0crn/目前後であっ

た。この違いは今回の測定結果が末枯れによる流失分

を加味しているのに対し，従来の研究では全長として

末枯れによる流失分が含まれていないことに原因して

いると考えられる。従って，末枯れが1月下旬に始ま

るという大槌湾での結果を考慮すれば，養殖ワカメの

総生長量はさらに大きな値になると予想される。
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はじめに 漁場ではアサクサノリを中心とした養殖が行われてい

東京湾においてひび建てによる海苔養殖が始まって た (殖田ら 1963)。

から 1960年代まで，内湾の干潟が養殖場であり，その 1960年頃までには，ノリの生活史の解明とともに人

主な対象種はアサクサノ リPorphyratenera KjelImanで 工採苗の技術が確立して，実用化され，特定の種類を

あるとされてきた。海苔養殖は北海道から九州まで， 選択して養殖することが可能になった (吉田・秋山 ，

主として太平洋沿岸の内湾で行われた。種ひびの移植 1971)。浮き流し (ベタ流し)養殖技術が開発され，漁

もふつうに行われた技術であり，それに伴ってアサク 場が内湾から沖合いに展開するとともに，そのような

サノリの分布も拡大したであろう 。1956・1957海苔年 漁場に適した性質をもっスサピノリが利用されるよう

度には陸奥湾から鹿児島湾まで連続的に分布していた になった。1970年頃にアサクサノリからオオパアサク

という記録がある(三浦 1994)。これが海苔養殖開始 サノリ P.tenera var. tamatsuensis Miuraが，スサピノリ

以前からの自然状態なのか，人為的な分布拡大の影響 からはナラワスサピノリ P.yezoensis f. narawaensis 

がどの程度であったかは明らかではないけれども，ふ Miuraが養殖品種として選抜育種されて，養殖の主力

つうに存在したことは確かであろう 。海苔養殖技術が となり，野生の種はだんだんと利用されな くなってき

導入された韓国の沿岸でも利用されたのはアサクサノ た。最近ではナラワスサピノリまたはそれに由来する

リとされている。また中国山東省沿岸にもひろく分布 系統が海苔生産のほとんどすべてを占めるまでになつ

するとされている (曽・張 1954)。 ている。そのなかで，宮城県亘理郡鳥の海や熊本県芦

天然採苗を行っていた 1960年頃までは，東北地方 北郡湯ノ浦など幾つかの漁場ではアサクサノリの天然

の内湾漁場で主としてアサクサノリ，やや外海よりの 採苗を続けて，銘柄品として生産していた地域もあっ

漁場でコスジノリ(ムロネアマノリ )，ウップルイノリ た。そのほかの地域では漁業者からも研究者からも

を主体としてスサピノリやマルパアサクサノリが混じ まったく注意されることもなく，内湾の干潟が開発に

るという状態であった(黒木 1961)。東京湾から西の よって変貌するとともにアサクサノリは姿を消して



120 吉田ら

図1.アサクサノリの生育古書確認された場所。

行った。

1993年から，水産庁が中心となって希少水生生物の

情報を体系的に整理し，それらの保存を図る事業(希

少野生生物保存対策試験事業)が開始された。藻類も

調査の対象とされ，専門家に委嘱して文献調査を主と

して現状を纏めた。この過程で明らかになったのは，

アサクサノリ野生集団の生育治宝確認されているところ

はほどんどないことだった。このときに確認された生

育地は熊本県天草郡河浦町と新和町の2箇所だけで，

アサクサノリは絶滅危倶種と判断された(三浦 1994)。

この事業の纏めは「日本の希少な野生水生生物に関す

るデータブックJ(水産庁編 1998)として発表されて

いる。環境庁が発表した「藻類レッドリストJ(1998)で

もアサクサノリは絶滅危慎I類 (CR+町)と判定されて

いる。

5ヵ年計画の「保存対策試験事業jのあと， 1998年

から3ヵ年計画で「希少水生生物保存対策推進事業Jと
して特に重要な種を選んで現地調査によって現況を把

握し，必要な対策を考えることになった。藻類として

は海藻のアサクサノリ，淡水藻のチスジノリが対象と

して選ばれた。初年度は多少とも情報が得られている

熊本県と宮城県を中心にしてアサクサノリの現況を調

べることにした。その結果以下に述べるようにいくつ

かの生育地を確認することができたので報告する〈図

1>。

熊本県

天草郡河浦町のー町田川河口の干潟は三浦(1994)が

報告しているように，アサクサノリの生育地として知

られている。この干潟では海苔養殖が行われたことは

なく，アサクサノリ(図3)は干潟にわずかに見られ

る流木などに着生していて，よく採さないと見落とし

てしまうくらいの量である。ここでは近年は干拓も進

行しておらず，上流に人家も少ないことから，干潟に

アナアオサの生育も少なく，最近の数年間はほとんど

同様な状態であるといえる(図2)。

天草島の周辺には河口に干潟のある同様な地形の場

所が幾つもある。しかし， 1999年1月の調査では，以

前に記録のある新和町の大宮地川河口などにおいて，

干拓や埋め立ての進行，富栄養化によるアナアオサの

大量発生などにより，アサクサノリは見られず，かろ

うじて採集できたのは倉岳町の棚底湾だけであった。

芦北郡佐敷町の湯浦川河口近くで，以前は天然採首

による海苔養殖が行われて，ユノウラアサクサという

独自銘柄で出荷されていた。しかしこれも河川改修に

よって採苗が困難になり，数年前に中止されてしまっ

たとのことである。

福島県

相馬市松川浦は海苔漁場として，とくにアサクサノ

リの種場として著名な所であった。ここで採苗された

ノリひびが東京湾にも多量に移植されていた。しか

し，現在松川浦の内部では海苔養殖はほとんど行われ

ておらず，ヒトエグサの養殖が天然採苗によって行わ

れている。ヒトエグサの養殖はアサクサノリと時期的

に同じなので，網ひぴにヒトエグサに混じってアサク

サノリも生育している。 1998年11月に現地を訪れた

とき，養殖の網ひぴや支柱に非常に細長い業体のノリ

が生育していた。これはアサクサノリと同定できるも

のである。岸近くのアシにはノリは見られなかったけ

れども，もっと遅い時期にはここにも生育しているの

が見られるかもしれない。

相馬市今泉の地蔵川河口で 1980年にアサクサノリ

が採集された記録がある(三浦， 1卯'4)。その後は確認

されていない。

宮城県

亘理郡烏の海は阿武隈川の河口に近い入江で，海と

は狭い水路で連絡している。入江の北側は護岸工事が

施されていて，南西部に干潟とアシの草原が広がって

いる(図4)。入江の西側に姪塚という小さな島があ

り，その周囲には以前アシ原が広がり，アサクサノリ

が生育し，収穫されていたとのことである。今は島の

全周が人工護岸となって，その外側にはアシは全くな

い。入江の中では天然採苗によるアサクサノリ養殖が
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図2.熊本県河浦町のー町田川河口の干潟。図3 河浦町で採集されたアサクサノ リ。図4 宮城県亘理郡鳥の海のアシ原。図

5 アシの基部に生育するアサクサノリ。

続けられたが，数年前に中止された。現在は外海での Kikuchi 1997)。

養殖だけになっていて，ナラワスサピノリ系の養殖品

穫が採用されている。アシ原のあるところでは， 3月 おわりに

に調査したところアシの根元にノ リが生育し，アサク 上に述べたような幾つかの生育地を実地に調査した

サノリも確認された (図5)。 経験から，とくに宮城県の生育地では， 内湾の汽水域

石巻市万石浦では，今から 20年くらい前までは海 にある干潟でアシの草原があるのが特徴的であり，こ

苔養殖が行われていた。浦の奥の干潟にある木の杭な れがアサクサノリ生育場所の原風景であろうと想定さ

どにノリが着生しており，アサクサノリも混じってい れる。東京湾でも，江戸時代には干潟もアシ原もふつ

る。 うにあったようである (加藤 1999)から， その頃は

追波川の河口に近い桃生郡長面j甫(ながつらうら) アサクサノ リも多量に生育していたであろう 。海岸線

は鳥の海や万石浦に似た小形の入江である。海苔養殖 のなかでも，河口にひろがる干潟とアシ原は人間活動

が実施されたこともあるというが，ずっと以前に止め の影響をもっ とも強く受けている場所であり ，そのよ

てしま ったという。入江の周囲はほとんど人工護岸と うな場所がなくなるのと，アサクサノリが絶滅に追い

なっている。海につながる水路の一部に干潟があり， やられて行くのは密接な関係にある。

小規模のアシ原があって，アシの基部にノリが生育 今回の調査は東北地方の一部と，熊本県の一部のみ

し，アサクサノ リが混じっている。 で，ある程度の情報が存在する地点に限られていた。

それ以外の伊勢湾や瀬戸内海についても，アサクサノ

千葉県 リの生育地を調べる予定ではあるが，今のところ情報

東京湾では干潟の消失とともにアサクサノ リは絶滅 がない状態である。他の減少傾向にある生物種と同様

したとの報告もある(三浦， 1994)。その後富津岬など に，われわれが古くから親しんできたアサクサノリの

でアサクサノリの生育が確認された (Miyataand 現状を明らかにし，保存対策を考えるために，できる
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だけ多くの藻類研究者に関心を持っていただき，情報

を知らせて下さることを期待したい。
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藻類 Jpn.J. Phycol. (Sorui) 47・123-133，July 10， 1999 

ナポリと海藻の色に魅せられて

(From Napoli to Shizugawa via Shimoda) 

横j賓康纏

はじめに これも白岩氏の案である。

筑波大学の前身である東京教育大学の理学部ド付属|続

i海実E畑一rの助手として下回へ赴任したのは今から 34年 下回にあこがれて

123 

前のことである。63年というこれまでの人生の半分以 最終講義の英文タイトルでは，下回は影のうすい存

上を伊豆半島の突端近くの海辺で過ごしたことになる 在になってしまったが，これは若き日のナポリと老後

が，そこでの生活を終えた今，そんなにも長い年月が の志津川があまりにも強い印象を周囲の人に与えてい

経過したような気もしない。また望んで下回に赴任し るせいである。しかしやはり私の人生を決めた言葉と

たのに，定年を迎えてほっとした気分になったのも妙 しては第一に下回という地名を挙げなければならな

と言える。大学などでの研究生活に入って間もない若 い。私が東京教育大学理学部生物学科植物学専攻を志

手や後続の大学院生逮には理解できないことだろう 。 望したのは，高校の生物の授業で東京高等師範学校出

定年退職の日付は本年の 3月31日， ちょうど山形 身の先生から下回での臨海実習の体験談を聴いたため

大学での本学会第23回大会が終了した翌日で，私はそ だったような気がするからである。

の日も山形に居り，筑波で定年の辞令を拝受する式は 黒潮洗う伊豆半島南端近くの夜の海にボートを浮か

欠席してしまった不良公務員なのだが最終講義と称 べて夜光虫のきらめきを見るなどという情景を勝手に

するものは一応やらせていただいた。実はこれも l年 思い浮かべながら入学したのだが，実際に経験した臨

前までは辞退する積りでいた。そして 45年前に同じ 海実習はそんなロマンチックなものではなく ，当時ま

植物学専攻へ入学し，そして今年同じ筑波大学生物科 だ20代後半だった若き千原光雄助手の指導で，磯採

学系を退職することになっていた前田修という悪友と 集から帰り，海藻おしば標本作製，夜中は講義という

最終講義をすっぽかそうと固く約束していたのだが， 日課のくり返しであった。それでも寝る時間を割いて

昨年2月に行われた猪川倫好教授の最終講義の直後に， 街へ遊びに出かけたりしたため週間弱の実習が終

その約束を破らぎるをえない事態となった。猪川教授 わった時，手首が腕時計のバンドの穴 2つ分だけ細く

は藻類の代謝生理学の権威であり，秀才で非常に真而 なっていた。そんな乱暴な臨海実習も， 45年経った

目で努力家という尊敬すべき先輩なのだが，最終講義 今，非常にロマンチックな体験であったような気がす

も非常に真面白に終始したので，後輩にあたる若手数 る。

授の井上勲氏と白岩善博氏が，このままでは優秀で真 下回にあこがれて入学したはずなのに，卒論では海

面白な努力家でなければ渓類学は専攻できないという

印象を学生たちに与えたままになると憂慮、し，それを

崩す役目が l年後に定年を控えた私に課せられたので

ある。

優秀でも真面白でもなく努力家でもない私でも藻類

学はやれるという話をせよという命令に従い，本年 2

月6日，悪友との約束を破ることになったが，悪友の

ほうも，行事責任者の生物学類長の哀願に従い，最終

講義をしたくない理由について“無題"という題目で

講義をしてくれた。そのあとに続いた私の“講義"の

題目は“ナポリと海藻の色に魅せられて"From Napoli 

10 Shizugawa via Shimoda"という長いものとなったが， 改築前 (30年前頃まで)の臨海実験所研究棟
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とは無関係な発芽生理学の研究室に所属してしまっ

た。これは，“光発芽"という非常に不思議な現象に釣

られた，というより， 1年上の先輩遥(猪川倫好氏や

有賀街勝氏の学年)にだまされて，若き石川茂雄講師

導いる植物学教室きつての弱小研究室へ1年早く飛び

込まされたのである。しかしこの一件がなければ，私

は卒論で下回へ行き，千原助手の指導を受けることに

なったはずで，もしそうであったら，海藻の生理生態

学の研究者としての私は存在しないことになったはず

である。ただ不思議なことに石川講師は東京大学在学

中に海藻の分類学を専攻し，卒業後は下回の三井海洋

研究所に入り，瀬川宗吉，新崎盛敏両先生と机を並べ

たという経歴の持ち主なので，下回と私の縁は見えな

い糸で結ぼれたままだったと言える。そしてなぜか石

川先生の弟子の大半は発芽から藻類に鞍替えしてい

る。山本海苔研究所所長の大房剛氏とその後継者の荒

木繁氏，本学会前会長の石川依久子女史などである。

下回と結ぼれた糸は，私の博士課程修了直前に姿を

現わした。1964年4月に千原光雄助手が科学博物館に

転任するので，その後任にどうかと，植物学教室主任

の西津一俊教授から打診されたのだが，西海先生も下

回の助手の経験者であり，このポストに就くことは非

常に名誉なことであった。在学中に結婚し，長女が生

まれたりして，学位取得が1年遅れたのだが，かえっ

てそのためにこのチャンスに遭遇できたわけで，大変

遷が良かったのである。ただ実際の就任は 1年遅れた。

人事につきものの事情からだったが，そのために石川

先生の縁で三河の海苔会社の嘱託を 1年経験した。そ

のおかげで現場で海苔養殖の勉強をする機会に恵まれ

たのである。

プロダクトメータ一

博士課程を修了する数年前から発芽途上の種子の呼

吸を測定する装置を開発しつつあった。はじめはワー

ルプルグ検圧計を用いたのだが，操作があまりにも煩

雑なために嫌気がさし，もっと使い易い装置を自分で

作ろうと考えたのである。そして下回への赴任直前

に，検圧計とは原理的に対照的な検容計の一種と呼べ

るものが完成した。

試作は日光科学というミニカンパニーが担当してく

れた。この会社の社長さん伊藤博氏は，市村俊英先生

(東京教育大学)の中学時代の後輩で，古谷庫造先生

(東京学芸大学)と同じ中学での同級生という方であ

る。また小林弘先生(東京教育大学から東京学芸大学

へ転任，本学会の元会長)は産声をあげたばかりの装

置にプロダクトメーターと命名してくれた。そしてそ

の原理や応用例は日本海洋学会の英文誌 (1969年)に

市村先生との共著で発表させていただいた。原稿の枝

問を市村先生にお願いしたわけなのだが，市村先生も

院生の考案した装置に不安を覚えたらしく，当時の我

が国の植物生理学畑の元締的存在だった田宮博先生に

さらに校闘をお願いしてくれた。

市村先生や小林先生にとって私は教え子なのだが，

古谷先生を含め思師クラスの同窓の大先輩遠の温かな

応援に支えられてプロダクトメーターは世に出たので

あるが，またその後の気まぐれな私の度重なる設計変

更にいやな顔もせず，採算無視で対応してくれた日光

科学の伊藤社長のおかげで今日の改良型にたどり着け

たのである。

陸上植物の種子を使って発芽生理学を研究していた

者が下回の臨海実験所の助手になったということを

知った人逮は少々驚いたらしい。そしてアマモなどの

海草(海産種子植物)の種子の発芽を研究するのだろ

うと納得してくれた人も居られたのではないかと恩わ

れるが，私自身は下回に行けるということだけで嬉し

かったのである。

研究のことなど何も考えずに下回に赴任したのであ

る。ただ国立大学の助手は国家公務員の一種であると

いう理解から，臨海実験所長を併任しておられた丘英

通先生を動物学教室の研究室に訪ね， r下回での公務

は何ですかJとおたずねしたところ，先生は「公務?J
と絶句されたあと，r.研究してればいいんだよ」と答え

られた。以後34年間，私は研究だけしていたと言い

たいところだが，研究以外の公務はできるだけしない

ようにして過ごすという形で，丘先生の教えを守り通

した。しかし着任当初は公務どころか研究のことも念

頭になく，海が珍しくて，磯を歩いたり小型の和船を

漕いだりの毎日だった。

臨海実験所の前は白砂の浜で，その向こうがエメラ

ルドグリーンの水が美しい鍋田湾である。この小さな

入江の左岸をたどると，広々とした波蝕棚に出る。こ

の磯と，下回湾の対岸にある須崎，さらにその北側の

白浜に続く磯の3箇所が， 10年前の臨海実習で千原先

生に連れられて訪れたフィールドなのだが，海藻の分

布の様子が互いに異なっている。かなり後になってか

ら，海藻の豊かさでこれらの磯に優る所はまれである

ことがわかった。

世界一豊かと言えそうな下回の海藻相は私にとって

猶に小判ということになりかねなかったのだが，下回

への赴任直前に本体が試作されたプロダクトメーター



が私を放った。もともとは種子の呼吸つまり酸素の吸

収の速度を測定するために開発したものなのだが，そ

の容積 30-40 mlの反応容器に 5円硬貨ほどの大き

さの海藻葉片と海水 10mlほどを入れ，下から光をあ

てると，海藻菜片からの酸素の発生速度を測ることが

でき，その値を純光合成速度(みかけの光合成速度)と

みなすことができるのである。

IBP 

私が下回に赴任する少し前に，地球に住める人類の

定員を知ることを 目的とした IDP(国際生物学事業計

画)が始まっていた。我が国ではいくつかに分けた海

域ごとに植物プランク トン，動物プランク トン，ベン

トスなどといった班を組織し，それぞれ生産力とか生

産量を推定することになっていたが，海藻班は相模

湾 ・駿河湾海域にだけ，当時の本学会の長老達を主力

として組織された。当然のことながら長老達は海藻の

生産力などの推定も生産を支える光合成の測定も経験

したことカfない。プロダク トメーターを持与えての私の

下回への赴任は劇的なタイミングだ‘った。

藻類学会へ入会したばかりの私は，新参の身で長老

遥の仲間に入れられ，多様な海藻について，光の強さ

および温度と光合成速度を調べる という日常が始まっ

た。そして毎年行われる成果発表会では，海藻班班長

の新崎先生の代役も務めることになった。

数年にわたる IDPの終了後には全国で得られた成果

をまとめて英文の本を刊行する ことになっていた。や

はり海藻班でも生産量と呼べる値を報告せねばとの使

命感から，カジメ群落の年純生産量を推定する仕事

を，ギリギリのタイミングで始めた。

鍋田湾の水深 5m付近の海底には，日本中で最も見

事と言えそうなカジメ群洛が発達している。カジメと

よく似た形態のアラメについては， 吉田忠生氏が東北

水研時代に年間の側業脱落量を求めておられた。その

方法を参考にして，カジメ群落の 1m2あたり 1年間

に新生する側葉の総重量を推定することにした。潜水

作業から室内の作業まで独力で 1年間を通 したため，

結果にあまり自信を持てなかったが，その後この仕事

を千原先生との共同で，回中次郎君や坂西芳彦君と

いった若手の協力を得てやり直すことができ ，鍋田湾

の水深 5mにおけるカジメ群落の年純生産量として約

3 kg (乾重)1m2 I年という値が得られた。これは陸上

の温帯林の最大値に匹敵する値で，陸上に比べて光条

件がはるかに劣っている はずの海底でカジメ がこれほ

ど大きな物質生産力を発揮できるのは，この植物が緑
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筆者が赴任した頃，臨海実験所に併設されていた水族館

色光を捕獲する光合成色素(フコキサンチン)を多量

に保有すること，そしてしなやかな葉が海水の動きで

激しく揺れる ことなどによって，陸上の植物群落より

はるかに効率よく光が利用されるためではないかと考

察された。

エアータンクを背負つての過酷な水中作業が必要な

海底での生産生態学的研究など，青く輝く相模湾の海

面を眺めながらの赴任の途上には想定だにしなかった

のだが， IDPは私の研究領域をそのような方向へ強引

に広げる役を果たしてくれたのである。

ナポリを見て

下回へ赴任して 6年目の 1971年 10月初め，私は

ソ連の客船ハパロフス号の客となった。日本学術振興

会のナポリ臨海実験所派遣研究者としての半年間の生

活が，横浜港からの船旅という優雅な形で始まったの

である。船中2泊でナホ トカへ，車中 1i自でハノTロフ

スク，そこから航空機でシベリアを越えてモスクワへ

着き l泊，そ してショパン号という寝台列車でのマル

シャワ経由ウィ ーン着という 2i自の旅，さらに車中 l

泊で，ローマ，さらに乗り換えてナポリ着という， 1週

間を越える悠々たる長旅なのだが，当時この方が釜路

より安いということで，片道はこのコースをとるよう

に決められていたのである。

ナポリ駅では，ナポリ大学研究員の鈴木尚憲氏に出

迎えてもらい，サンタルチア門の近くのピッツエリア

で本格的ナポリ料理を味わった後，臨海実験所へ，さ

らに下宿へと案内してもらった。代々の日本からの派

遣研究者が利用していたこの下宿は，高台へ向かう斜

面にある壁の厚い重々しいアパートのー函のメネギー

ニさんというお宅で，初老の夫婦に適齢期の娘さんが

1人という静かな生活に，半年前から鈴木氏が，そし
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ナポリの若き研究者逮

てこの時から私が加わった。

ウィークデーは 2食付， 土日は 3食付で，家庭的

なナポリ料理を毎日味わえるという恵まれた食生活も

さることながら，臨海実験所での研究生活(と言って

よいかどうか)も大変幸せだ、った。ナポリ湾の海藻の

光合成を測る目的で、送ってもらうことになっていたプ

ロダクトメータ ーが，イタリア園内の事情からか，な

かなか届かず困っていたところ，ウニ卵の呼吸を測ろ

うとしていたグループから，ワ ールブルグ検圧計を一

緒に使わないかと誘われた。倉庫でほこりをかぶって

いた袋世を整備するところから始めなければならず，

おまけに大嫌いな検圧計だったのだが，作業する相手

がナポリ大学を卒業したばかりの女性で，ヴィーナス

のような顔立ちとスタイル。この装置で苦労した経験

を存分に活かすことに決めてしま った。そして彼女と

一緒に使った3階の研究室のバルコニーからは，ナポ

リ湾の向うに浮かぶカプリ島が望めるのである。

幸か不幸か，やはりワールプルグ検圧計は使いにく

く，そのうえナポリと その周辺は風最も女性も美しす

ぎた。当時 25才だ‘った鈴木氏と 36オだが 25才の学

生と自称していた夜、は，ウィークデーの夕刻や土日に

よく街を歩いた。二人ともカメラを携行していたのが

きっかけで，カメラ好きの背年を含む男女数名と友達

となり，それからは毎週末に彼や彼女らあるいはその

友人遥の家のダンスパーティーに招かれるようになっ

た。ナポリは東洋人に出会うことはめったにないとい

う土地柄のためか，東洋人の特徴をよく 具えた私は，

若い女性からも珍しがられたのだが，それを誤解した

私は夢見心地で半年間を過ごすことになる。一方柔道

も黒干wという堂々たる鈴木氏は，本当の恋を得て，私

の帰国後に結婚され，将来医学部に進むことになる可

愛い女の子にも恵まれ，今はベローナ大学の教授のl依

にある。

6ヶ月の滞在期間のあいだナポリを離れたのは，ポ

ンペイへ日帰りで 4回， フイレンツ ェとローマへそれ

ぞれ5日間ほどの旅をした時だけである。熱心に研究

したというより ，ナポリに居るのが楽しすぎたためな

のだが，そんな日常をつい記してしま った私の手紙を

読んだ谷口維紹君という院生がナポリ留学を熱烈に希

望した。迩よ く鈴木氏と同じナポリ大学の研究貝の職

を得て，私の帰国直後に出発することになった。

谷口君は，西j孝一俊教授の研究室で，私の l年先w.

の猪川倫好氏の指導を受け，海藻の代謝生理を研究し

ていたのだが，ナポリではタコの RNAに関する研究

に従事するという 180度の転換も定、に介さずの壮挙

だった。2年後にはスイスのチューリッヒ大学へ移り，

学位を取得して帰国後，医l立癌研究所で大腸菌にヒ 卜

のインターフエロンを作らせることに世界で初めて成

功して，直後に阪大へ教授として11訳出，そして数年前

からは東大医学部へ転任という忙しい人生を歩むこと

になったが，私としては，猪川氏の強力な右腕となる

べき人材を方向違いへ導いてしまい，また日本藻類学

会としても今頃第一線で活躍しているはずの深類の代

謝生理学者を失ったことになるという悔いに似たもの

を感ずる。しかしわずか 6ヶ月のナポリ生活で陽気な

ラテン民族の心に体を占領されてしま った私は，帰国

した私を迎える猪川氏の笑顔の優しさもあってか，そ

のことに気づかなかった。

ケセラセラ (これはスペイン語でイタリア語ではケ

サラサラとなるらしい)そして「なるようになるJと

続くこの言葉が，ナポリ以後の私の心を象徴するよう

になった。その産物の第 l号が谷口君のナポ リ行き

だったのだが，私自身は 6ヶ月前とはガラリと変った

髪型と服装で帰国したので，親しい後輩て、当時院生

だった原慶明君でさえ一瞬私を別人と思ってしまった

ほどである。単純な性格なせいか，心がそのまま外形

に現れてしま ったのだろうが，ナポリ直輸入のケセラ

セラの心は，その後の私の研究を含む生活をも支配す

ることになった。

ただ固まtを使った半年間もの留学で得たものはケセ

ラセラの心だけというのでは，ほとんどの人は赦して

くれそうにない。ナポリでの光合成測定の結果を論文

にまとめなかったことが多少気になっていたのだが，

このナポリでの借りを返すチャンスが約20年後に訪れ

た。地中海のまん中に浮かぶサルデニア島のオ リス

ターノというリゾート地に設立された国際海洋セン

ター (IMC)の第 l回のサマーコースが 1990年の9月

に開かれることになり，設立の推進者で運営委員でも



ある中埜栄三先生から依頼を受けた榎本幸人氏の誘い

によって，舘脇正和氏と私が同行することになった。

海藻の分類や生態がテーマのこのコースにはイタリ

ア側から 2名の講師が加わったが，受講生は約 20名

の若いイタリア人で，そのうち男性は数名だけだっ

た。発足したばかりのセンターは，オフィスも別荘を

借り，講義や実習は他の別荘で行われた。リゾートラ

イフ的雰囲気のうちに進行した約 2週間のコースで

あったが，実習用のプロダクトメーター 2台を用心し

て携行し，また意外なことに“別荘"の一室にペック

マンの立派な自記分光光度計があったりしたため，私

は光合成測定や色素分析についてきちんとした実習を

行うことができた。

分光光度計で生藻体や抽出液の吸収スペクトルを調

べていた私のところへ，イタリア人スタッフから変

わった緑藻が持ち込まれた。かなりの深所か暗い洞窟

の中に生える PaJmophyllumα耳ssumという種なのだが，

深所性の緑藻に特有のくすんだ色ではなく，浅所性の

アナアオサなどと同様の鮮かな緑色を呈している。分

析しでも緑色光を捕獲する siphonaxanthinが検出され

ず，不思議に4思いつつクロロフィルa含量に対するク

ロロフィルb含量の分子比を求めたところ，約6とい

う信じられないような値が得られた。陸上植物で約

0ム浅所性の緑藻で約0ム深所性の緑藻の中にみら

れる 1をわずかに越える値が最高記録と思っていたの

だから，オリンピックで世界記録の 6倍という新記録

がいきなり出たことに匹敵する。材料を生かしたまま

日本へ持ち帰り，下回で再試験して，採集者のS釘ω凶

教授(フィレンツェ大学)を筆顕著者とする論文にま

とめ. 1991年の本誌に発表した。

ナポリに半年滞在して出せなかった論文のかわり

に，サルデニアでの約2週間の滞在で，しかも正味1

日足らずの実験で得たデータをもとに論文が書けた。

20年の歳月は私をしたたかな研究者に変えてくれたの

だろう。

大発見

富栄養化した海域の浅場を埋め尽くすほどに生える

緑藻のアナアオサと同属のヤプレグサは，水深 10m付

近に生える深所性の種である。春先に下田市内の白浜

などによく打ち上がる藻体は黒っぽく，しかもアナア

オサの色を濃くしたのとは違って，くすんでいる。こ

の色が深所での光利用の効率化に関係あるのではと

思っていたが，確かめるためには，まず生藻体の吸収

スペクトルを描けるような自記分光光度計が必要であ
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る。この装置は教官定員が3名という臨海実験所では

とても買えないほどの高価なものだったが，私がナポ

リへ出かける直前に，ダブルピームという新方式の装

置が 100万円ほどで発売された。 3教官の校費からの

共同出資という形でこれを購入してもらい，早速オ

パールグラス法でヤプレグサとアナアオサの生藻体の

吸収スペクトルを比較したところ，ヤプレグサのほう

にだけ緑色部の中央部にあたる 540nm附近を中心と

するふくらみがみられた。これはヤプレグサが緑色光

を吸収する色素を含んでいることを意味しているので

あり，それが光合成色素だったら大発見である。

“大発見"は私のナポリ行きで少し遅れたのだが，も

し:私が友達評する“ナポリぽけ"にならなかったら，逆

に早まった可能性もある。ナポリ臨海実験所で唯一人

の藻類学者の Beth教授が私のホストだったが，同教授

の研究室では緑藻だが色がほとんどまっ黒なハゴロモ

を大量に培養していた。所員が約 100名というこの臨

海実験所には自記分光光度計はじめ高価な装置がそ

ろっていたはずだが，私の心はヴィーナスのような女

性と一緒にワールプルグ検圧計を使うことのほうにだ

け向いていたのである。

1972年4月に帰国し，谷口君をナポリへ送り出し，

下回へようやく落ち着いた頃，金沢大学の能登臨海実

験所で海藻の成分等を研究中の池森雅彦氏が来所し

た。彼と一緒にヤプレグサを含む何種かの緑藻の色素

をペーパークロマトグラフィーで分けたところ，ヤプ

レグサやチャシオグサなどのくすんだ色をした種類の

クロマトグラムの原点近くに，オレンジ色のフラク

ションが見つかった。

残念ながら池森氏は間もなく病気のため休職状態と

なったが，やがて影山明美さんという学生が私の卒論

生第 1号となったので，ヤプレグサの緑色光吸収色素

の正体と機能の解明を卒論のテーマとすることにし

た。ところがヤプレグサからメタノールやアセトンで

抽出した色素溶液の吸収スペクトルには緑色部のふく

らみはみられないということがわかった。これは抽出

の際に問題の色素が分解してしまったと考えることも

できるが，褐藻のフコキサンチンのように，青色光を吸

収する性質のあるカロテノイドが生きた藻体のクロロプ

ラストの中でタンパクと結合して緑色光を吸収する状態

になっていたのだとすれば，メタノールやアセトンに

よって青色光を吸収するカロテノイドとして抽出される

ので，これを含む抽出液の吸収スペクトルが緑色部のふ

くらみを持たないのは当然ということになる。

褐藻のフコキサンチンのような挙動を示すカロテノ
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イドがヤプレグサには含まれアナアオサには含まれて

いないということがわかればよいのだが，なるべく沢

山の種類で確かめたほうがよいので，浅所種と呼べる

もの6種と深所種と呼べるもの5種を下回で採集した。

吸収スペクトルを比較するとヒトエグサ，ヒラアオ

ノリ，アナアオサ，ホソジ、ユズモ，シオグサの一種と

いった浅所種にはみられない緑色部のふくらみがヤプ

レグサ，チャシオグサ，タマゴパロニア，タマミル，ハ

イミルといった深所種のすべてにみられたが，ミルは

浅所性のはずなのに緑色部の膨らみを持つという例外

的存在となった。

色素の分離には鮮明なクロマトグラムが得られるセ

ルロース薄層プレートを用いることにした。11種から

の試料を一枚のプレートで同時に展開することにした

が，開始して数分のうちに結果は明らかとなった。展

開液と共に緑色の輸が上昇し始め，まず黄色のカロテ

ンが上方へ抜け出すと，やがて 5種の深所種と例外的

存在のミルの緑色の輸が上昇したあとに濃いオレンジ

色の色素が残っていた。ミル以外の浅所種5種がその

色素を含まないことが確認されたので，この色素が緑

色光を吸収する色素の正体であることがほぼ確実と

なった。

次はこの色素の同定である。メタノールに溶けオレ

ンジ色を呈しているため，カロテノイドであることは

確かで，またクロマトの位置からは極性大のキサント

フィルと言える。東京の本校への出張の折，猪川氏を

訪ねたところ， r siphonaxan由加というのがあるよ」と

言われた。そして下回に来られた千原先生にそれを話

したところ，その色素に関する文献が研究棟の図書室

にあることを教えて下さり，その収蔵箇所まで指摘さ

れた。早速，文献の資料を参考に，問題の色素が

siphonax組曲面であるか否かを調べたところ，すべての

データが一致した。お二人からの耳学問のおかげで，

半年から 1年ほどの時聞が節約できたのである。

この色素はミルなどのクダモ類 (Siphonales)に特

有のキサントフィルということで siphonaxan出泊とい

う名が付けられ，分類形質のひとつとみなされていた

ようである。しかし生体内に緑色光を吸収する状態で

存在することが明らかになったことから，この色素が

褐藻のフコキサンチンのように緑色光を捕獲する光合

成色素として働いている可能性は濃厚となった。幸い

にもその確証は，東大海洋研究所の藤田善彦教授の御

好意で使わせていただいた自記蛍光分光光度計によっ

て，正味数分間の測定で得られた。

クダモ類は siphonaxan白血の他にそのエステルであ

るsiphoneinも含んでいる。ただチョウチンミドロだけ

が前者を含まず後者を含むという例外であるため，こ

の種の生きた藻体が手に入れば，後者つまり siphonein

の機能も明らかになる可能性がある。この藻は 4-5

億年前に陸封されたらしく，世界中で 10箇所ほどの

湖に隔離分布しているという。幸いにも我が国の沖縄

でもこの藻は発見されており，しかもその場所は後輩

の高原隆明君が知っているという。早速，彼の案内で

現地へ飛び，首尾よく採集できたのだが，その場所は

タロイモの水田だった。

糸状で水田に生育するこの藻は，そのまま使うこと

はできないため，単離して培養しなければならなかっ

たが，自記蛍光分光光度計による正味数分間の測定

で， siphoneinも緑色光を捕獲する光合成色素であるこ

とが判明した。

Siphonaxanthinについては 1977年に，そして

siphon巴泊については 1978年に発表したが，それまで

緑藻がほとんど緑色光しか届かない沿岸の深所にかな

り多く分布しているという事実は謎だった。いろいろ

の説が提唱されたが，苦しまぎれに類するものばかり

である。深所性の緑藻のほとんどが緑色光を捕獲する

光合成色素を含有することが判明して，ょうやくすっ

きりとした説明が可能になったと言える。しかし更に

その例外が無くもない。すでに記した Palmophyllumは

その好例である。

深所からはい上ったクダモ類

P油田Tphyll聞は深所性なのに siphonax組曲加を持た

ないという例外だったが，その逆の，浅所に生えてい

ながら siphonax飢白加や siphoneinを含有しているとい

う例外は，例外と言えないほど多数存在することがわ

かった。

チョウチンミドロを採集するための沖縄行で，つい

でに 20種ほどの緑藻を採集した。その大半はサンゴ

礁の内側の礁池の浅くて強い太陽光の届く海底に生育

するもので、あったが，それらのうちのクダモ類に属す

るものは，当然のことながら siphonaxanthin と

siphoneinを含有していたのである。

1977年の論文では，ミルなどの少数の例外を認めな

がら，siphonax初出血は深所性の緑藻に特有の色素と書

いてしまったのだが，ミルは氷山の一角だったのであ

る。しかし深所に卓越する緑色光を捕獲する光合成色

素を浅所に分布するものを含むクダモ類の全種が保有

しているという事実は，この仲間が深所で起源したこ

とを暗示する。



サンコ鳴が防波堤となって荒い波の入り込まない礁

池の海底の砂上には，イワヅタ類やハゴロモの仲間が

多く生育している。彼等はひげ状の仮根あるいは仮根

の棒状の束を砂中に挿入して体を支えているが，外海

の波が入らない場所でのみそれは可能と言える。同じ

ように静かな環境は深所にあるが，深所の砂上こそが

彼等の故郷ではないだろうか。そんな思いから，オー

ストラリアのグレートバリアリーフやパプアニューギ

ニアなどへ出かけたついでに潜水して，深所砂上のク

ダモ類を探したがなかなか見つからなかった。しかし

ついに我が国の西表島の水深 37mの砂上でクピレヅ

タ，ヒロハサボテングサ，ミルの一種などを発見した。

すべて多少恐しい潜水調査ではあったが，南海のすば

らしいサンゴ礁を観賞するというおまけがついた。

緑藻は深所起源

これまで緑藻は本来浅所のものとみなす傾向があっ

た。しかしクダモ類だけでなく，緑藻という分類群そ

のものが深所起源と考えられるのである。

緑藻は 10億年前頃には出現していたとされている

が，約6億年前まではオゾン層が未発達なため致死量

の紫外線が水深 5- 10mまで到達していたと考えら

れるため，出現当初の緑藻は siphonaxanthinを含有す

る深所型であったと言える。そして siphonaxanthinを

含有せず鮮緑色を呈した浅所型の緑藻は約6億年前以

後にようやく生育できるようになったと言えるが，そ

れらは siphonaxanthinの前駆物質であるルテインを含

有しているので，浅所型緑藻は深所型緑藻から

siphonaxan血mの合成機能を失った突然変異株として起

源したと考えることができる。そして約 4億年前に浅

所型緑藻が上陸してコケ，シダ，種子植物へと進化し

たが，上陸の過程あるいは上陸後に色素組成が変化し

なかったことは，シリカゲル薄層プレートを用いたク

ロマトグラフィーで簡単に確認できる。

牛に牽かれて

下回での私の仕事はカジメ海中林の生産量と多様な

海藻の光合成特性を対象としてきたと言える。光合成

特性は，温度特性と光特性に分けられるが，海中では

光の質も変るため，光の測器として照度計は使いもの

にならず，カロリーメーターかより理想的なものとし

て光量子計が入手できなければ，光特性の方は手が出

せない。着任当初，生理生態学的研究に必要な道具や

計器類はほとんど皆無で予算も乏しかった中で，棒状

温度計ぐらいは無理せずに買えるというわけで，光合
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成の仕事は温度特性の方から手がけた。

やがてカロリーメーターそして光量子計まで買える

ようになり，光特性のほうを始めたら，温度特性より

仕事がはるかに楽であることがわかった。温度特性は

水槽の温度を 5'Cから 35'cまで 5'C刻みで変えて実

験していたが，水温を 5'C上げて安定させるまでには

かなりの時聞がかかる。それにひきかえ光のほうは，

ニュートラルデンシティーフィルター (NDフィル

ター)を使って，一瞬のうちに2分の 1，4分の 1，8 

分の lというように強さを変えることができる。

経済状態を反映する形で仕事は必然的に光のほうへ

移行したが，その延長上で深所型緑藻の含有する

siphonaxan白血などの機能が発見されたと言える。そし

て光の仕事も一段落した頃から IBPのやり直しとして

のカジメ林の生産量推定の仕事が始まった。これは

IBPの経験から二度とやりたくないと思っていたもの

なのだが，全国規模の特定研究の一環として千原先生

と共同で受け， 3年間にわたり毎月 1回潜水すること

になった。

このあたりから私の意志とは関係なく，下回での海

藻の生理生態学的研究は進むようになった。どちらか

と言えば本学以外の学生や研究者が長期滞在して，プ

ロダクトメーターを使うという形が多かったが，その

おかげで長年の懸案に類することが次々と片づいて

行った。アラメとカジメは海中林を構成する最重要稜

なのに，打ち抜いた葉片で光合成が測定できなかっ

た。東水大の片田実教授の依頼で養殖のりの個体群の

光合成を測定するために試作した大型試料用のプロダ

クトメーターを用い，カジメ幼体の光合成を測定した

ことがあったが，その時は正常と言える結果が得られ

た。しかし;幼体の先端には必ず傷跡がある。この事実

は傷が生じても，やがて光合成測定に支障ない状態に

なることを暗示している。

東水大の有賀教授の院生の坂西芳彦君か下回でアラ

メとカジメの生理学的研究を行うことになり，早速，

打ち抜いた 5円硬貨大の葉片で試したところ，流海水

に3時間以上浸しておくと光合成測定に使えるように

なることが判明した。そして坂西君は5円玉大の葉片

でおもにアラメとカジメの光合成一温度特性に関する

仕事をしたのだが，水槽の温度と室温との差をなるべ

く小さくしたいということで，エアコン付きの暗室

で，夏も冬も毎日約 15'cから約 35'cへかけての室温

変動を経験し，自分自身の温度特性もテストする形に

なった。

一方アラメとカジメの光合成~光特性の比較をテー
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マに来所した三重大学の前川行幸君は，大型試料用の

プロダクトメーターをさらに整備し，幼体を用いて両

種聞の特性の差を明らかにし，また林床での光強度測

定まで行って，浅所側にアラメ，深所側にカジメがそ

れぞれ分布する理由について考察した。筑波大出身で

東水大の院生となった倉島彰君も下回の常駐者の一人

だが，アラメとカジメについて，飽和光と呼べる強い

光を用いると両種の光合成ー温度特性に差がみられな

いのに，群落内の葉が受けるはずの弱光で実験して，

アラメがカジメよりかなり低温を好むことを示す結果

を得てくれた。下回では両種が上下に住み分けている

が，水平的にはアラメの分布北限がカジメのそれより

かなり北にある。倉島君の仕事で，そのわけもわかっ

たのである。

やがて筑波大の院生も大勢常駐するようになり，入

違式のプロダクトメーター 3台がフル回転する日が多

くなり，文字通りデータが音をたてて出て，海中林ば

かりでなく，伊豆にも分布する造礁サンゴの生理生態

に関する仕事も進行するようになったが，これらはす

べて，下回に常駐する学生や長期滞在する若手研究者

に引っ張られる形で相談に乗ってきた結果であり，下

回での後半の私は， r牛に牽かれて」という気分で過ご

してきたような気がする。

34年の下回生活のうちの最後の 6年聞は青木優和

君との2人3脚となった。というよりはまさに青木君

という牛に牽かれての6年間と言った方が正確だろう。

早大の卒論生として下回へ常駐し，渡辺浩教授の指導

で群体ポヤの研究を 2年間続けてから，九大の院生と

なり，天草臨海実験所でヤツマタモクの葉上動物の生

態を研究していたのだが，彼のユニークな人柄が強〈

印象に残っていたため，下回で準研究員が必要となっ

た時，第一に青木という名が浮かんだ。 6年半ほど前

のことである。そして 6年前の4月に筑波大学独特の

特別配置の助手となり， 3年後には生物科学系のポス

トを借り，本学会会長の堀輝三教授の助手という名目

で実際には下回の教官という，非常に不安定な身分で

我慢してもらい，本年4月に講師となり，私の残した

学生とともに下回での海洋生態学の研究を引き継いで

くれることになった。

下回へ移ってからは，ワカメの中肋に住むコンブノ

ネクイムシとガラモノネクイムシの繁殖生態につい

て，養殖ワカメを利用して研究するなど，次々とユ

ニークな仕事をしながら，学生に植物と動物の相互関

係などについてなど研究させてくれている。

昨年の藻類学会第22回大会が下回で行われたこと

は，記憶に新しいはずだが，小世帯の下回でのたった

一人の幹事として，センターの職員から学生までを含

む関係者のまとめ役を見事にこなしてくれた。

青木君は動物学畑出身ではあっても，視野が広く，

藻類について積極的に勉強や研究を行い，本学会にも

入会している。臨海実験所は多様な人達が寝食を共に

し，酒を飲みながら徹夜で語り合うことも可能な「生

物学のオアシスjであるとの思いから，そのオアシス

の亭主役を私は 34年間やってきたのだが，この 4月

からは青木君がここの亭主となった。日本藻類学会会

員の多くが下回のオアシスの酒を味わいに来て下さっ

たら，先代としても大変幸せである。

海藻おしぱを楽しむ

このタイトルの本を山形大の第 23回大会の販売

コーナーで見かけた方も居られるだろう。そして多く

の方は海藻のさく業標本とは違って美しい「海藻おし

ぼJに驚かれたと思うが，中には学問的価値がないと

感じた方も居られるだろう。

山形の学会の最後の講演で学芸大の片山箭康氏が，

教科書で藻類の影がうすくなりつつあるという話をさ

れたが，それは私達藻類の研究者の側にも責任がある

ように思える。まだ日本人の多くは，のり，わかめ，こ

んぶなどの食材のイメージから，海藻は地味なものと

思い込んでいる。実際には海藻は絵の具よりもカラフ

ルで形も美しいものが多いのだが，そのことを世間に

知らせるために，海藻おしぱの美しい作り方を普及さ

せたいと考えたのが「海藻おしばを楽しむ」の筆頭著

者の野田三千代きんである。

美術とくにグラフィックデザインを専攻された野田

さんは，20年ほど前に海藻の美しさを知りショックを

感じられたというが，研究室の非常勤職員になっても

らってからは，海謀のさく葉標本作製法をもとに海藻

の色や形の美しさを残すおしぼ作りの方法を工夫し，

作品をラミネートする段階にまで逮した。さらに幼稚

園児から高令者の方までを対象とした普及活動を通し

て，より親しみやすい形としてのアート的作品の創作

を指導するようになった。

既に私逮は何冊かの本やパンフレット類で，海藻の

多彩さは38億年前の生命誕生に始まる地球環境の歴史

を語っていると記したが，美しい海藻おしぼを楽しく

作ることは，深刻の度を加えつつあるオゾン層破壊や

地球温暖化の問題を根本的に理解するための大変魅力

的な糸口になると考えている。

楽しい海藻おしば作りは，現在の海の環境に注意を



向けてもらうことにも役立つだろう 。そしてこれを経

験した子供たちの中から優秀な藻類学者が育つ可能性

さえある。会員の皆さんに私達の意図を理解していた

だけたら幸いである。

志津川町へ

本年 4月から，宮城県の南三|径とH乎ばれる地方にあ

る志津川町の住人となった。漁業，農業，林業といっ

た一次産業を主力とする人口 l万5千人ほどのこのjI日

の郊外の海辺に，自然環境活用センタ ーと名付けられ

た2階建てのピルがある。私はここの所長に就任した

のだが，これは 5年ほど前からほぼ決まっていたこと

である。

筑波大学に在籍中だった原慶明氏がこのjI汀の海藻相

の調査を依頼された時から，jI汀と筑波大学の関係は始

まったと言えそうだが， 7-8年前に私も海藻採集に

訪れた。その時，同行してくれた気仙沼西高校の高橋

誠子さんから当時教育長だ‘った佐藤正助氏をはじめと

する教育委員会の人達に紹介されたのだが，それだけ

の縁で， 6年前の 9月に聞かれた リアス自然賛歌フェ

スティパルという行事の中の「リアス自然シンポジウ

ム ~考えよう自然の行方と地方の未来jのパネラー

の一人となった。他のパネラーは 15年にわたる教育

長の職を辞したばかりの佐藤正助氏とタレント，そし

てコーデイネータ ーは東北大学総長(当時)の西iヰ~il~J

一氏という構成だ、ったが，西1幸先生やタ レントと違っ

て，シンポジウム終了後も l泊が可能だった私は，企

画で中心的な役割を果たした志津川町青年会議またの

名を「あすのしづがわをかんがえる会JCASK)という組

織の人達の慰労会に参加した。

ASKは名教育長だった佐藤正助氏の私的門下生が

中心で，長期的視野を持った人達が多い。シンポジウ

ムで「環境の良い志津川の住人は 目に見えない何千万

円もの所得の持主である」と私が話したことから， 何

人かが「そんなに良い志津川なら引っ越してきたらj

と患ったらしく ，これをメンバーの一人が「土地を提

供するから別荘を作りませんか」と遠慮がちに表現し

た。今から考えれば挑発だったと言えるが，単純な私

は， I別荘より研究所を作 りたい」と答えたところ，こ

れが町役場に知れ，新しく研究所を建てるより，不活

用化していた既設の自然環境活用センタ ーを活用して

欲しいという担当部局からの依頼となった。

15年ほど前に建てられた施設で，一階がミニ水族

館，食堂，土産品売場， 二階が研修室などという構成

で出発したらしいが，食堂と土産品販売は休止してい
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気仙沼西高校でのプロダクトメーターを用いた光合成測定実

験 (写真提供・高橋誠子氏，気仙沼西高校)

る。この施設を自由に使って活動してほしいという話

なので，私がかつて夢想していた形の研究所が，ひと

つの自治体の全面的支援によってこの世に出現するこ

とも夢ではなくなることになった。

プロダクトメーターを開発した直後から ，Iこれで

高校生に海藻や水草の光合成や動物のl呼吸を測らせた

いjと夢見て，大先輩達や日光科学の伊藤社長の協力

で，実習用のセットも開発した。現在でも生物の最も

基本的な機能と 言える光合成や呼吸を測定する手段

が，高校教育の段階ではあまりにもヰ酔在で，教科書や

教材のカタログに登場する装置も定量的な批判定が全く

不可能と言わなければならないものがほとんどであ

る。そんな生物教育を改革しようという若者らしい理

想に燃えると同時に，全国の高校にプロダク トメー

ターが数台ずつ売れたら莫大な特許使用料が入るとい

う皮算用も弾き，将来これを資金にして，どこかの海

辺に研究所を建て，運営しようなどという夢を抱くよ

うになった。

根本和成氏という先輩の尽力もあって，プロダクト

メーターは文部省による理振法の指定も受けたのだ

が，その頃から理科器機とは言えないはずのパソコン

が本物の理科器機を圧迫しはじめ，生物が吸収あるい

は排出する酸素の量を肉眼で追えるという素朴なプロ

ダクトメ ーターは生物室の戸棚でほこりをかぶること

になり，私の夢の研究所作 りは夢のままになってし

まっていた。しかし全国で唯一，宮城県の気仙沼西高

校の科学部の生徒たちは，高橋誠子先生の指導で，気

仙沼湾に生えるアナアオサやホソジ‘ュズモの光合成測

定に改良型のプロダクトメーターを駆使し，学生科学

賞等で県内の最優秀賞，全国でも上位入賞を何度も果

たしているほどなのである。
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i巣類学会山形大会にて。筑波大学の列上勲氏(右)と。(写真

綻供，桃山並紀子氏)

ナポリ~海実験 yrは， 100年以上も昔にドールンと

いうドイツ人の生物学者が私財で創設したのだが，サ

ンタルチアの近くの海岸に~つ白!lliの城のようなその

姿は，ナポリの美 しい女性迷の像と共に， 今でも私の

/Jì~裏に鮮やかで、ある 。

白亜のナポリ臨海実験所と高校生でも駆使できるプ

ロダクトメーターの取り合わせが私に途方もない夢を

抱かせてしまったのだが，SF破れて久しく ，定年前 5

年ほどの時点でその夢が復活したのである。でも志津

川で実現するはずの夢を諾っても ，ほ とんどの人には

ただの夢と思われてしまう 。私自身，志津川11日役場の

私に対する厚遇と ASKの人達の好意は夢ではないか

と時々思ってしまうほどなので，仕方ないことだろ

う。そこで昨年秋に役場へ提出した自然J)制E活!=I:lセン

ター将来計画(案)を紹介することにする。

自然環境活用セ ンタ ー将来計画案

基本理念と 目的

食物を得るために毎日必死に働かなければならな

かった頃の人々は，生きていることに疑問を感じたり

せずに，ただひたすら働き統けていたものと思われま

す。ところが物質的に恵まれ， 1時間的な余裕も生まれ

るようになった今日，私達は人生の指針を見失いがち

で，背少年の多くは不備を持つようになりました。こ

れは余裕のl時間の使い方に問題があるためと言えそう

ですが，その傾向は我が図で特に著しいようです。

一方，私達に物質的な豊かさをもたらした平|学技術

は，地球規模でのEiR境破J.$iをひき起こし，さらに人体

にも深刻な影響を与える恐るべき有害物質をまき散ら

し，私達の子孫の生存を脅かすまでになり つつありま

す。これは人々がより物質的に恵まれた生活を求め続

けてきた結果であると言えます。

我が図では週休2日制の普及や夏休み等の大型化に

よって，余裕の時間が拡大しつつありますが，その利

用の形はあるべき姿からまだほど速いように思われま

す。古代の奴隷ililJ社会においては，哲学はひとにぎり

の賞族遥だけのものでした。今の我が国ではすべての

人がかつての貴族と同じくらいの時間的余裕を持てる

ようになりました。

哲学の主題は「自分はなぜいきているのか」であり

続けたと思われますが，自然科学の進んだ今日では，

私達でも古代の偉大な哲人よりも正しい解答に近づけ

るはずです。そのためには自然科学者と同じような日

で素直に自然を見ることが必要です。

梅から山までの輩かな自然の残る志津川11町にある自

然環境活用センターは，1当然を見るための拠点として

理想的な条件を具えております。今後センターの迩営

に携わるスタッフと館内の設備や展示を充実させるこ

とによ って，余裕の|時間を如何に使う べきか，いわゆ

る余暇利用をあるべき姿に導くための，我が図におけ

る中心的な施設として，本センターは機能するように

なる可能性があります。

活動内容

1 日常的サービス

・生涯教育の場として

IIrJ内および周辺地区の主婦，中高年層を 1'1コ心とした

人達が随時訪れ，各自好む形でl時を過ごせるようなサ

ロンとしての機能を持つ。

所長をはじめセンタースタッフは来訪者の求めに応

じて，海藻おしば作りや生物の観察当:を指導し，図書

や映像資料 (ビデオ一等)についての解説を行い，また

来訪者相互の意見交換のイlド介役や進行役を務める。

・児童 ・青少年教育の場として

放課後あるいは休日に来訪する児童・生徒あるいは

青年が各自興味を持ったテーマについて探求できるよ

う，スタッフが指導する。とくに青年層に対しては，自

然，生物，水産，J.農業などに|品!して大学レベル以上の

学習が可能なように， )lln次スタッフと設備を充実 して

ゆく 。

.旅行者に対 して

観光客，海水浴客の求めに応じて，海藻おしば作り

や生物の観察等を指導する。

とくに長期滞在者に対しては，毎日訪れ自然をま[1る

活動にゆったりとH奇を過ごせるようなスペースと資料

を提供し，場合によ っては海 ・川・山等の自然観察，農

業や漁業への参加も できるようにする。



2.企画的サービス

・自然観察会，一次産業への参加

海，川，山での生物の観察および標本作り，水産業・

農業・林業の本格的体験を，地元の自然観察団体や各

種協同組合の協力を得て行う。

(1)地域の親子，学校，団体等を対象に年数回，休

日に行う。

(2)地域外に情報を流し，春休み，夏休み，連休等

に行う。

・公開講座

海を中心に動植物の生態，プランクトン，ウニ卵の

受精と発生等の観察，海藻の光合成測定，海藻おしば

作りなどを 2-47自の日程で主として夏休みに行う。

(1)全国の高校生対象

(2)全国の教員，社会人対象

(3)近隣，近県の小中学生対象

3研究・調査

・多額の経費を要さない類の生物学・水産学的な研究

を行う。外部からの委託研究・調査も有料で引き受け，

できるだけ外部(省庁，県，法人，会社等)からの研

究費を導入し，将来独立採算的な研究所へ移行できる

ようにする。
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の時点で，三省堂から「海藻の謎」という本を出させ

てもらった。その結章を書きながら，基礎科学とは何

か，またその分野の研究者は何をすべきかと考えるこ

とになった。幼児のような心で謎を探求すればよいと

結論したのだが，そんな遊びを全国民が税金で支えて

くれていたのだから，やはり何かを還元せねばと思

つ。
ヒトはなぜ生きているのかという疑問は誰でも一度

は抱くが，ほとんど解決することがない。私は海藻を

相手の 34年間の下回生活でその答えに到達した。「ヒ

トも生物だからJこれが私の答えである。あまり単純

な答えなので， r税金を返せ!Jと全国民から言われそ

うだが，シャカの「ヒトも自然の一部Jという悟りと

同じなのである。シャカは数年の苦行で悟れず諦め，

休浴後に村娘の奉げる乳がゆを飲んだ瞬間に悟ったそ

うなので，シャカは一瞬あるいは数年で悟ったことに

なる。一方私は 34年で同じ悟りに達したと言えるが，

自然科学の発達した今は，私のような凡人でも， 34年

で悟れたと言うべきだろう。

志津川での活動は，自然を科学的に理解することで

倍りに達してもらうことを目標にしているのである。

おわりに

生きるとは まだ書きたいことは山ほどあるが，時間と紙面の制

長らく管理を警備会社にまかせていた自然環境活用 約から このあたりで幕にしたい。本稿では説明不十

センターに， 4月 1日から町の正職員が配置された。 分なところが多くなってしまったが，これまで出させ

山内秀樹君という好青年で，バスケットボールの審判 ていただいた何冊かの小著をお読みいただけたらと恩

員の資格を持つスポーツマンだが，海藻の採集やおし う。

ば作りにも優れたセンスを発揮してくれている。今は

山内君と私の二人だけでセンターを運営しているのだ 著書:

が，これでも 5年前における予測をはるかに上廻る好 「海藻の謎ー緑への道j三省堂(1982)絶版

条件である。 r海の中の森の生態j講談社(1985)再版保留

シンポジウムの慰労会では，退職後に年金生活者の 「海藻は不思議の国の草や木」福音館書庖(1990，再版

ボランティアとして活動することを約束していたので 1998) 

あり，昨年秋頃まではその積りでいた。そのかわり思 「日本の海J草土文化(1993) 

う存分自由に動こうと思っていたのだが，実際には正 「海藻おしぼ~カラフルな色彩の謎J海証書舎 (1996)

式な所長という職に就き，しかも自由さはほとんどそ 「海藻おしばを楽しむ」日本ヴォーグ社(1998) 

のままという信じられない身分になったのである。(干986-0700 本吉郡志津川町戸倉字坂本40番地

今から 17年前，ちょうど下回での生活の折り返し 志津川自然環境活用センター)
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鯵坂哲朗 1.大和茂之 2 南紀白浜

(和歌山県西牟婁郡白浜町)

和歌山県西牟婁郡白浜町は，万葉集のl時代から温泉 20分ほど，天王寺駅からは2時間程度である。車では，

で有名な町で，大阪から特急で約2時間で到達できる。 大阪方面から高速道路を御坊まで乗り継いで， 3時間

この付近は，黒潮の影響と田辺湾の複雑な地形とがあ ほどである。国道沿いの場合は，大きな峠や渋滞など

いまって，暖海性と温帯性の海藻類がともに生育して があり，時間がかかる。紀伊半島を伊勢方面から車あ

おり，採集場所としては絶好の位置にある。 るいはJRで来るとびっくりするくらい時間がかかる

この地には，京都大学大学院理学研究科附属瀬戸臨 ことから，大阪方面から来ることをお薦めする。東京

海実験所 (地図参照)があり， 1922年に設置(当時は からは，南紀白浜空港まで，航空機利用もある。

臨海研究所)された後，多くの研究者がここを訪れて 今回ご紹介している瀬戸臨海実験所までは， JR白

いる。古くは，1930年代に日本の海藻研究の先駆者で 浜駅及び空港から，タクシ一利用 (2000円余り )でも

ある岡村金太郎博士が採集に訪れたことは有名である よいが，白浜パスセンターまでパスで来て，あとは海

(岡村，1934)。当時は紀伊田辺までしか鉄道がなくて， 岸沿いを20分ほど歩くと臨海地区に着く 。駅からの直

紀伊田辺から船で移動しなければならなかった。その 通のパスもあるが，本数は少ない。

頃，白浜町は瀬戸鉛山村と呼ばれていた。

この地で海藻類を研究し， 1993年になくなられた山

本虎夫先生は，京都大学の非常勤講師を勤めながら40

年余りにわたって「南紀生物jという生物学の雑誌を

主宰された。その回顧録には，山田幸男先生や瀬川宗

吉先生をはじめとする多くの藻類研究者との，標本の

やり取りや交流が記されている。また， r南紀生物Jに

は，山本先生による，和歌山県各地の海岸に生育する

海藻類のリストをはじめとして，全国の海藻研究者に

よる論文が，多数掲載されている。

ここでは，これから南紀白浜を訪れ，海藻類を観察

したり，研究材料を採集したいと考えている人々のた

めに，採集地案内を行いたい。

なお，白浜町は温泉観光地であり，宿泊設備として

は多くのホテル・旅館・民宿・各種保養所が整ってい

る。研究目的の場合には，京都大学瀬戸臨海実験所の

設備も利用できる。

交通

白浜への公共交通は，関西方面からは， JR白浜駅ま

で，京都駅・新大阪駅 ・天王寺釈から特急が便利であ

採集ポイン卜

白浜の中心部であり ，夏に多数の海水浴客が訪れる

白良浜は，砂浜で海漆採集には向かない。やはり，臨

海地区にある番所崎が海藻類の採集ポイントとしては

ベストであろう 。しかも，季節は春 (3-5月)がベス

トであろう 。白浜町の中心地から海岸沿いに北上し，

瀬戸という小さな漁村を抜けると，自の前に円月島が

とびこんでくる。その右側の半島の先端が番所崎であ

り，その半烏の基部の砂州上に瀬戸臨海実験所があ

る。番所崎は，北は田辺湾，南は鉛山湾に面する。鉛

ろう 。京都駅からは 3時間弱，新大阪駅からは 2時間 瀬戸臨海実験所とその付近の地図
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番所崎と笑験所水族館 番所崎から円月島を望む(鉛湾側)

山湾側は黒潮の影響を受けた外海に面し，岩場には暖 が近づいてくるのであまり観察に夢中になっていると

海性の海藻が多い。一方， 北側の田辺湾沿いは，臨海 危険である。しかし，乙姫役の女性ダイパーに出会う

から江津良までがところどころ砂浜まじりの岩礁地帯 かもしれない。

であるが，番所附とは一転して杭'貯性の海藻が多くみ 番所|崎は大柳lの干潮時にはぐる りと山111を一周するこ

られる。このように，番所崎の南側lから田辺湾の奥に とができる。ゆっくり観察しながら歩くと 2時間くら

向かうにつれて，外海から内湾までの環境勾配ととも いかかってしまうので，油断していると，帰りが腰ま

に，海藻の種類が憧き換わって行く桜子が狭い範囲内 で海につかることがあるので，潮汐のl時間には注意し

で顕著に見られるのが最大の特徴であろう 。あとで季 ょう 。北側に廻ると，捲烏というもうひとつの名所の

節変化も説明するが、ここでの説明は海藻類が多くみ 近くに，トゲモクの群落がみられる。このあたりの浅

られる春季を想定しており ，夏季にはほとんどのi朝間 瀬には，串本で見つけられ，和名でキシュウモズクと

帯の海藻類が姿を消すことに注意してほしい。 いう名を準備している CJadosiphonsp. (オキナワモズ

ク属の l種)が生育している。春にこのあたりで潜る

番所崎 (鉛山湾倶1]) と，海底一面がカゴメノリやフクロノ リ， アミジグサ

ここは，円月島付近から岩礁になり，特に干潮時に の褐藻畑になっている。

広いi割!間帯が出現する。あちこちにいろいろな大きさ

のタイドプールがみられ，その中に多くのl援海性の海 番所崎から江津良海岸 (田辺湾側)

藻類が見られる。タイドプールの大きさ，深さ，さら ì~11が引 くと岩礁の広い神VI間帯が発達するJじの田辺

に海からの距離により生育する海淡の種類が異なる。 湾に商しており ，番所崎とは異なった海藻類がみられ

さらに細かくみるとタイドプール内部の北側あるいは る。ここにはクロメの群洛がある。クロメはここが模

南側といった，その生育する商によ っても生育種類や 式産地である(筒井 -大!Jfi¥ 1992)。干潮時には貝を採

生育量が異なる。また，大きな岩の|舎になっている場 集している地元のおばさんたちがいつもみられる。や

所には，シマオオギやアントクメ ，キン トキなど探所 や波当たりの弱い内湾的な場所にはシワノカワやイロ

でしかみられない種類がみられておもしろい。干潮時 ロの大きな群落がみられる。田辺湾口から入り込んで

に磯歩きをすれば，岸から海にかけてヒトエグサ，ボ くる海流に直接当たる場所にはイワヒゲやハパノリが

タンアオサ，ハナフノ リ， フクロフノリ，ヒジキ，ウ みられる。シュノーケルを使って潜ってみると， 小さ

ミトラノオ，ウミウチワ，イソモクなどと帯状構造も なれき混じりの海底にナガミ ルがとぐろをまき ，岩に

はっきりとみられ，海藻類の観察には絶好の場所であ はベニモズクやオオオゴノリ，シラモなどが生育して

る。また，シュノーケルを使って潜水すれば，漸深帯 いる。こちらiUlIのホンダワラ類は，ヒジキとヤツマタ

でも 比較的浅い場所に大きな群落をつくるマメタワ モク，マメタワラ，ノコギリモクなど温'情性のものば

ラ，ヤツマタモク，ヨレモクモドキに混じって.I援海 かりで，南側のような暖海性のものはみられない。ヒ

性のフタエモク，キレパモクなどのl暖海性のホンダワ ロメもよくみられるが，対岸の天神崎にある和歌山県

ラ類もふつうに見られる。 もちろん魚や貝類も多い。 水産試験場でワカメの種苗が作られており，ワ カメと

円月島の付近もおもしろいが，観光用のグラスボート の雑種も採集されたことがある。



品ぬでの海藻植生調査

畠島 (田辺湾内)

この島は.1968年に国!J!iによ って購入され，現在

は，京都大学瀬戸臨海実験所が管理する品島実験地と

して，臨海実習，生物調査などに利用されている。内

湾{日IJから湾口に函した仮Ijまで，ひとつの烏の中で，さ

まざまな環境や底質が見られ，古くから臨海実験所関

係者によって，生物相が調べられて来た。かなり以前

から，周囲の水質の悪化が指摘され，それとともにい

くつかの生物種の消滅も報告されている。iiii近の数年

間は，多少なりとも水質が改善してきたとの報告例も

ある。しかし，周辺海域での大規模な埋立 ・開発や養

殖施設など，水質悪化の要因が根本的にはなくなった

わけではない。

この烏の特徴的な海藻と近年見られる変化は、以下

のとおりである。鳥の西側の砂浜にはコアマモの群落

がわずかに残るのみで.5年ほど前にあった大きなア

マモ場はすでに消失している。畠鳥のすぐ西側にある

小丸烏には暖海性の海藻類が生育しているが，最近の

磯焼けの影響もあってこれもかなり生育飽凶が狭く

なっている。浅い岩礁部には，フサモズクの群落の面

積が最近増加している。この径の模式産地である博多

湾の妙見島はすでに埋立で消失しており ，一時生育が

確認された淡路島の岩屋でも最近は消失してしまった

ので，現在確認されているのはここ lケ所だけで貴重

なものである。島の東側は急に深くなり ，ままほどの大

きさのアナアオサやナガミル，ミルなどもみられる。

この島の調査 ・採集には，実験所の船でil.!l'るしかな

いので，実験所への利用申込みが必姿である。

南紀白浜の海藻類

南紀白浜では南から黒潮の分校itが直接当たるため
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も緑藻類59種，褐藻類82種，紅藻類233稜の合計374

種(山本. 1982)が知られている。このう ち春季を中

心に比較的普通に見られる種類について記す (0印は

|援海性種)。

緑藻類

シワランソウモドキ，ヒトエグサ，アナアオサ，ボ

タンアオサ，ボウアオ ノリ，ウスパアオノリ .0タマ

ゴパロニア.0キツコウグサ.0トゲキ ッコウ グサ.0
アオモグサ.0ホソパロニア，チャシオグサ，カタシ

オグサ，ホソジュズモ，ハネモ.0フサイワヅタ.0
スリコギヅタ.0タカツキヅタ.0ハイミルモドキ.0
タマミル，コブシミル，ミル.0ナガミル.0ヒラミ

jレ

褐藻類

シオミドロ類，クロガシラ類，アミジグサ，イトア

ミジ，コモングサ，シワヤハズ，へラヤハズ.0フタ

エオオギ.0シマオオギ，ウミウチワ.0ウスユキウ

チワ，シワノカワ，ネパリモ，イワネパリモ，フサモ

ズク，オキナワモズク属の一種，イ ロロ，イ シゲ，イ

ワヒゲ，カヤモノリ，フクロノリ ，ワタモ.0カゴメ

ノリ，ハハノリ.0クロメ .0アン トクメ .0ヒロメ，

ヒジキ，マメタワ ラ.0キレパノマメタワラ，ヤツマ

タモク.0カラクサモク，ノコギリモク，ヨレモク，ウ

ミトラノオ，イソモク .0トゲモク.0ウスバモク.0
フタエモク.0フクレミモク.0キレパモク.0コプ

クロモク

紅藻類

オニアマノリ，マルパアマノリ ，カモガシラノリ，

Oベニモズク.0コナハダ類，フサノリ，ニセフサノ

リ.0ガラガラ類，カギノ リ，カギケ ノリ，ヒ メテン

グサ，ハイテングサ，オニクサ，マクサ，オパクサ，ホ

ソバナミノハナ，ナミノハナ，カイノカワ，イシモ類，

カサモ類，カニノテ，フサカニノ テ，へリト リカニノ

に暖海性の海譲類が繁茂している。山本氏のリス トで 畠烏に生育するフサモズク
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テ，ヒメカニノテ，ピリヒパ，ヒオウギ，ムカデノリ，

ツノムカデ，サクラノリ，タンパノリ，キントキ類，マ

ツノリ，コメノリ，ヒトツマツ，トサカマツ，ハナフ

ノリ，フクロフノリ，マフノリ，ヤツデガタトサカモ

ドキ，ツカサアミ，ペニスナゴ，ミリン，トサカノリ，

イバラノリ，カズノイバラ，イソダンツウ，アッパノ

リ，オゴノリ，ツルシラモ，シラモ，オオオゴノリ，カ

パノリ， 0カイメンソウ，オキツノリ，カイノリ，ツ

ノマタ，コマタ，マサゴシパリ，フシツナギ，ヒメフ

シツナギ，ワツナギソウ，ケイギス，ショウジョウケ

ノ1)，トゲノリ，クロソゾ，ミツデソゾ，コプソゾ，ク

モノスヒメゴケ，ジャパラノリ

採集季節と注意

南紀白浜で海藻類の採集や観察にペストな季節はな

んといっても春で， 3月から4月である。 1-2月から

繁茂し始めた海藻類がこの時期に最も量的に多くな

り，種類も豊富である。ほとんどの種類がこの時期に

成熟する。 5-6月ころになるとかなりの種類，特に潮

間帯上部に生育していたものがほとんど消失してしま

う。梅雨明けの7月ころになると，潮間帯にはアオサ

類・アミジグサ類や小形紅藻類以外にはほとんどみら

れず，タイドプールでも枯れたようなウミウチワがみ

られる程度である。 9月くらいからホンダワラ類の新

しU叶、さな個体がみられるようになるが，台風により

海が荒れることも多い。 12月ころから水温が低くなる

ものの，年聞を通して 10'C以下にはさがることはな

u、。

スキューバ潜水もできるが，ここでの海藻類の観察

では素潜りで十分である。ただし，刺胞動物やウニ類

などの危険な生物が多いので，怪我をしないためには

ウェット・スーツ着用が絶対であろう。最近ウインド・

サーフインやジェット・スキーなどのレジャー客も多

く，特に田辺湾側での潜水の場合には周囲の状況に注

意が必要である。

また，この地域ではヒジキ，ヒトエグサ，フクロフ

ノリ，テングサ類などに漁業権が設定され，漁協組合

員に対しても解禁日まで採取禁止とされている。研究

上での採取は認められているが，これらの種類に関し

ては最小限の採取にとどめていただきたい。

そのイ也

白浜町では，湯崎にある崎の湯が無料の天然露天風

呂で夕方5時まで聞いている。また，町の各所にある

公衆浴場も温泉で，安く温泉気分が楽しめる。

瀬戸臨海実験所に附属している水族館は，魚類だけ

でなく無脊椎動物の展示に重点を置いており，周辺の

生物を手っ取り早く把握するのに便利であろう。ま

た，臨海実験所の図書室は，海洋生物学の図書カ雪充実

し，実験所の草創期に在職した藻類学者の井狩二郎の

蔵書を集めた井狩文庫などもある。利用申し込みをす

れば，外部の人も利用できる。

引用文献

山本虎夫 1982.白浜海域産藻類. 白浜町誌編集委員会

編，白浜町誌自然編「白浜の自然Jpp.255・272.

筒井功・大野正夫 1992.和歌山県白浜産クロメの成長・

成熟と形態の季節的変化. 藻類40:39-40. 

岡村金太郎 1934.和歌山県瀬戸鉛山及び付近の海藻.植

物研究雑誌10(3):149・166.

瀬戸臨海実験所の連絡先

京都大学瀬戸臨海実験所は，研究目的に限り利用が

可能である。下記に連絡されて，利用屈を入手して，折

り返し利用許可を得る必要がある。ただし，春から夏

にかけては大潮の時期にあわせて毎週のように各大学

の臨海実習で込み合うので，宿泊できない場合もあ

る。

干649・2211和歌山県西牟婁郡白浜町459 京都大学

大学院理学研究科附属瀬戸臨海実験所 Tel:0739-42・

3515 (08:30・17:00)，Fax: 0739-42-4518ホームページ:

h町内WW.S巴ω.kyoto-u.ac.jpl

南紀生物同好会の連絡先

干ω4ω11和歌山県御坊市湯川町財部522・2 南紀

生物同好会 Tel.0738・22-4415 (年会費4∞o円)

(1干ω6-85回京都市左京区北白川追分町京都大学

大学院農学研究科応用生物科学専攻 2干649-2211和

歌山県西牟婁郡白浜町京都大学大学院理学研究科附

属瀬戸臨海実験所)
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飯間雅文 :デ ンマ ーク藻類事情

筆者は 1996年 3月末より 8月末までの5ヶ月間，文

部省在外研究海外動向調査研究員として， r微小内生

緑藻の生態及び生活史に関する研究」の研究課題のも

と，デンマーク王国コペンハーゲン市(図 1)のコペ

ンハーゲン大学理学部 BotanicalMuseumおよび

Botanical Inst山 teに滞在する機会を得ました。お世話

になったのは，Acrochaete属や UJvel1a(アワビモ)属

など緑藻 Chaetophoralesの微小内生藻の分類学的研究

で，多くの論文を発表されている RuthNi巴Isen助教授

(図2)です。彼女は標本庫の藻類部門 Curatorとして

標本の維持管理にもあたっておられます。

ニールセン助教授はBotanicalMuseumに所属します

が，渓類と菌類の標本庫がBot削 calInstituteの最上|暗

にあるため，その研究室 ・実験室は BotanicalInstitute 

内にあります。筆者は，1987年に報告した室蘭産内生

緑藻アワミドリ BJastophysarhizopusの論文に対しての

~t ;毎

スカグラ フク湾映

-
100 k. 

図 l 地図

才スロ

れ/j})
、ウ ン f 

A"Zーデン

パルト海

ポーランド

別刷請求の手紙を彼女からいただいて以来，長年交流

関係が続いています。1994年夏に筆者がデンマークを

短期間訪問して初めてお会いし，そして 1996年文部省

在外研究で 5ヶ月間の長期間にわたりいろいろお世話

になりました。滞在中は標本室の一角の机が与えら

れ，筆者にと ってずっ と興味を持っていながら日本に

おける報告が少ないため得にくかった，内生緑藻に関

する知識をかなり得ることができました。

研究所の全メンバーがお互いをファーストネームで

呼び合うアッ トホームな (学生が教授の先生に対しで

もです)，かつ歴史と伝統を感じさせる築後100年以上

の重厚な建物の中で行われる最先端の藻類研究という

アカデミックな雰囲気の中で， 筆者は大学院生に戻っ

たかのように 5ヶ月 間さま ざまなことをニールセン助

教授に学ぶことができました。

コペンハーゲン大学は， 1479年創設の500年以上の

歴史を持つ大学ですが，コペンハーゲン市内にメイン

キャンパスはなく，市内各所に各学部や多数の研究施

設が散在しています。

Botanical Museum (図 3)とBotanicalInstitut巴(図4)

は，市内中心部に位置する 10haもの広大な緑豊かな

Botanical Garden (図5)の敷地内にあります。Botanic剖

Gard巴nの創設は 1600年で，こちらも約400年の歴史が

あり，ヨーロッパの学術分野での伝統の重みを感じさ

せます。1874年完成の巨大温室 (図 6)は，売庖で売

図2. ~量一面の藻類カルチャーコレクションとニールセ

ン助教授
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図 BotanicalMuseum 

られる Tシャツにもプリントされている Botanical

Gardenの代名詞的存在の見事なものでした。

Botanical Instituteは， 1993年にコペンハーゲン大学

の植物学関連研究施設が再編され設立されたもので

す。コペンハーゲン大学理学部の重要な研究施設であ

り，Botanical Museum，Botanical Gardenと合わせて専任

研究者約 50名，技官事務官約 50名，その他大学院生

計約 100名が植物，植物生態，菌類および藻類の 3部

門に属する一大総合植物学研究機関です。

藻類部門には 1993~ 1996年PhycologiaのEditor-in-

Chiefも歴任された のjvindMoestrupをはじめ， Poul 

Moller Ped巴rs巴n，Aasa Kristians巴n，Jorg巴nKristians巴n，

Niels Daugbjerg， Helle Nielsen H巴1geA. Thomsen (敬称

略)などの海産大型藻類，微細藻，淡水藻などの藻類

研究専任スタッフがおり，多くの技官スタッフや学生

と最先端の藻類研究に励んでおられました。

筆者は初めて訪問した時までコペンハーゲン大学に

これほど藻類研究者がいるとは知りませんでした。そ

して著名な藻類分類学者Bo rgesen， Rosenving巴がいず、

れもデンマークの藻類学者であることもその時初めて

知りました。

図4.Botanicallnstitute (植物園側からのぞむ)

図5.Botanical Garden (Botanicallnstitute最上階からみた眺望)

デンマークは海外領グリーンランドを除くと，国土

面積約4.3万km2と北海道の約半分程度，全人口も 520

万人と北海道とほぼ同様です。スウェ ーデンやノル

ウェーなど他の北欧諸国と比べてもかなり小さな国で

すが，藻類研究分野では十分世界を リードしている国

であるといえます。

日本は，古来より海藻を食用とするなど藻類が身近

な存在で世界でも藻類研究が特に戚んだと思われます

が，日本でもこのようにー研究機関に数多くの幅広い

分野の藻類専任研究者がそろっている所はたぶんない

のではと思います。筑波大学の井上勲先生からは，コ

ペンハーゲン大学について 『ヨーロッパーの藻類屋の

巣窟jという表現を聞いたことがあります。まさにそ

の表現がぴったりあてはまる欧州随一の藻類研究の拠

点です。

Botanical Insituteの広い藻類恒温培養室は，数多く

のカルチャーコレクションが，高い天井近くまで壁一

面に架けられ，対面の壁からの照明で維持されており

壮観でした(図2)。天井近くの培養株を必要なときは

写真のように脚立で上らねばなりませんが。

1994年初訪問の時は，r Algae -A taxonomic su円 eyJ 
(Aio Print Ltd.， Od巴nse1994)という大著を著された故

Tyge Christensen教授がご健在で，毎日研究所にいらし

ており，筆者も毎日恒例の午後3時のティータイムに

談話室でお話 しすることができました。

この3時のティータイムは， 三々五々職員が休憩と

して談話室に集まってきて自由に誇り ，また三々五々

仕事に戻るというものでこの研究所の伝統のようで

す。たまに甘いダニッシュ・ペス トリーも出ていまし

た。優雅なゆったりとした雰閤気を感じさせてくれま

した。残念ながらデンマーク語がわからない筆者に

は，会話の多くには参加する事ができませんでした

が。

以上3つのコペンハーゲ、ン大学の組物学研究施設に



図6. BOlanical Gardenが誇る大温室

ついては，インターネットの各ホームページでその詳

細を知ることができますので，お知らせしておきま

す。

Botanicallnstitut巴 http://www.bot.ku.dk/

Botanical Museum 

http://www.na出imus.ku.dk/bot/botmus.htm

Botanical Garden http://www.botanic-garden.ku.dk/ 

次に滞在中ユトランド半島北部の町フレゼリクスハ

ウン(図 l参照)にある臨海実験所で毎年7月行われ

る学生実習に同行参加した時のことを紹介します。

フレゼリク スハウン臨海実験所(図7)はコペンハー

ゲン大学のあるシェラン島から直通特急列車インター

シティで7時間以上 (現在では島と半島を結ぶ橋と海

底トンネルが開通しましたが， 3年前はまだ列車ごと

船に乗る連絡船でした)かかるところにあります。コ

ペンハーゲン周辺域のバルト海入り口沿岸は塩分が低

< ，アオノ リ類や Fucus類などわずかな海藻しか生育

していません。そこで外海 (ス カゲラック海 111氏)に面

するユトランド半島先端のフレゼリクスハウンに臨海

図 7. フレゼリクスハフン臨海笑験所植物学研究都Il
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実験所が建てられています。

フレゼリクスハウンはオスロからの国際フェリーも

到着する港町で，周辺海岸やすぐ沖にあるヒJレスホル

ム島には海藻が豊富に生育しています。

臨海実験所は，特急列車の終着駅フレゼリクスハウ

ン駅から歩いて数分の11可の教会のそばにあり，自の前

に海はありませんが，歩いて数分で臨海実験所の調査

船が係留されている港の桟橋に到着します。賛沢なこ

とに，動物学校と植物学棟が敷地内に向かい合わせに

別々にたてられており (食堂は共同ですが，実験室，宿

舎はそれぞれ別々にあります)，日本の大学とは桁違

いに予鉾がかけられていることをを実感しました。

ただし，常駐の研究スタッフは，コペンハーゲンか

らかなり離れている地理的な不便さから，現在ではい

ません。しかし 10年ほど前まではスタッフが配置さ

れ，助手|時代のニールセン助教授も常駐されていたと

のことです。

研究棟内の壁には，ニールセン幼教授が作成された

大きな海藻標本が額入りで飾られており，美しい北欧

デザインのインテリアとなっています (図的。

Botanical Instituteの藻類部門の教官や Zoological

lnsitut巴の海洋動物が専門の教官たちは毎年2週間交代

で，臨海実験所に滞在し，学生は 1週間ごとに十数人

ずつ数班にわかれ現地集合でやってきます。結果的に

ー夏でかなりの数の学生が海洋生物臨海実習を受ける

ことになります。 1週間のメニューは動物学3日，植

物学3日で，日本のほとんどの大学と違って，必ず両

方の分野を同時に受けるカリキュラムになっていま

す。日本では選択科目であっても両方受講する学生は

少なく，どちらかのみ選択の場合が多いと恩います。

こういった点でも，諸外国の藻類学者は海洋動物にも

詳しいのに対して，日本の渓類学者と海洋動物学者は

図8 笑験所植物学研究練内の海藻標本展示
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うことで，日本における海藻養殖と食用利用のセミ

ナーをしました。その|燦，日本から持参した焼き海苔

や海苔巻き煎餅を学生たちにも試食してもらいまし

た。学生たちは，速いアジアの国日本の海藻食文化に

ついての筆者の講演は興味を持って聞いてくれたもの

の，試食会の評判は残念ながら今一つでした。アイル

ランドなど一部ヨーロッパ地域で、は古くから海藻食が

あり，近年アメリカなどでは広まりつつあるものの，

やはり東アジア主体の海藻食文化と北欧の食文化の遠

いの壁は大きかったようです。

図9. 7レゼリクスハウン港防波堤での海首長実習風景 実習を通じて感じたことは，学生たちが非常に熱心

であるということです。真剣に先生の話を 聞き，

お互いの研究対象生物を，あまり知らないことが多い フィールドで一生懸命採集し，標本作製や観察同定作

ことの背景:になるようです。 業なども主体的に行い，なんとか自力で文献を当たっ

議類パートの初日は，船での早朝ドレッジ採集で， て種名を知ろうという意欲ある学生たちばかりでし

朝9時半には実験所に戻り，学生は終日同定観察作業 た。片っ端から先生に名前を聞いた筆者自らの学生時

でした。学生たちは夕食後も熱心に遅くまでやってお 代の海藻実習や，教える側に立ってからの学生実習と

り，ニールセン助教授も夜中近くまで学生の顕微鏡観 比べて，学部学生でありながら日本の修士はおろか博

察につきあっていました。特に微小なイギス自の紅藻 士課程学生ほどの落ち着きと意欲をも って彼らは藻類

が多く，英語文献を頼りに納得するまで観察している に向かっていたようです。それだけ日本の大学は大衆

学生たちの姿が印象的でした。2日目は実験所から歩 化してしま っており，デンマークのように本当にその

いて行ける港内防波堤(区19)で午前中採集。戻って 分野の学問を究めたい高校生だけが進学する固とは，

昼食後初日同様に同定観察作業でした。3日目はお弁 同じ大学生でも大人と子供ほどの差があるようにも思

当を持ってすぐ沖合いにある小鳥ヒルスホルム烏に波 えました。

り，そこで午後まで採集です。筆者はここで初めて大

型褐藻 Ascophyllumnodosumの生育をみることができ 以上，欧州の伝統ある大学での藻類研究と学生実習

ました。夕方実験所に戻り，夕食後遅くまで顕微鏡観 の一端をご紹介しましたが，デンマークなど北欧諸国

察，向定，標本作製でした。 から見れば日本は極東の東のはての国であり ，また日

4日目から6日目は同じグループの学生に対して，今 本からみて北欧諸国とは，米英仏独などの国々と比べ

度は動物学の教官が3日間笑習指導をし，最初 3日間 ればまだまだ藻類研究者同士の交流が少ないように思

動物パートの実習を受けた学生が今度は藻類パートを います。

受けます。 交通やインターネッ トが発達した現在，国際学会や

ニールセン助教授以外にも複数の藻類の教官が交代 メールのやりとりその他を通じて，より多くの日本と

で担当しますが， 2週間の実験所滞在の聞に4巨l同じこ 北欧の藻類研究者同士の人的交流が進んでほしいと思

とを繰り返すわけです。その問手伝いの大学院生は l います。

名がつくだけでした。それだけ参加する学生が自主的 (注:写真は1994年筆者の初訪問時撤彩のものも

に熱心に実習にとりくみ，手聞がかからないというの あります。)

が大きいのではと思います。

2日目の夕食後，筆者は外国人研究者特別参加とい (〒852-8521長崎市文教町 1-14長崎大学環境科学部)
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菊地則雄 :海の近くの自然誌博物館

一千葉県立中央博物館分館

， .海の博物館の考え方

千葉県立中央博物館は，平成元年2月にオープンし

た。つまり，平成 11年は創立 10周年にあたる。その

節目の今年， 3月12日に中央博物館の分館である「海

の博物館」が，房総半島南部太平洋岸の千葉県勝浦市

に開宣gした。

分館海の博物館の建設構想、は中央博物館の建設構想、

と同時に進められたもので，その目的は，人々が豊か

な自然環境の中で海の自然に直接触れあえる坊を作る

とともに，中央博物館の野外における機能を補完する

場となることにある。

海の自然に直接触れあえる博物館とはどのような博

物館であろうか。様々な考え方があると思うが，私た

ちは，r展示室の役割は， 1海の自然についての知識を得

るとともに，海に出るきっかけを得る場であり，海そ

のものも展示の一部であるjこと，そして， r海におけ

る活動を数多く主催し，実際の海の自然、そのものを体

験してもらうことができる博物館とすることJと考

え，分館海の博物館の設置準備にあたってきた。

海の博物館の場合一

なっており ，実際に海に出るきっかけとなるように作

られている。展示は，ところどころ交換可能なシステ

ムになっており ，季節や最新の情報に応じて新しい話

題に交換することにしている。

常設展示の他に企画展「マ リンサイエンスギャラ

リー」を年 l回開催する。平成 11年度は 11月2日~

12月 12日にかけて「貝遠の巧みな生活一房総半島の

貝の世界一」を開催する予定である。

3.資料収集，調査研究活動

資料収集と，資料が中心の調査研究活動は博物館本

来の機能である。分館海の博物館はそのために必要な

様々な施設を備えている。

収蔵庫としては，乾燥収蔵庫，液浸収蔵庫の他に，

体長2mまでの大型魚類等をそのまま液浸標本として

保存できる大きな収蔵プールを備えた大型標本収蔵庫

がある (図 1)。これは国内の博物館では他に類を見な

い特筆すべき施設であろう 。また，展示や教育普及活

動に直接活用できる画像や映像を編集する機器を備え

た映像情報室や，それらの資料を保管する映像資料保

2.教育普友，展示活動 管庫も有している。

それらの考え方を実践すべく ，分館海の博物館では また，博物館としては珍しく，大型室内飼育水槽や

教育普及活動のうち，特に野外における活動をメイン 小型のガラス水槽などを備えた海水飼育設備を有し，

に行っている。例えば，海の自然とりわけ海洋生物に 魚や無脊椎動物の飼育を行っている。もちろん水族館

関する数多くの観察会を開催したり，展示室を見て実

際の海も見てみたいな と考えた人がその場で参加でき

る当日申込制の短時間の観察会 「フィールドト リッ

プ」を開催したりしている。平成 11年度は，観察会は

土・日曜日を中心に年間 15回，フィールドト リップは

平日に年間 33回行う予定である。

展示室は，博物館の最も一般来館者の利用頻度が高

い部分として， 小規模ながらも中身の充実した仕上が

りとなっている。展示室は「房総の海j，rさま ざまな

海の姿j，r博物館をとりまく自然j，r海と遊ぼうjの

4つのコーナーからなり， 房総の海の自然について，

博物館周辺を中心に紹介している。最後の「海と遊ぼ

う」のコーナーでは，魚の皮膚に触れてみたり，生物

が発する音を聴いてみたり，といった体験型の展示と 図 l大型標本収蔵庫(写真小平忠生氏)。
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から比べるときわめて小規模ではあるが，ここで飼育

される動物は，研究用だけでなく ，展示用にも用いら

れる。

その他，海洋生物を研究するのに必要な施設が一通

り備えられており ，臨海実験所としての機能も果たし

ている。具体的な調査研究活動に関しては，予算等の

制約もあり，思うような計画が立てられないのが現状

である。現在は，各研究員が自分の専門的な研究を進

めるとともに， }勝浦周辺の海洋生物相やその生態など

について調査を開始している状況である。

4.組織

スタッフは分館長と，研究員 9名，事務職員 3名， 図3.1勝浦のカジメ海中林」ジオラマ内の海藻。チャシオグサ，

展示室や野外で来館者の体験学習の指導にあたるl属託 イチメガサ，カニノテなどが見られる(写真小平忠生氏)。

職員 2名の総勢 15名からなる。研究員の専門分野は，

魚類が分館長を含めて 4名，無脊椎動物が5名，藻類 約80穫の藻類が展示されている。一般の人にとって，

が 1名となっている。研究員は，それぞれの専門を活 海洋生物の中で 「海藻」はやはりマイナーなようであ

かして資料収集，調査研究を行うとともに，観察会や る。原稿を書いている時点で，分館海の博物館が開館

講座の講師を務めたり ，企画展や展示交換の業務を担 して 1ヶ月弱であるが，展示室を見回っていると海藻

当したりする。 の人気は今ひとつである。勝浦はカジメ海I:t林が発達

海の博物館は中央博物館の分館であるので，事業は している地であり ，海中林のジオラマ(結構良くでき

基本的に中央博物館本館と協力して推進するが，現在 ていると自負している)を作った(図2，3)が，多く

は，調査研究活動等は別個に行われている。資料の登 の人はカジメをワカメと間違えており，説明しないと

録は完全に別に行われており ，登録のための略号等は わからない状況である。

近日中に整備する予定にしている。分館海の博物館独

自で，資料の交換等も積極的に行っていきたいと考え とは言え，カジメ海中林はインパクトはあるよう

ているので，ご協力をお願いしたい。 で，驚きの声を上げる人も多い。また，分館海の博物

館設置準備委員会委員長をしていただいた筑波大の検

5.さて司藻類関係は 演康継先生の方式を取り入れた海藻おしばのパイン

「博物館と藻類jのコーナーである o 最後に藻類の ダーは結構好評で，rきれいjという声が多い。さらに，

ことについて書いておく 。 岩にピンクのペンキを塗っただけのような部分が実は

展示室には現在，標本，模型，写真などを合わせて， 無節サンゴモという海藻なのですよ，という展示を

作ったら，博物館前の磯で「このピンクのも海藻なん

だって書いてあったよ。」と子供に自慢げに話してい

るお父さんを見かけた。少ないながらも藻類に興味を

持ってくれる人が出てきてくれれば良いと考えてい

る。あといくつか藻類ネタの展示を考えであるが，こ

れからも努力していきたいところである。

教育普及活動と しては， 藻類関係の観察会を年 2

回，講座を年 2回予定している。また，フィールドト

リップの担当が年 5固と なっている。観察会，講座は，

l回を分類学的な，と いうとかたくるしいが，勝浦に

はどんな海藻があるのか，どんな生活をしているの

か，種類を見分けるのはどうやってやるのか，という

図2.I勝浦のカジメ海中林」ジオラマ(写真小平忠生氏)。 内容と，もう l回は，海藻の利用について，つまり，食



医14フィールドトリップ第I凹「磯の生きもの 1Jの様子。平

成 11年4月2日，海の博物館前のl設。

用などとして利用される海藻の観察と，その利用方法

などについて紹介する，という内容にしようと考えて

いる。4月2日に 10名の参加者を待て，フィールドト

リップの第 1回目を行ったが(図4)，参加者の反応は

好評であり ，特に小さな子供さ んに楽しんでいただけ

たようだった。その他の行事は，原稿を住いている段

階ではまだ‘行っていないので参加者ーの反応等は不明だ

が巣類の魅力を知っていただける行事を心がけた

U 、。

調査研究施設としては，培養施設(恒iJ日品など)や

顕微鏡類など，必要な設備は揃えられた。予$:):の1!JIJ約

は厳しい限りだが，後は内容次第である。これも努力

するしかない。現在のところ，勝浦周辺の海藻相を調

査するとともに，数年後に計画している企画展「海の

絶滅危倶生物 (仮題)Jのひとつにあたる紅諜アサクサ

ノリの生育調査や原始紅藻数種の分類学的な研究を進
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めていると ころである。

収蔵施設も ì~類専用とはいかないが，乾燥収蔵庫内

に十分なスペースがあり ，房総を中心とした収集を

行っている。ローカルな博物館ではあるが，海の近く

にある利点を活かして，まずは，博物館周辺の海藻の

季節的な消長がわかるような，定期的かっ長期的な収

集活動を行っていく予定である。

分館海の博物館周辺の海藻相はまだ十分に調べられ

ていないものの，200種以上の大型藻の生育が確認さ

れている。残念ながら宿泊施設を欠くが，採集その他

で， 多くの諜~i研究者に分館海の博物館をご利用いた

だければと思う 。

(千葉県立中央博物館分館海の博物館)

[千葉県立中央博物館分館海の博物館]

所在地 :〒 299-5242千葉県勝浦市吉尾 123番地

TEL: 0470-76-1133， FAX: 0470-76-1821 

インターネ ットホームページ:r千葉の県立博物館」

http://www.chiba-muse.or.jp 

交通 :JR外房線il'l，}1京駅から徒歩 15分，勝浦駅から小湊

鉄道パス興津経由「松野j行き「吉尾入口J下車

徒歩 12分， Il持浦!釈から小湊鉄道パス「海中公園セ

ンター」行き終点下車徒歩 l分(土・日曜日 祝

日のみ)

開館時間:9:00 -16:30 

休館日:毎週月H謹日(ただし月H翌日が休日にあたる場

合は翌日)・年末年始 (12月26日-1月4日).そ

の他の臨時休館臼

入館料 :無料 (ただし駐車場は有料普通車2時間ま

で200円)。
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寺脇利信 1・新井章吾 2: 1.富山県

氷見市宇波地先

はじめに

海草-藻類の生態学的な研究を進展させる上では，

ある特定の地先海底での詳細な調査 ・実験結果を積み

上げる一方で，より多数の地先海底での全体像を把握

するための観察とを ，バランス良く組み合わせること

が極めて有益である。 加えて，作業の安全確保の面か

ら， 一回または一日あたりの調査時間が限定される

SCUBA潜水の際，より短時間で地先海底の全体像を掴

むことは，研究地点の選定の効率化と取得されるデー

タの質の向上とに，大きく寄与する。ただし，これらの

サイ ト・ハンテイング段階の情報や技術は，研究論文

や報告としてまと まりにくいことから，熟練した先逮

と新たな参入者とが現地を共有する以外には，伝達す

ることや習得する ことが，なかなか困難で、あった。

本シリーズは，海草 -藻類に関する生態調査や現地

での実験生態学的な試みについての筆者らの経験を，

文献として表現し，でき得る限り読者に伝達し，利用い

o 200km 
」ー'--'

図 l 富山県氷見市字波地先の概略位置

ただければ幸いと考えて企画した。これまでに，筆者

らが潜水観察する機会を得た地先海底の中から，水深，

海底地形さらに底質の特徴を基盤に，渓場をつくる主

要な海草・藻類の垂直分布や群落構造などの概況につ

いて，景観模式図と してまとめ，今後，なるべく多数，

連載したい。

本シ リーズで用いた方法は，基本的には一回または

数回にわたる水中での観察と計測で共通しているが，

詳細には現地の状況と用いられる労力に応じて地先ご

とに異なっている。また，本シリ ーズの景観模式図に

は，空中から森を見渡したような鳥隊図的に描写され

た場合，樹冠投影図的に描写された場合，さらに，群落

の高さの回線から限られた範囲を垂直断面図的に描写

された場合などがある。海草 ・藻類は植物性の底生生

物として，海底面の占有をめぐって，底生動物との間で

厳しい競合関係にもある。そこで，海底面を占有する

主要な生物がウニ類等の底生動物などの場合には ，そ

o 20km 
Lーー」

日本海
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ぜノコギリモク (Sa伊抑制的仇)

もツルアラメ (Ec.伽 iasto坤 'ra)

水深7m時

図2 富山県氷見市字波地先の水深7-9mにおける藻場の景観模式図

れらの主要な種類も含めて描写した。

読者の中に，地先によっては，筆者らよりも詳しい

方がある場合も，逆に，普段に出入りしていても初めて

認識するような景観の場合もあろう。これらの模式図

が，海草・藻類の生態学的な研究の基礎として，また，

急変しつつある日本沿岸の海底の現時点での景観資料

としても，多面的に役立つ情報となることを期待して

いる。なお，本シリーズでは，データの質などを考慮し

てなるべく考察を控え，毎回数編の関係深い文献を引

用し，次回以降には新たな文献のみを示すこととする。

筆者らは，本連載用の模式図を用意し始めた1980年

代後半以降の沿岸環境の変化により，既に景観標本と

化した地先の無いことを願っている。本シリーズの連

載を続ける中で，より多くの方からのご批判や，より新

しい情報などについて，連絡いただければ，この上なく

幸いである。なお，本シリーズの全ての景観模式図を

描写して下さった新井朱美氏に対し，ここに記して深

衡の意を表する。

1.富山県氷見市字波地先

現地の概要と方法

能畳半島の東岸に位置し，富山湾に面した富山県氷

見市字波地先(図 1)の水深7-9mの海底は，大小の岩

が点在する砂泥底である。この海域は，能登半島に

よって冬季の北あるいは北西の季節風で生じる波ゃう

ねりから遮蔽されているため，他の日本海沿岸の地先

よりも冬季の波当たりが小さい(筒井・新井 1996)。

1989年6月27日に， SCUBA潜水により，海底の砂面か

らの高さ 0.1-1.6m(今後，比高0.1-1.6mと記する)

で，植生を観察した(図2)。代表的な植生の場所で一

辺0.5mの枠取り採集し，主要な大型褐藻の最大謀長，

個体数(便宜的に，ホンダワラ類では種別の茎数，ツル

アラメでは成体数と飼旬根の先端から直立する幼体数:)，

湿重量を測定した。

比高O.1m:アラメ・カジメ類で多年生のツルアラ

メEckloniastolonifera Ok細目aが，最大藻長0.5m，56 

個体{成体24，幼体32)/m2で優占していた。ホンダワラ

類では，一年生とされるものの付着器縁辺部での新芽

の形成が気に掛かるホンダワラ Sal宮'assumfulvellum 

(Turner) C. Ag紅ぬ，多年生のヤツマタモク S.patensC.

Agar曲などが，最大藻長0.2m， 20個体1m2で混生して

いた。ツルアラメとホンダワラ類の合計の現存量は



2kg.f.w./m2と小さかった。

比高0.2m:ツルアラメが，最大藻長0.5m， 436個

体(成体72，幼体364)/m2で，ほぼ純群落を形成してい

た。ホンダワラ類では，ホンダワラが，最大藻長0.1m， 

8個体1m2で，わずかに混生するのみであった。圧倒的

に優占するツルアラメとわずかに混生するホンダワラ

の合計の現存量は 4kg.f.w./m2であった。

比高0.6m:ツルアラメが，最大藻長0.6m，56個体

(成体36，幼体20)/m2で，多年生のノコギリモク s.
macrocarpum C. Agardh主体のホンダワラ類が，最大藻

長0.5m，40個体1m2と，ほほ同量が生育していた。ツル

アラメとホンダワラ類の合計の現存量は3kg.f.w./m2で

あった。

比高0.9m:多年生ホンダワラ類のノコギリモクが，

最大藻長2.8m， 68個体1m2と優占していた。ツルアラ

メが，最大藻長0.4m， 68個体〈成体12，幼体56)/m2で混

生していた。この比高付近から，藻場をつくる大型褐

藻の優占種がツルアラメからホンダワラ類へ逆転し

た。大部分を占めるホンダワラ類とわずかに混生する

ツルアラメの合計の現存量は 5kg.f.w./m2であった。

比高 1.6m:多年生ホンダワラ類のノコギリモクが

ほぼ純群落を形成し，最大藻長3.5m，44個体1m2であっ

た。ツルアラメは，成体4個体1m2がわずかに混生する
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に比べて数倍に大きかった。ツルアラメの成体の藻長

は比高の変化にかかわらず0.5m程度で類似した。

注目点:波と流れで生じる砂面変動による着生基質

への物理的撹乱の強度が大きい砂面からの比高が低い

条件でツルアラメが優占し，ノコギリモクがより比高

の高い物理的に安定な条件で優占する。同様の群落構

造が，宇波地点の北方12kmの，石川県七尾市庵地先に

おいても観察されている(綿貫ら 1987)。一方，太平洋

岸中部の砂泥底に接する岩では，比高の高い場所でカ

ジメEωvaKjellmanが優占し，より比高の低い場所に

ノコギリモクが生育する(今野 1985)。このように，能

登半島東岸と太平洋岸中部では，砂面との境界域にあ

る岩面でのノコギリモクとアラメ・カジメ類の関係が

逆転しているので，この現象を解明するための詳細な

研究が待たれる。

謝辞

潜水観察に協力いただい富山県氷見市字波漁業協問

組合と，当日の現地への誘導を含め多くのご教示いた

だいた富山県水産試験場の藤田大介博士に感謝する。

本模式図の公表に際し便宜を図って下さった(財)電

力中央研究所にお礼を申し上げる。

状態であったが，最大藻長ではO.4mと，他の比高の岩 文献

と同様であった。ノコギリモクとツルアラメの合計の 今野敏徳 1985 ガラモ場・カジメ場の植生構造.海

現存量は 12kg.f.w./m2に達した。 洋科学，17(1)， 57・65.

まとめ:比高0.1mではツルアラメにホンダワラな 筒井功・新井章吾 1996. 秋に成熟するフシスジモ

どが混生した。比高0.2mではツルアラメがほぼ純群 クの生育状況.のと海洋ふれあいセンター研報， 2，

落を形成した。比高0.6mではツルアラメに多年生ホ 71-75. 

ンダワラ類のノコギリモクなどが混生した。比高0.9m 綿貫 啓・山本秀一・新井章吾 1987. ツルアラメ幼

では，優占種が，ツルアラメから，藻長2~3m に伸長 体の入植に及ぼす基質表面形状の影響.水産増殖，

したノコギリモクに逆転した。ツルアラメとホンダワ 35，69-75. 

ラ類の合計の現存量は，比高0.2mから0.9mまでは，類 (1干 739句0452広島県佐伯郡大野町丸石2-17-5瀬戸内

似した。比高1.6mでは，藻長3m以上に達するノコギ 海区水産研究所干811-0114福岡県粕屋郡新宮町

リモクのほぼ純群落となり，現存量も他の比高の岩面 湊坂3・9-4(株)海藻研究所)
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を振り返って(山形)

藻類 Jpn.J. Phycol. (Sorui) 47:151-152， July 10， 1999 

日本藻類学会第 23回大会慶明:原

は頭の中でほぼ確定していました。大会の全体構想 :

初日の午前中に一般市民を主対象とする公開講演会

「山形県が生んだ2人の偉大な藻類学者Jを千原光雄，

安部守両先生に，大会2日目に特別シンポジウム「花

の遺伝子から見た藻類の世界， ~菜類の世界から見た原

生生物の世界jを長谷部光泰，中山剛両氏に依頼する

こと等，も概ねその時点でできあがっていました。

大会前日の編集委員会および評議員会を開催するに

当たり， 天候の急変が我々の出鼻を挫きました。前日

までの好天が続くことを信じ，予約していた会場の臨

時暖房(ガスストープを借り受ける計画)を断り，そ

の予算を全て懇親会につぎ込むことにしました。両委

員会にご参加の先生方には雪混じりの底冷えのする室

内で長時間の会議を余儀なくさせてしまいました。翌

日の午後の講演の演者はじめ参加の会員諸氏にも寒く

つらい思いをさせてしまいました。お詫び申し上げま

す。

山形大学理学部の共催を受け，会場も昨年4月にで

きたばかりの先端科学笑験棟大講義室を提供していた

だき，公開講演会を挙行いたしました。これまでの議
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~ムS 汗三歩 調肝 円 R

i基調111義昭
繭
屈
阻
醗
臨
臨
醐
邸
機
岡
翠

一明
言
町
七
百一}

l

i

l

-
-
箇
の
火
舎
の
A
'
E
R
を陸
句。

堕
輝
く
業
漬
之
ス
ポ
ッ
ト

諸問川町立

国

一

、
、

y

一
て
-
二

4
E
J
A
-
-

'
;

享

患

い
た
.
と
い
き
皇

制
一

卯
年
前
、
米
国
で
心
血
注
ぐ

一
諮
諮
問

↑
、
一
山
形
喜
豊
富
宇
宙
E

鴨署
宮
246パ
豆
電
守
れ
る
口
章
宏
、
A
JV

・29
一
山
内
の
-置
紹
介

毒
明

王

一会
概
要
民
会、

0
2
平
品

心

一

会

の

席

上

、

宮

古

里

高

望

書

官

i
H
a
E宙
岨
四
十
八
写
一
高
苦
と
い
う
慮
王
凶
の

τ
S
OAF
6
.

ー

一

阜

の

Z
S主
君
臨
E
Zれ
る
・
盟

誌

に

軍

し
‘
シ
ヨ
一
塁

宇

き

と

E
q
q
一

1
1
1
1
1
l

坦

火
写
真

f
s
z
g話
再
号

3
2
5号

、
日

一い

M
Z
R持
品

一

引以

一

意

書

5
2
2ま
割

高

に

、

型

車

E
t
一副
都
品
元
町一

?"
の
歯

量

い

高

戸

長

Z
Eれ
『

一

シ

カ

ゴ

大

に

号

、
車

E

手
、教隼
に
立
つ
智
令
研
究
に
波

書

量

討
する
の
M
g
率
一
語
、

E
・
器
量
?
、

一ほ

E
a警
高
〈
務
軍

i

》一

ak~、
回
和
二
ご
ろ
玉

の
縄
am.字国"
の
2
・
宝宇
異
臭
一釘
絢学、

a
m笠
m
-主
叡
究
一

q
w
'
m八
=
九
九
岳
写
、

EiaV
』
と
・
し
か
匂

こ
の
時

江
陣
初
館
長
の
皐
吉
宗
光
島
氏
.
一
し
た
、
一
栄
砲
で
出
た
コ
一士
徳
白
鳥
を
代
一の
朱
卿
糟
官
。
の
買
綱
に
つ
い

日
広
旗
開M，
会
の
会
員
同
約
七
一
そ
の
一
防
ば
宛
袋
し
晶

rd究極庸一
裂
す
る
繍
鋼
寧
主

の
一
人
に
一
τMM惚
と
ん
と
本
酬
と
伝
っ
て

曹
人
司
金
面
大
会
話
固
で
王

Eg--グ
サ
震
の
語
一
理
H
た
平

E
Mそ
の

R
一い
る
・
歯
車
回

目

伺

-一士
三
岡
H
.
犬
舎
百
U
E
E
a
E
面
調
ム
チ
S

の
佳
品

1
1Il
l
i
-
-

m
配偶
す忌
w.

一Mm史」
M地
、
九
十
年
た
ヲ
た
い

山
内
g
am-湖
恰
九
二
八
一
ま
で
iu
R仰の
慣
傾
写
の
a
u

じ

5
旬
、
田
昌
記
隼
旗
れ
弓
一
'
に
山
内
の
廻
領
と
し
ず
晶
介

ニ
舗
で
鶴
凶
の
大
局
町
己
あ
る
一さ
汎
て
い
奇
爽
事
長
脅
さ

八
幡
何
枚
也
市
到
の
山
内
家
に
畏
一
例
円
台
続
四
車
内
野
凶
旬
、
関
内
よ
り

亨
に
人
ヲ
た
1

陶
制
緩
内
取
手
一

i
l
i
a
i
t
t

由
旬
鵠
糊
商

S
か
A
9
則
一
揖
伺

z
m
mば
よ
る
ん
、

府
高
窃

M
Re附

U
A
a貝
原
検

w一
水
取
の
F
m
暗
夜
M
m剛、
実

化
、
司
馬
官
馬
要

R
・E
・
-az--四

M
R6旨
じ
主
臥
叙
mm
R
eω
m

'LVE

H汁
リ
ト

r
f
i
一む
む
の
の
幽
昭郎
ー
と
し
て
い
る
.

ーι
:
e
q
ι

・4ιr
I
一樽
溜
と
Mm水
貨
の
wbw"が
あ

F
I
=
卸
値
慨
に
紫
司

mv，aH
ヨ
一
る
，
コ
ン
ブ
、
ヲ
カ
〆
・
ア
ム
宮

大
学
に
倒
傘
、
主
と
し
て
積
額
一
ザ
は
と
b
綱
割
に
入
る
.

1999年3月19日付の山形新聞に

掲載された公開講演会の記事。

1999年3月28，29， 30日の3日間，山形大学小白

川キャンパスにおいて， tj!fi記の大会を開催しました。

2年前に学会事務局から「この大会をJとの問い合わ

せに，山形大学で引き受けられるかどうか危倶いたし

ました。大会会長をおたのみする高橋永治先生と相談

の結果，とにかく お引き受けすることにし，その旨回

答いたしました。ところが，下回大会に参加して， 会

場の豪華さ と行き届いた大会運営を目にして，再び満

足いただける大会ができるか危慎しました。折りも折

り，たよ りにしていた山形大学関係の学会員である日

野修次氏が山形大会当日に他の学会からシンポジウム

の招待講演を受け，大会期間中は留守になるとのこ

と，さらには日本植物生理学会が仙台で同時期に開催

されるため，大会常連の片岡博尚氏の不参加 (総会議

長をお願いするつもりでした)を覚悟しなければなら

いことなど，はじめから苦慮の連続でした。

下回大会の懇親会で，大会会長の横浜先生および庶

務の青木優和氏から下回大会の備品や名簿等の譲り受

けができること ，池原宏二氏と斉藤宗勝氏から開催に

全面的に協力 したいとの1*1し出があり ，勇気づけられ

るとともに開催に向けての展望が開けました。これを

きっかけに，その後は好転が続きました。大学の同僚

の菱沼佑氏を学会員に誘い，山形県テクノポリス財団

研究員として就職した横山亜紀子氏とともに庶務，会

計関係のとり まとめを全面的に担当していただき，さ

らに大学生協や厚生会から宿泊や懇親会，芋煮会など

をトータルで引き受けても良いとの申し出があり ，ょ

うやく開催準備の 目処が立ちま した。

参加者200名，講演題数80を目安とし，大会企画を

極力抑え，できるだけシンプルな運営を心がけて実施

に踏み切りました。また， 東京から新幹線で3時間弱

とはいえ，交通の使が必ずしも良いわけではないの

で，日程には熟慮しました。その結果，これまでのよ

うに 2日間2会場 (展示発表含む)から，同じ2泊し

ていただく なら3日間2会場 (会場設営に入手を割け

ないこと，および大きな学会では口頭発表の機会が減

少している ことから全て口頭発表にした)とした方が

良いと判断しました。従って，初日は午後から講演を

開始し，最終日は午前中に講演を終了することにしま

した。会期は大学の行事と会場設営の日殺を考慮すれ

ば自動的に決まりますので， 実際には下回大会の時に
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演会の反省、として，いつも講演|時間の不足が指摘され 企画が輩富に揃いました。海藻展には山形県水産試験

ているので，この講演会で、は余裕を持ったl時間配分を 場の井岡氏はじめ多くの方々から物心両聞の援助をい

したつもりです。両先生にはすばらしい前泌をしてい ただきました。千原先生，鯵坂氏ほか多くの方々より

ただき，企闘者としてこの紙面を使って御礼申し上げ 山形県の海i*標本の展示には，貴重なご教示，ご也、見

る次第です。講演会の内容は翌日の地元の新聞にも掲 をいただくことができ ，当事者の院生，学生には思い

載され(図参照)，反響の大きさを伺い知ることができ もかけない資沢な勉強とお教えを受ける機会をうるこ

ました。 とができました。この他にも，藻類関係の書籍の見本

一般講演の題数と参加者は日本植物生理rr学会と会期 と案内容 (申込昔付き)および山形県の名所案内パン

が重なったこともあって，例年よりも少なく，予定の フレ ットの展示を実施しました。内田老鶴岡，裳華房，

80題と 200名を僅かに割り込みましたが，最ー終日の午 東海大学出版会の諸社と 山形県コ ンペンションピュー

後を使うことなくプログラム編成ができたことは幸い ローにご協力いただきました。記して御礼申 し上げま

でした。当日はスライドプロジェクターのl次郎ーなど す。

で，若干のl時間の遅延がありましたが，大過1!!fi<遂行 講演の日程を変更 したことで，大会初日のIぬに季節

できました。これも講演，参加lされた皆械のご協力の はずれ(実際は 9月から)ではありますが山形名物の

J!易と感謝申し上げます。2日目午後の特別シンポジウ 芋煮会で参加の皆械を歓迎することができました。郁

ムではi楽類に関係したエポァクメイキングな話題を取 演会場の寒さで冷え切った体は芋煮の美l床さをl床わう

り上げました。長谷部，中山両講演者の明快で熱の 絶好の状態ではないかと山形の我々も再認識いたしま

入った講演はも とよ り)11井 (英文誌)，源口 (和文誌) した。いかがでしたか?日本酒の準備を怠ったことが

両編集長の名進行のおかげで，大変盛り上がったシン 悔やまれました。

ポジウムになったのではないかと自負しております。 懇親会は下l王!大会と比較されないためにも，豪華さ

特に長谷部先生には招待申し上げたにもかかわらず， を追求するよりあくまで も実質的であるよう心がけま

十分おもてなしができませんでした。逆に，先生から した。会場設営と料理11.を担当してくれた山形大学厚生

「藻類学会は若い方の参加が多く，活発でうらやまし 会が我々のな図を十分汲み上げてくれたこと， さらに

いですねJとの感想をいただきました。 筑波大学の藻類学会(第 6@I， 1982年)の懇親会を筑

池原氏の提案で、海藻J畏を開催しました。横浜先生お 波大学の厚生会が担当し，その際に今回の指揮を執っ

よび斉藤宗勝氏からも海藻関係の嘗絡やTシャツなど たマネージャーが応援に行った経緯ーから，今回は筑波

のgoods販売(売上金の一部を学会開催の補助にとの 大学厚生会からの応援をうけ，予想以上の「豪華さJを
申し出がありましたが，幸い資金的には円滑に運営で 演出してくれました。ただ，ここでも銘酒どころ山形

きましたので，補助はご遠慮申し上げました)のご協 にもかかわらず，準備した日本酒が少なく ，配慮不足

力を得ることができ ，加えて片山箭康氏からも海藻 ・ を露呈 してしまいました。会は神谷氏(神戸大)の司

プランク トン絵はがき，ビデオ等の販売また寺脇先生 会のもと終始和気あいあいとした雰図気で進行し， 次

のお口添えもあり ，田中間氏から自著 「ひろしまの海 大会開催の長崎大学を代表して飯間氏の歓迎の言葉と

淡」の販売の申し入れなどを受け，学会に花を添える 長崎での再会を則して， 11幹事閉会することができまし

懇親会でのひと こま。

た。

翌日の講演終了後から蔵王で挙行しましたエクス

カーションも天候に恵まれ， 十分「雪上藻探索 !Jを
楽しまれたと参加者およびガイ ドした院生から報告を

受けております。

最後に，公開講演会の共催をお引き受けくださ った

山形大学理学部および型rr学部長鬼武一夫先生に感謝の

意を表します。

(日本藻類学会第23回大会準備委員長， 干990-8560

山形市小白川IIrJ1-4-12山形大学理学部生物学制)
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罵田 智 :第 8固有用藻類の分類に関する国際研究会に参加して

第 8固有用藻類の分類に関する国|努研究会(8th

International Workshop on Taxonomy of Ecomonic 

Seaweeds)は 1999年4月25日から 5月 l日までの l週

間ヴエトナムのNhaTrang市郊外にあるNhaTrang海洋

研究所で行われた。

4月24日 (土):吉田忠生先生 (北海道大学名誉教

授)，増田道夫先生 (北海道大学)，鯵坂哲朗先生(京

都大学)，)11口栄男先生 (九州大学)，寺田竜太さん(北

海道大学)そして私の6名は関西空港に集まり同じ飛

行機でまずHoChiMinh市へと向かった。空港につい

たときはもう真っ暗であった。社会主義国初めての私

は緊張しながら immjgrationを通過し，荷物を受け取り

外に出た。空港の外は人・人・人。かきわけながら大

丈夫そうなタクシーを捕まえてホテルに向かった。路

はオー トパイ (ほとんど日本製)とシクロでこ、った返

し，タクシーはひっきりなしにクラクションを 11烏ら

す。歩道にはアオザイを身にまとった美しい女性，屋

台では今時の絡好をした若者が楽しげに話をしてい

る。私のイメージとは全く異なり ，ヴェ トナムは活気

にあふれた騒がしい国であった。この日はホテルで

333 (バーパーパーと読む)というピールと生春巻など

のウeェトナム料理を楽しんだ。

4月25日 (日):午前中はぶ らぶらと市内観光をし

たのだが， Ho Chi Minh市はス リが多いと聞かされた

私はびくびくし通しであった。昼食後，空港にむかっ

た。空港では Conven巴rの l.Abbott先生 (Universityof 

Hawaii)やK.McDermid先生 (Universityof Hawaii)，さ

らには B.Sant巴lices先生 (UniversidadCatolica de Chile) 

にもお会いすることができた。野呂忠秀先生(鹿児島

大学)ともこの空港で合流しワークショップの雰囲気

は一気に高まってきた。飛行機は 1時間ほどで Nha

Trang市に到着し， Nha Trang海洋研究所近くの元王室

の別荘だった という BaoDai villas Hot巴lにチェックイ

ンした。この日の夜は今回の Workshop参加者が全員

集合し Rec巴ptionPartyが開かれた。

4月26日 (月):N一haTrang海洋研究所の2階にて午

前8時より開会式が行われ， Abbo口先生，An先生別ha

Trang 海洋研究所)による挨拶およびCaliforniaS回

Grant ProgramのJ.Sullivan先生による fTheEconomics 

of Seaweed Production and their Contribution to出巴World

MarketsJというお話があった。その後，各分科会に別

れ，それぞれ今後のスケジュールを決めた。今回の

ワー クショップは Sargassum，G巴lidiales，Gracilaria， 

Eucheuma， Halymeniaの各分科会で構成されていた。

Sargassumグループは C.K. Tseng先生 (中国科学院海

洋研究所)，Lu Baoren先生 (中国科学院海洋研究所)N

H.D創先生(NhaTrang海洋研究所)，吉田先生，鯵坂先

生および野目先生の 6名。G巴lidialesグループは B
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Santelices先生， Xia Bangmei先生(中国科学院海洋研

究所)，増田先生および私の4名。 Gracilariaグループ

はA.Chirapart先生 (K蹴 :tsartU凶versity，B佃 gkok) と

寺田さんを中心に Abbott先生やXiaBangmei先生，

Lewmanomont先生 (KasetsartUniversity， Bangkok)が

参加して進められた。 EucheumaグループはP.H.Tri先

生側1aTrang海洋研究所)およびJ.Fisher先生(8.P. 

Bishop Museum， Honolulu)の2名。 Halymeniaグループ

は川口先生， K. McDermid先生およびK.Lewmanomont 

先生の3名を中心にAbbott先生， Xia先生も含めて進

められた。

4月27日(火):前日同様各分科会で討論が行われ

た。特にDawsonの標本がDai先生により保管されてお

り，これらの標本を引っぱり出し各グループで観察・

再検討が行われた。ちなみにこの日の夜，Bao Dai vilIas 

Hotelは停電になり2時間ほどロウソクでの生活を余儀

なくされた。

4月28日(水): FieldTripsが行われた。2つのグルー

プに別れ， 1つは船で幾つかの島に渡りシュノーケリ

ングでの海藻採集をおこなった。もう 1つは車で移動

し岸からの海藻採集をおこなった。その後全員で押し

葉標本を作製した。ベトナム新産種として Ulva

conglob唖飽などを採集することができた。

4月29日(木):再び悶1aTrang海洋研究所の2階

にて各分科会で討論が行われた。このころになると各

グループでの結果をまとめる動きが出てきて熱い熱い

議論が飛び交っていた。研究者による見解の違いが露

呈し分類学の難しさを思い知らされた一目だった。

4月30日(金):最終日のこの日は各分科会でのま

とめが行われ，午後4時頃から今回のワークショップ

の成果についての報告会があった。 Sargassumグルー

プは吉田先生が代表で発表された。ベトナムの

Sargassumを中心とした報告で，特に葉状部の中心に

気泡が形成される亜属Phyllocystaeにつて興味深いお

話が聞けた。Gelidialesグループは各個人による発表が

行われ，まず私がP崎町fadiel1acapil1aceaのかけ離れた

個体群聞での形態比較について下手な英語で話させて

いただいた。次いで増図先生がXiaBangmei先生が

持ってこられた中国産Pterocladiamediaの新知見にっ

て報告され，最後にB.S鍋節目ωs先生により白lidiel1a

についてのレピューが発表された。Gracilariaグループ

は寺田さんが代表し， 1.アジアのオゴノリの学名につ

いての見解， 2.タイ，マレーシア産の扇平状オゴノリ

2種の分類， 3.海南島産の新種とその他，についてす

ばらしいスピーチが行われた。このスピーチは本当に

すばらしく終わったとき拍手がおこった。Eucheumaグ

ループはP.H.Tri先生が報告された。 Halymeniaグルー

プは川口先生が代表し， 1.ハワイ産のH.stipitataとベト

ナム産のH.maculataについて， 2.形態変異の大きい

H.durvillei及びその近縁種について， 3.手触り texture

に関する分類形質状態の統一，などが報告された。手

触りという数値化できない分類形質をいかに統一すべ

きかなど，非常に興味深いお話だった。ここで報告さ

れた内容は後日論文としてTaxonomyof Economic 

S伺 weedsvol. Viiiに投稿する事になっており，興味の

ある方はそちらを参考していただきたい。この日の夜

はClosingB組 .quetがBaoDai villas Hotelのレストラン

で聞かれた。加先生やSuIlivan先生による挨拶の後，

Abbott先生による今回のワークショップで貢献した方

への表彰が行われた。日本人として寺田さんがベトナ

ム新産のG.飽:nuis中litatavar. li凶の報告に対して，さら

に私が初めての英語のスピーチ御苦労様ということで

表彰してくださった。個人的なことで申し訳けない

が，このとき私はいたく感動し，これからのさらなる

精進を胸に寄った。その後はNhaTrang海洋研究所に

勤める女性5・6人がアオザイを身にまとい美しい歌と

踊りを披露してくれた。ヴェトナムの人は歌が好きな

ようで，さっきほどまでドライパーをしてくれていた

男性は何曲も美声を聞かせてくれた。当然この次はど

この国の歌だ?ということになった。若手というのは

こういうとき必ず駆り出される。日本人として寺田さ

んと私がそれぞれ1曲ずつ辱めを受けた。ヴェトナム

最良の友となったVy君(NhaTrang海洋研究所)はト

ラプルメーカとして大活躍し，お目当ての子と踊るこ

とができ大満足であったのか，あちこちを飛ぴ回り最

終的にはA.Chirapart先生にもマイクを握らせた。

今回のワークショップではとにかく多くを経験し

た。この経験を今後の研究・人生に活かすことが今回

この機会をくださったS叫livan先生， Abbott先生およ

び増田先生に対する義と受けとめている。さらにAn先

生をはじめとするNhaTrang海洋研究所のみなさんに

は大会運営に関するすべての事で大変にお世話になっ

た。細やかな配慮・便宜にたいし感謝申し上げる。美

しき国ヴェトナム，もう 1度訪れたい国の 1つとなっ

た。

(〒060-0810札幌市北区北10条西8丁目 北海道大

学理学研究科)
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セネデスムスはアオミドロ ・クンショウモなどと並

んで，あまりにも有名な淡水深類であり，小・中学校

の理科の教科書ではスーパースターの一つである。一

日でセネデスムス属とわかる。しかし，種の同定とな

ると，掌を返したように難しい。培養に成功したもの

を見ると，いくつかの分類群が観察され，もうパニッ

ク状態に近い。どうしてこのような混乱がおこるの

か?その原因を解決するためにはどうしたらよいの

か?これらの疑問に，本警は明快に答えてくれる。

著者のF.R.Trainor博士(コネチカッ ト大学)は， 1960 

年代からセネデスムス属藻類の培養実験を行い，多く

の研究成果を発表し続けている。培養中の形態的変

化，トゲの分布と細胞壁構造物の変異性，培養中の単

細胞，群体単細胞のコントロール，多形性，形態輪

廻，遊走子と配偶子の発見等々。本書はそれらの集大

成である。

「セネデスムス(緑藻網)の生物学的諸相 表現型

の可塑性」というタイトルの本警は 12章から成る。序

文の I章に続いて，2章ではセネデスムスに関する研

究の歴史が綴られている。セネデスムスの培養の歴史

は1800年代後期に始まり，単細胞の出現や形態的変異

性は古くから記録されていた。しかし，培養したセネ

デスムスの形態は，フィールドで観察されるものと異

なるという保守的な考えが根強く，培養の成果がセネ

デスムス属の分類に反映されることはほとんどなかっ

た。 1965年以降，培養に基づく生理学的研究・電子顕

微鏡レベルの形態学的研究・フロラ的分類学的研究な

どの成果が急速に蓄積されてきた。そして，それらは

全て一つの問題点，多形性つまり表現型の可塑性に収

束されてきた。

第3章ではセネデスムスの地浬的分布について言及

し，特定の地点で特定の時間に採集した固定標本を研

究対象とするフィールド観察の問題点を指摘してい

る。そこで観察できるセネデスムスの群体は，それぞ
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れ一つのモルフ morphに過ぎず，その地理的分布の

データは生態的モルフの分布を記録したものであり ，

種の分布として有効ではない。その原因は，各分類群

の形態的変異が解明されていないこと，つまり表現型

の司塑性を包括した種の定義ではないということであ

る。

セネデスムスの細胞学は 4章にまとめられている。

無性生殖は内生群体の形成であり ，有性生殖は同形配

偶子接合である。生物学的経の定義を視野に入れてい

る著者は，有性生殖に関する研究の必要性を主張して

いる。また，弱い光・低温などの培養条件によって増

加する単細胞の特徴，及び分類形質として重視されて

いる君字体の形態的特徴について要約している。5章で

はセネデスムスの培養について，特に培地について多

方面から検証している。そして，各分類群の培養実験

によ って形態的特徴の可塑性を調べ，その成果を広く

比較検討して有効な情報を蓄積するために，研究者は

一定の標準的培養条件を採用することが必要である，

と強調している。

セネデスムス属の全ての 「種」は，形態的変異性つ

まり 表現型の可塑性を示す。これが著者の仮説であ

る。よく知られているミジンコのように，セネデスム

スにも季節的生活史があり，環境条件の変化に従って

著しい形態的変異を示す。つまり，いくつかの生態的

モルフがある，ということである。単細胞は水面近く

での浮遊生活に適したモルフであり，長いトゲや剛毛

をもっ群体も浮遊性のモルフである。ま た，深い水域

で生活するモルフはトゲの短いまたは欠如した群体で

ある。これらの生態的モルフは連続的に一定の順序で

出現する。この形態輪廻は，いくつかの培養実験の結

果からも明らかである。

第6章では，セネデスムスの一つの生態的モルフで

ある単細胞について総括している。このモルフを受け

入れることが，セネデスムス属の多様性を理解する第

一歩となる。単細胞の培養実験を多様な条件下で行う

ことは ， この属内の問題だけではなく，

An1dstrodesmus， Lagerheimia，丹釦ce18などいくつかの属

の分類学的問題を解決するアプローチにもなるはずで

ある。

第7章以降，セネデスムスの表現型の可塑性につい

て詳細に論説 し，その可塑性を理解することの必要

性・ 重要性を力説している。具体的な例として， 8章

では 4本のトゲをもっ S.armatusを，また 9章では多

数のトゲをもっセネデスムスを取り上げて，今までの

研究成果をま とめ，仮説の正当性を実証している。成
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長曲線に沿って培養中に順次出現する特徴的なモルフ る。これが著者の主張の一つである。

が，それぞれ一つの分類群に対応してしまうことが示 次に問題は，可塑性に関する有効な知見を，どのよ

されている。 うにセネデスムス臓の系統分類に導入するかである。

1829年以降今日までに，セネデスムス属の藻類とし 単細胞をはじめ，多様な生態的モルフを包括する記載

て，膨大な数の分類群が記載されてきたが，その多く が不可欠であり，命名規約上の問題も多いので，新し

は， 一つのモルフのみを記載したものである可能性が いパラダイムが求められるこ とや，今後の問題として

高い。今そ して今後必要なことは，固定標本を調べる 分子生物学的研究の重要性についても言及している。

伝統的なアプローチではなく，培養によって各分類群 本告は，セネデスムスに関する研究の過去と現在を

内の表現型の可塑性を解明することである。つまり， 総括し，未来への展望を明示している。それ故，その

形態輪廻を十分考慮して多様な生態的モルフの連続性 歴史と現状を理解するために役立つだけでなく，セネ

を明らかにすることである。培養を基盤とするこのア デスムス属及び近縁の属に関して今後の研究指針を再

ブローチこそが， セネデスムス属の系統分類学を発展 硲認させてくれる。

させ，フィール ド観察での正確な同定をも可能にす 大島海一(日本大学生物資源科学部生物学研究室)

書評 掴

新刊悩

能登谷正浩編著

「アオサの利用と環境修復J
2，600円成山堂書庖 171頁

緑藻 ・アオサ類は，日本の北から南までごく普通に

見られる海藻である。しかし，

近年，内湾域の干潟や富栄養化域の海浜に大量のア

オサ類が漂着し，美観や衛生上の問題が生じたり，ア

サリ漁場などで漁業被害が生じている。実は，アオサ

類を含む緑藻類の大繁殖は，日本では20年以上前から

知られていた。それが最近になって，ヨーロッパ，ア

メリカ，オーストラリアなどの沿岸でも発生し，世界

的な問題となり赤沖W'に対比させて"グリーン・タ

イド"と呼ばれるようになっているのである。

本音は，生物としての未解明点を多く含みつつ，沿

岸海域での環境問題で注目されるようにな ったもの

の， 一方で資源海藻でもあるというアオサ類につい

て，多様な専門の執筆陣により，多側面から研究の光

を当てて成果を取りまとめられた， I時宜を得た好書で

ある。本警は，編著者であり東京水産大学で応用藻類

学を専攻されている能登谷正浩氏を中心に， 海洋，植

物・海藻，生殖生理 ・生態，微生物， 化学，水産増殖，

環境， 工学などの学問領域， 一方，水処理，家禽の飼

育管理，環境保全・修復，腐食防食などの技術領域を

専門とする 16名の執筆Inliによって分箸されている。本

書は， r第1章アオサと大繁殖，第2章種と生育の

特徴，第3章・静穏な海域で栄養繁殖する稜，第4章-

水質浄化と環境修復，第5章・増養殖魚と鶏の餌への

利用，第6章・食用や医薬品への利用」と章建てられ，

各掌中の各節を執筆者が完結させる構成となってい

る。そのため，関心の深い}II買にどの部分からでも読み

始められるような，読者に対する配慮を感じる。

本譜を読み進むうちに，今後の沿岸海域の利用方針

を模索する上での，総合的な科学知識と利用技術の枠

組みが，アオサ類という海藻を素材とした例の姿とし

て，眼前に浮かび上がる。そのことは， rおわりに」で

の，大繁殖したアオサ類の藻体について，各地域での

利用 -対策を検討することはもちろんのこと，天然の

リサイクル資源、として，より系統だてて有効利用する

ことの大切さ，の示唆に集約されている。

寺!協利信(瀬戸内海区水産研究所)



淡水藻類入門

淡水藻類の形質・種類・観察と研究

山岸高旺 編著

内田老鶴圏刊

646頁 ，1999年 6月刊

26，250円 (税込)

藻類学会員特別頒価 22，500円 (税噌送料込司

特価期限7月末.Fax. 03-3945-6782にて，直

接申 し込みのこと)

山岸博士の永年の願望であったと思われる「淡水藻

の研究jガイド書が遂に完成した。氏がこの本の必要

性を強く感じられたきっかけは，編者が淡水藻の研究

に従事始めた初期に，入門指導書がないために自らが

味わった永い，永い模索の時聞があったこと，そして

そのときの経験を整理し，書として縦めることによっ

て後継の人々に効果的に役立ててもらいたいとの気持

ちによるものと考えられる。生きものを知らない生物

学徒を育てる結果となっている現代の初等，中高の理

科教育の現場で悩んでいる人々に，その解決の一歩を

築く入り口を示すことにも役立つ本である。本書の一

貫した哲学は，以下に引用させてもらう「はじめに」に

ある文章から知ることができる。

「藻類全般についての概説書は，今までに，...........数

多く出版されている。しかし，それらの概説警がきわ

めて重要であることはいうまでもないが，実際にはi菜

類の大要を会得してからでなくては難解なことが多

い。....・...すべては，まず，採集 ・観察して藻類の種類

を知り，実態を知ることからはじまる。J。
本警は， 1剥く藻類の形質 (56頁)，II 耐え藻類の

種類 (266頁)，皿 淡水藻類の観察と研究 (256頁)， 

の3部から構成されており，最後に，索引として， 1

術語小解・術語索引，学名総索引， 2 属名 ・仮名読み・

和名-対照索引， 3 属名 ・仮名読み・和名索引， 4 

綱 -目 平1.名索引 (66頁)，がある。

編者が述べているように，顕微鏡を通して微細な藻

類の美しさに感動し，味わった人々が，さらに体系的

に観察する，あるいは教材開発のために一歩進めた観

察 ・研究を行うための手順を示し，それによってある
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まとまった知識体系が芽生えたら，さらに進んだ研究

の段階に進めるようにするための手引きをしたいとの

意図が，本書に渉みでている。従って，先端的な現代

の研究成果に目をl改ませられることなく，藻類研究の

志をもっ人が，先ずも ってどのように藻類を知り，観

察し，そして発展させていくかを，採集用具から始

まって，標本の保存法，プレパラ トの作製法，スケ ッ

チその他の記録・整理の仕方までを，平易かつ丁寧に

ガイドすることを心がけている。

このことを端的に示しているのが，第3部の「淡水

藻類の観察と研究Jである。16人の著者が，それぞれ

の研究や観察記録の取り方を具体的に示している。こ

の本の力点のおかれた部分であり，最重要部分である

ので，以下にその全項目を挙げておく， 1.淡水藻類の

採集と観察， 2.似咲類の観察と研究分野， 3.ベント

ス性およびプランクト ン性淡水藻類の観察と研究， 4 

浮遊'性]'!lfii裏類の観察と研究，5.カワモズク類の観察と

研究， 6.日本産オオイシソウ科藻類の観察と研究， 7. 

フシナシミドロ属の観察と研究， 8.珪藻類の観察と研

究， 9.コエラストルム属の観察と研究， 10サヤミド

ロ属の観察と研 11. アオミドロ属の観察と研究，

12.黄金藻類の観察と研究，13土壌藻類の観察と研究，

14湖沼プランクトンの生態学的な観察と研究， 15.淡

水藻類の変異性の観察と研究， 16ツヅミモ類の変異性

の観察と研究， 17ツヅミモ類の培養と接合の観察と研

究， 18.糸状藻類の細胞分裂と染色体の観察と研究，

19.顕微鏡写真の撮影方法， 20.学名と種の記載・同定，

参考文献，である。

第2音1¥r淡水藻類の種類」では，伝統的な分類体

系の中の淡水深だけを抽出して，日本では産しない淡

水藻も含めて淡水深分類の大要を理解することを意図

して書かれている。そのため，この部分だけで日本に

産する淡水藻なら全てもれなく分類同定が容易に行え

るというものではないが，それには同じ著者と秋山博

士共著の「制鳴類写真集J(内田老鶴園刊)を参照さ

れるとよい。

第4音1¥ともいうべき， r索ヲIJには，藻類学分野で使

われる学術用語(日本語)1000諾余りとそれに対応す

る英語が示されている。主なものに簡潔な小解が付け

られているのは，大変有効である。望むらくは，反対

に英語用語から日本語がヲ|ける索引が付いていたら，

藻類の英語の文献を読む人に一段と有効になったので

はないかと一寸惜しまれる。

堀輝三 (筑波大学生物科学系)
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英文誌 47巻 1号掲載論文和文要旨

Sve吋aHeesch.'“・ AkiraF. Peters.. : Laminaria saccharina (コンブ目，褐藻綱)の内生褐藻2種の宿主侵

入過程の走査型電子顕微鏡による観察

内生褐藻μm却副ocolaxaecidioidesとLaminarionemaelsbetiae (広義のシオミドロ目)の施子がそれらの宿主

Laminaria sa∞:harina藻体上において発芽する過程が走査型電子顕微鏡により観察された。両種とも複子褒より放出

された遊走細胞を介して宿主に感染した。種聞で遊走細胞のサイズに大きな違いがあったにもかかわらず，感染初

期の段階は互いに類似していた。遊走細施は宿主の表面に付着し細胞前端から粘着物質を分泌しながら棒状の形態

に伸長し，宿主藻体上で直立するようになった。1本の発芽管が細胞後端部から伸ぴ，宿主表面に侵入した。侵入

干しの縁辺が鋭いこと，付着した遊走細胞の周りの宿主表面に内向きの変形が認められないことから，酵素的では

なくむしろ機械的な宿主貫入の機構が示唆された。(・Bo凶姐calInsti細胞， Christian-Albrechts-University，24098阻el，

Gennany， **MarineScience Instil仙旬，Depar伽lentof Marine Biology and WorkgroupMarine Pathology， Dustembrooker Weg 

20，24105阻.el，Gennany) 

Paul R. Gilson ・Geoff1. McFadden :クロララクニオ植物6株の分子.形態および系統学的特徴

形態および分子をもとにクロララクニオ植物6株を比較し，それらの起源について検討した。ヌクレオモルフ

と業縁体の微細構造，ヌクレオモルフの核型，およびヌクレオモルフと宿主細胞核の小サプユニットリボソーム

RNA(sr悶 A)遺伝子に基づく系統を解析したところ，6株は3つのグループに明確に区別することができた。fbeast

groupJと呼ばれる lつめのグループは，Chlorarac.加ionsp.242，αlorarachnionsp.621，αuorarachnion sp. 1408， 

αuorarac.加ionsp. 1481を含む。このグループの仲間は風変わりな鞭毛形態をしており，明らかにピコプラ

ンクトンである。その他の2つのグループには，それぞれChlorarachnionreptansとLotharellasp. 240の1種類

のみが属する。調査したすべてのヌクレオモルフは3つの線状染色体から成っており，それぞれの染色体がテロ

メアと srRNA遺伝子を備えていた。 (Pl制 CellBiology Resear官hCen田， School of Bo回 y，University ofMelboume， 

Parkville， Victoria 3052， Aus回 lia)

D. Wilson Freshwater" . Suzanne Fredericq-・J.Craig Bailey... :紅藻類の系統学的研究における核コード

大サブユニットリボソーム遺伝子配列の特徴と有用性

紅藻から核コード大サプユニットリポソームRNA遺伝子 (LSU)を増幅し，約2500bpの塩基配列を決定した。

RuBisCo大サプユニット遺伝子 (rbcL)や核コード小サプユニットリポソームRNA遺伝子(SSU)の塩基配列デー

タと比較すると， LSU塩基配列データは系統学的に有益な塩基数や塩基多様度は中間であった。テングサ目 16種

のLSU配列をもとに最節約系統樹を構築したところ， rbcLやSSUをもとにした最節約系統樹では解析できなかっ

たいくつかの系統関係が明らかになった。 11自に分類される 13種の紅藻のLSU塩基配列を解析したところ，こ

の遺伝子は紅藻の高次分類群の系統関係を解析するのに有効であることが示唆された。(*Centerfor Marine Science 

Rese町 h，7205Wrightsville Avenue， Wilmington， NC， 28403， USA， **Department of Biology， University of Sou白.wes旬m

Lo凶siana，Lafayet包，LA，70504-2451， USA， ***Bigelow l油価ωryfor Ocean Sc国側，WestBoothbayH帥 or，ME， 04575・

似75，USA) 

Douglas L. McBride・JohnA. West : CaloglossaとMurraye/la(イギス目.紅藻門)の四分胞子放出の犠式

顕著な明期放出を示すM四百I}'ellaとは対照的にCa1og10ssalま暗期にのみ四分胞子を放出する。明暗周期を逆転し

た場合，両者とも 1日遅れて放出時期が逆転するようになった。四分胞子が最も多く放出されるのはC凶'oglossaの

場合暗期開始から4-5時間後，Murrayellaは明期開始4-5時間後であった。Ca1og10ssaの胞子放出様式には明期時聞

が8時間でも 16時間でも変化が見られなかったのに対して， Murrayellaでは短日条件において放出がやや妨げら
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れたが，数日の内に回復した。両属の胞子放出リズムは連続暗期や連続明期において乱され，光の質には影響を受

けなかったものの胞子放出様式を維持するために必要な最小照射光量が存在した。四分胞子放出の周期性の機構を

考察するが，両植物ともマングロープの樹幹や呼吸根上の着生藻として限られた植生を示すことから，それぞれ

の胞子放出様式が適応上有利であるといった推測はいずれもお互いに矛盾することになる。 (Schoolof Botany， 

U凶versityof Melboume， Parkvi11e， Vic凶 3052，Austra1ia) 

山本民次・樽奇賢治:瀬戸内海広島湾産渦鞭毛藻Alexandriumtamarenseの増殖速度とリン酸塩取り込みの

カイネティクス

広島湾において，有毒渦鞭毛藻Alexandrium加盟町'nseによる貝毒が1992年に初めて発生した。この湾では日本

全体のカキ養殖量の60%を生産し，非常に大きな被害を被った。この研究では，広島湾産A.t.翻 arenseの増殖速度

とリン酸塩の取り込みカイネテイクスを実験的に調べた。短時間のリン酸塩取り込み実験から，最大取り込み速

度1.4pmol cell-1h-l，半飽和定数は 2.6.umo11.1が得られた。また，半連続培養により，最大比増殖速度0.54d.1，

細胞内最小リン含量0.56pmol P cell-1が得られた。今回の結果は，A. tamarenseが他種に比べてリン酸塩の取り込

みにおいて劣位にあることを示している。しかしながら，リンの細施内貯蔵能(Qpm.)CJo=36) ，リン酸塩の急速取

り込み (VsNi=4.1)，および遅い増殖速度は，広島湾でしばしば起こる短期間のリン制限環境下で生き残るには

有利であると考えられる。(739-8528東広島市鏡山 1-4-4広島大学生物生産学部)

Kelly Ryder" . John Wesf • David Nicholls" : Bostrych但と Caloglassa(イギス目，紅藻綱)の成長に及ぼ

す窒素とリンの初期濃度の影響のデジタル画像解析

飢餓処理後に1回のみの栄養添加による成長への影響を調べた。実験は4つの臭なる窒素濃度 (65，1514， 2900 

および6080μ:gNL・1)と 4つの異なるリン濃度 (84，281， 639および849.ugPL-l)の栄養を添加することによ

り，エダネコケモドキとササパアヤギヌの培養株を用いて行った。藻体の主軸長(エダネコケモドキのみ)と表面

積における比成長速度(%day-l)はデジタル画像解析により計測した。その結果，両種の比成長速度は海水中の

窒素濃度に大きく依存することが示された (P<0.001-0.05)。エダネコケモドキの比成長速度は処理後7日から49

日にかけて，主軸長において約3.5%day-lから1.0-1.5%day-lに減少し，表面積では8-9%day-lから 2-3%day-lに

減少した。培地中の窒素浪度を減ずることにより比成長速度はより速く減少するようになった。ササパアヤギヌに

おいて処理後8日では4つの条件全てにおいておよそ 11・13%day-lの比成長速度が得られたが， 49日後には最小

窒素濃度ではおよそ3%day-l!こまで減少したのに対し，他の条件では約7・8%day-lへの減少に止まった。リン濃度

の影響は様々であったが，一般的に比成長速度と直接的な関係が見られた。ササパアヤギヌにおいては節と葉片の

数がデジタル画像解析により計測され，窒素猿度を上げることによりこれらの数も増加したがリンは影響を及ぼ

さなかった。エダネコケモドキとササパアヤギヌは窒素の制限により影響を受けやすく，リンの影響はより小さい

と結論づけられた。デジタル画像解析を用いて藻体の全表面積や主軸長における比成長速度を測定することにより，

これまで用いられてきたいくつかの成長速度測定法よりもより正確な成長速度の記録が可能となった。 (*School

ofBotany， University ofMelboum巴，Parkville， Victoria 3052， Aus仕a1ia，柿Schoolof Biologica1 Sciences， University of New 

South Wa1es， Sy伽 ey，New South Wa1es 2052， AI附a1ia)

池恩愛・.Eric C. Henry"・川井浩史"・.奥田一雄・:有色植物藻類の細胞壁におけるアルギン酸分布の免疫電

子顕微鏡法による解析

黄色植物の数種の細胞壁におけるアルギン酸の有無につき，免疫電子顕微鏡法を用いて調べた。抗アルギン酸

抗血清によってミツデクロガシラ，カヤモノリ(以上褐藻綱)，トリボネマ属の一種，フシナシミドロ，フウセン

モ属の一種，Botrydiopsis arihiza (以上黄緑色藻綱)および糸状体を形成する黄色植物の未記載種(所属不明)の

細胞壁が標識されたが，Giraudyopsis sterifer，フクロコガネモ(以上口uysomerida1es目)，フタツガサネ(紅藻綱)， 

ハネモ(アオサ藻綱)の細胞壁は標識されなかった。これは黄色植物におけるアルギン酸の存在を褐藻以外で示し

た最初の報告である。系統学的位置が明らかでないChrysomeri白les自においてアルギン酸が存在しないことは，こ

の目が褐藻綱・黄緑色紙とは系統学的に離れた関係にあることを示唆している。(・780-8520高知市曙町2-5-1高知
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大学理学部自然環境科学科，"Herbarium， Departm巴ntof Botany and Plant Pathology， Oregon State University， Cordley 

Hall 2082， Corvallis， OR 97331-2902， USA， "・657-8501神戸市灘区六甲台11可トl神戸大学内海域機能教育研究セ ン

ター)

吉田吾郎.・内田卓志新井章吾川・寺脇利信 褐藻ノコギリモ クの茎葉からの不定匪の発生

褐藻ホンダワラ類のノコギリモクの茎業からの不定妊の形成と発生を室内培養下で観察した。幼!距から培養し

て4ヶ月後の藻体の茎業の表而から，直径200-250umの半球状の膨i問が出現した。膨潤は円筒状の突起となり ，ト

2枚の小さな茎葉を有する‘~Jl! ' 藻イ本となった。 これらは ‘母' 藻から落ち ， 1 週間以内に仮根を形成し培養容器

に悶着した。それぞれの ‘娘'i決は受精の結巣得られる幼脹と同様の形態形成過程を経て個体へと成長した。(・739-

0452広島県佐伯郡大野町丸石2-17-5水産庁瀬戸内区海水産研究所， "81ト0114福岡県粕屋郡新宮町湊坂3-9-4(株)

海藻研究所)

Zミ・シンポジウム情報

1999年8月1日ー7日:第 16回国際植物学会議 XVI

lntemational Botrutica! Congress(St. Louis， U.S.A.)，連絡

先 :Secretary General， XVI IBC， c/o Missouri Botanical 

Garden， P.O. Box 299， St. Louis， Missouri 63166-0299， USA 

FAX: (01) 314-577-9589 ore-mail: ibcl6@mobot.org， You 

may also consult the Web site for more detailed information 

and to regist巴r. Th巴addressis: http://www.ibc99.org 詳

しくは 45(3)号の案内をご覧下さい)

1999年 9月20日-26日:第2回ヨーロ ッパ藻学会議

The Second European PhycologicalCongr巴ss(EPC 2)， 

Montecatini Terme (Italy).連絡先 Prof.Francesco 

5義8thInternational Conference on Applied Algology 

(8th 1CAA)， Montecatini Termeσtaly)，連絡先:Prof. Mario 

Tredici， Dipartimento di Scienze e TecnologieAlimentari e 

Microbiologich巴ー Univ巴rsitadi Firenze P.le d巴lleCascine， 

27; 1-50144 Fげ巴nze，Italy Tel: + 39 55 3288306; Fax: + 39 

55330431; e-mail: tredici@csma.fi.cnr.it セカンド。サー

キュラーはh口p://www.area.fi.cnr.itJicaa/のサイト で見

るこ とができます。

1999年11月13日:藻類談話会 (奈良女子大学理学部)

詳しくは本号の案内をご覧下さい。

Cin巴UiDipartimentodi Sci巴nzedell'Uomo e dell Ambiente - 1999年11月29日:日本藻類学会秋季シンポジウム (東

Universita di PisaVia A. Volta， 6; 1-56126 Pisa， ltaly 京・ 学士会館)詳 しくは本号の案内をご覧下さい。

Tel: + 39 50 23054; Fax: + 39 50 49694，e-mail: cinelli 

@discat.unipi.it (The first circular will be mailed in May 2000年3月四日 -30日:第24回日本藻類学会大会 (長

1998.) 崎)

詳しく は本号ならびに次号の案内をご覧下さい。

1999年9月26日 10月1日:第8回国際応用藻学会
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1999年度「藻類談話会Jのお知らせ

「藻類談話会Jは藻類を研究材料とする幅広い分野の研究者の集まりで，西日本を中心に講演会や研究交流を

行っています。今年度は以下の3名の御講演と，公募による大学院生などの若い研究者の研究発表会を企画して

います。ふるってご参加くださいますようご案内申し上げます。

日時:1999年 11月13日 (土) 13: 00-17 : 00 

場所 :奈良女子大学理学部(奈良市北魚屋西町)

講演予定 (敬称略)

洲崎敏イ1+1(神戸大 ・理):ユーグレナの細胞運動

松田祐介(関西学院大・理):緑藻クロレラの高CO
2
環境への適応細胞はCO

2
波度をいかにして感知している

か?

川井浩史 (神戸大・内海域):大阪湾の海藻植生と人工藻場の創出について

研究発表会:1菜類を研究材料とする大学院生などの若い研究者による発表を募集します。発表は li寅題当たり討

議を含めて 15分を予定しております。演題の申込締切りは 9月30日 (木)です。応募者多数の際は世話人

の方で発表者の調整をさせていただく場合があります。

参加費 :500円 (通信費など)

談話会終了後，奈良女子大学内で懇親会が予定されています。談話会および懇親会の参加希望者は下記の宛先ま

でご連絡願います (当日参加も可)。申し込まれた方には後日，詳細についてお知らせいたします。研究発表

会の演者 -演題などの最新情報は下記ホームページに適宜，掲示しますのでご覧ください。

参加申込 ・問い合わせ先

〒 606-8501京都市左京区吉田二本松町

京都大学総合人間学部自然環境学科

幡 野恭子

TEL・075-753-6854 FAX: 075-753-6864 e-mail: hatano@gaia.h.kyoto-u.ac.jp 

藻類談話会ホームページ

http://biot巴chl.nikkeibp.co.jp/cgi-bin/ws.exe/websq I.dir/l OOHPI1 OOhpd巴tail.hts?id=93&sit巴=btj&gid=6
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会員のページ :.i~組園隣
このコーナーでは，会員の皆さんの役に立つ情報の提供をおこないたい

と思います。このコーナーに掲載ご希望の方は編集委員長まで。

日本海藻協会(JapanSeaweed Association)発足について

国際海藻シンポジウムの開催母体の国際海藻協会に日本から資金援助をするための組織として，国際海

藻協会日本支部が結成されて 13年あまりになりました。運営は海漆業界の 25社からの年会費でなされ，

特別会員として元国際海藻協会評議員の西淳一俊，有賀祐勝両先生と 5名の海藻研究者がいろいろと助言を

しておりました。日本支部は，最近，日本藻類学会及びマリンバイオテクノロジ一学会と共催でシンポジウ

ムなどの囲内活動も行なってきましたが，国際海藻協会日本支部という名称のために新会員の増加が芳しく

ありませんでした。

そこで，日本文部の活動をシンポジウムの開催ばかりでなく ，広報活動から海藻業界がかかえる問題を

一緒に考えることもできるように，国際海藻協会の名称を「日本海藻協会」と 1999年2月に改称し，新

しい組織になりました。国際海藻シンポジウムとの関わりもお金を出すだけでなく， r日本食」のようなも

のを国際海藻協会に提案し，見える協力をしてゆくことを考えております。また，会誌(ニューズレター)

「海藻資源jを年3回発行し，海藻資源や海藻加工品の紹介をはじめ，海藻の応、肝l分野の動向を縄戦して行

く予定です。会員以外にも会誌購読者を募り ，多くのひとに海藻への理解を広める活動をしてゆきます。会

長は有賀祐勝東京水産大学名誉教授，事務局長は国際海藻協会評議委員の筆者，幹事には東京水産大学能登

谷正浩教授，業界からマ リンサイエンス (株)代表取役 岩元勝昭氏，(株)フイラガー ・ジャパンの鈴木

実氏らが選出され産学協同のユニークな組織となっております。日本藻類学会の会員の皆様の御協力をお願

いします.

大野正夫 (高知大学海洋生物教育研究センター)

「有害微細藻類に関するマニュアル等の書籍入手についてj

ユネスコ傘下の IOC(Intergovemmental Oc巴anographicCommittee、政府間海洋学委員会)では 1992年から

有害プランク トン発生増殖対策プログラムを実施しています。これは、世界的に発生頻化・ 長期化・広域化

の傾向を見せている有害赤潮や有毒プランクトンに対し、発生機構の解明など基礎的科学研究の推進、情報

交換や技術研修会開催と各種マニュアルの整備による人材育成、及び魚貝類鎗死や中毒事件発生防止のため

の対策を世界中の研究者が政府機関と一緒に考えてい

こうと始ま ったものであります。このプログラムによる活動の一環として、有害藻類に関する下記の 3

種の本が発行され、プログラム実行事務局から配布されていますが、わが国では小生がアジア ・オセアニ

ア・南太平洋域における配布を任されている関係で、小生のもとに各 10 0部以上の在庫があります。もち

ろん日本の学生や研究者にも積極的に利用して頂ければ幸いです。

Manual on Harmful Marine Microalga巴(1995)IOC Manuals and Guid巴sNo.33， UNESCO， 551pp. (有害微細藻

類に関する技術マニュアル)

Harmful and Toxic Algal Blooms (1996) IOC of UNESCO， 586pp. (1995年に仙台で行われた有害藻類に関す

る国際会議の講演集)

Harmful Algae (1998) Xunta Galicia and IOC of UNESCO， 635pp. (1997年にスペインのヴイゴで行われた
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有害藻類に関する国際会議の講演集)

本代はユネスコの刊行物なので無料ですが、コペンハーゲンから日本への送料などを賄うため、取扱手数料と

して l冊当たり 3，600円 (30US$)と決めております。また、学生や日本へ研修等で短期間来られている方は半額

の1，800円にしております。アジア ・オセアニア・南太平洋域の大学等研究機関には、図書室から希望があれば

無料で、研究者個人には送料実費をいただいて送っていますので、先生方でこの本を利用 してくれる研究者をご

存じでしたら、どうかご紹介下さい。注文は Faxあるいは E-mailで福代宛お申し込み下さい。

福代康夫

干 113-8657 東京都文京区弥生 1・1-1

東京大学アジア生物資源環境研究センター

Tel: 03-3812-2111 ex.2782 Fax: 03・3818-4597

E-mail: ufukuyo@hongo.ecc.u-tokyo.ac.jp 

「日本学術会議だ より」のホーム ページ

「日本学術会議だより」が日本学術会議のホームページ上に掲載されることになりましたのでお知

らせいたします。「日本学術会議だよりJは春・秋の総会と日本学術会議主催講演会 (年2回)を中

心に発行されます。ホームページの URLは

http://www.sci.go.jp 

です。どうぞご利用下さい。



164 

1. 日本藻類学会第23回大会

1998年3月27-30日，山形大学理学部先端科学実

験棟・教養教育2号館(山形市)において第23回日本

藻類学会大会を開催した。大会会長は高橋永治氏(日

本黄金藻研究所長)で，一般講演は 82題におよんだ。

大会参加者は 191名で、あった。また，講演数が多かっ

たことから 2会場を用いて並行して発表が行われた。

大会 1日目に編集委員会と評議員会が聞かれたあ

と，大会2日目の午前に公開講演会「山形県が生んだ

二人の偉大な藻類学者J(オーガナイザー原 慶明氏，

山形大学)が開催され千原光雄氏と安部守氏による

講演が行われた。その後，午後から一般講演が行われ

た。夕方にはいかにも山形らしい歓迎芋煮会が学生会

館の食堂で行われ大いににぎわった。芋煮会は準備委

員会関係者の真心のこもった手作りのもてなしであっ

た。 3日目の午後には特別シンポジウム「花の遺伝子

からみた藻類の世界，藻類からみた生物の世界J(オー
ガナイザー原慶明氏)が開催され，長谷部光泰氏と

中山 剛氏による講演が行われた。シンポジウムに引

き続き，総会，懇親会が開催され再ぴ楽しいひととき

を過ごすことが出来た。懇親会参加者は 150名であっ

た。また大会期間中「山形の海藻，身近な海藻」と題

した特別展示が行われた。大会の運営にあたっては，

高橋大会会長をはじめ，準備委員会の原慶明氏，菱

沼 佑氏，山形大学理学部および理学部長鬼武一夫氏

ほか多数の方々にご尽力いただいた。ここに記して厚

く御礼申し上げる。

第23回大会参加者名簿

モ・ワ・ダイ・ノウ， Gontcharov A.A， Aparat 

M油akhant，R.Jordan，金漢純，李民愛，厳奥洪，青木

優和，朝比奈雅志，鯵坂哲朗，阿部英治，阿部信一郎，

阿部孝志，阿部勇人，安部守，新井暢子，有賀祐勝，飯

田勇次，飯間雅文，井岡 勲，井口雅陽，池原宏二，石

川依久子，石本佳代，出井雅彦，伊藤裕之，井上勲，井

口律子，今井一郎，今井正江，今泉農知子，岩木博之，

岩滝光儀，岩本浩二，植木紀子，植田邦彦，上野奏子，

内村真之，土井進也，江端弘樹，大津正，大隅千恵子，

太田理香，大野正夫，岡田光正，奥田一雄，長田敬五，

鬼武一夫，葛西ハルエ，笠井文絵，加崎英男，柏倉真，

梶川牧子，片山享子，片山鋒康，金井塚恭裕，金森武，

金田美奈子，加納久尚，神谷充伸，川井浩史，川嶋昭

二， i可地正伸，神林友広，木下桜子，金高車二，日下

啓作，工藤創，倉島彰，栗山あすか，桑野和可，勾坂

宙，高原隆明，小島夏彦，小林正裕，小林敦，小松隆，

近藤貴靖，斎藤育，斎藤宗勝，榊原礼子，坂口美亜子，

坂山英俊，嵯峨直恒，佐々木謙介，佐々木秀明，佐藤

征弥，罵回智，島袋寛盛，島村京子，菅原顕人，菅原

洋子，洲崎敏伸，鈴木明子，鈴木秀和，関口弘志，関

田諭子，芹津知比古，高島季子，高野克，高橋永治，田

口保彦，竹下俊治，竹中裕行，田中貞子，田中次郎，田

中博，田辺敦，谷本舞子，千原光雄，辻村茂男，津田

藤典，土崎尚史，土屋英夫，寺田竜太，寺脇利信，川

嶋之雄，中原美保，中山重之，中山岡0，長尾信，長里

千香子，長島秀行，南雲保，成田貴子，根本雄一，野

崎久義，野田三千代，野畑英，長谷川和清，長谷部

光泰，畠中芳郎，幡野恭子，演田仁，林田文郎，原朋

之，原慶明，半田信司，馬場将輔，樋口澄男，菱沼

佑，樋田陽治，平岩巴子，平岡雅規，福島博，福田庚

ー，藤田雄二，藤田大介，藤吉栄次，保科亮，堀志

保美，堀輝三，堀口健雄，掘米栄美子，本多正樹，本

間仁一，松下令奈，松永茂，松本珠美，松山和世，真

山茂樹，三浦昭雄，峯一朗，宮坂郁，宮下英明，宮地

和幸，宮村新一，村岡大祐，村上明男，本村泰三，森

史，森田晃央，守屋真由美，矢部和夫，山岸隆博，山

岸幸正，山下尚之，山本鈴子，湯浅健，横浜康継，横

山亜紀子，吉川浩二，吉川伸哉，吉崎誠，吉田吾郎，

四ツ倉典滋，若林徹哉，渡部雅博，渡辺誠，渡透信，渡

辺洋

2. 編集委員会・評議員会

3月27日に山形大学教養教育1号館2階第1会議室

において英文誌編集委員会および和文誌編集委員会を

合同で開催した。和文誌に関しては堀口編集委員長よ

り第46巻， 47巻「藻類」の編集状況， 2000年度から

の次期和文誌編集委員長などに関する報告があった。

編集経費，特集・連載記事，和文誌ホームページなど

に関して議論が交わされた。また，解説，総説の記事

が最近少ないので編集委員に斡旋してもらいたいとの

委員長からの要請があった。英文誌に関しては川井編

集長から第46，47巻 rPhycologica1 ResearchJの編集状

況，年間投稿状況， 2∞0年度からの次期英文誌編集長

などに関する報告があった。また， Current Contentsへ
の収録に関する申し入れを行ったが，現時点では収録

できない旨の回答があったとの報告があった。 47巻1

号から印刷所の変更があったが，写真の質などについ



て検討した結果，来年度以降もBlackwell社との出版契

約を続けることとなった。

引き続き評議員会を同会議室で開催した。1998年度

総会に提出する報告事項・審議事項に関しての審議を

行った。内容に関しては総会の項を参照されたい。編

集委員会・評議員会の開催にあたっては原 慶明氏，

菱沼 佑氏ならびに山形大学の学生諸君に大変お世話

になった。記して御礼申し上げる。

3. 1998年度総会

1998年3月29日の特別シンポジウム終了後，同会

場にて総会を開催した。総会に先立ち昨年，逝去され

た秋山 優氏と片平幸枝氏にたいして黙祷が捧げられ

た。堀 輝三会長の挨拶の後，斎藤宗勝氏(盛岡大学)

を議長に選出して議事に入った。

[報告事項1
.庶務関係

(I)会員状況(1998年 12月31日現在):名誉会員

3名，普通会員592名，学生会員77名，団体会員56名，

賛助会員 12名，外国会員 113名，囲内購読37件。 (2)

1998年度文部省科学研究費刊行助成金「研究公開促進

費Jの交付額は 1，250，∞o円であった。 (3)第22回大

会を 3月25日-27日筑波大学下回臨海実験センター

及ひ守下回東急ホテルで開催した。 (4)評議員会を 3月

25日に総会を 3月26日に開催した。 (5)10月30日に

秋季シンポジウム「海産植物資源の活用と国際的展

望Jを学士会館で開催した。 (6)日本藻類学会論文賞

を川口栄男氏と DieterG.Muller氏へ授与した。 (7)7月

に日本藻類学会会員名簿を発行した。 (8)学名登録に

ついて国際植物分類学連合と雑誌認定協定を締結した

(詳細は「藻類J46巻3号227頁を参照のこと)0 (9) 1999 

年度および2C削年度の会長・評議員の選挙が行われ，

新役員が決定した(詳細は「藻類J46巻3号230頁を

参照のこと)0(10)自然史学会連合定期総会に参加し

た(詳細は「藻類J47巻1号49頁を参照のこと)0 (11) 

植物分類学関連学会連絡会会議に参加した。 (12)2∞5 

年国際藻類学会を日本へ誘致する運動を行ってきた

が，日本開催には到らなかったとの報告があった。

.会計関係

(I) 1998年3月19日現在の会費納入率は，普通会

員94%，学生会員88%，団体会員665，賛助会員83%，

外国会員93%であった。 (2)その他の事項に関しては

審議事項参照のこと。
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.編集関係

1998年に発行した和文誌「藻類」第46巻 1-3号

は，総頁数232頁，掲載論文数5，研究技術紹介2，記

事19，その他雑録であった。 (2)堀口編集委員長から

「藻類」の会員のためのページの積極的な利用と企画

募集の要請があった。 (3)1998年度に発行した英文誌

rphy∞logica1 ResearchJ第46巻1-4号は，総頁数288

頁で掲載論文数33編， supplementは，総頁数93頁で

掲載論文数 14編であった。 (4)英文誌 rPhycological 

ResearchJについてBlackwell社と 1999年1月から 1年

間の出版契約を結んだとの報告があった。

【審議事項1
・庶務関係

(1)以下の 1999年度事業計画が承認された:1)第

23回大会・総会・評議員会(山形大学)の開催， 2)和

文誌「藻類J47巻1-3号の発行， 3)英文誌rPhycologica1 

ResearchJ 47巻 1-4号の発行， 4)秋季シンポジウム

の開催世話人:大野正夫氏(高知大)， 5) 日本藻類

学会論文賞の授与， 6)マリンバイオテクノロジー学会

大会(5月27，28日)への協賛。 (2)1999年度の日本藻

類学会論文賞については例年通り行うことが承認され

た。また，受賞者決定までの詳細は事務局に一任され

た。 (3)1999年度から英文誌 rPhycologica1 ResearchJ 

の印刷所の変更があったが，印刷の質などを検討した

結果， 2000年度以降の出版契約は，これまで通り，

Blackwell社と契約する方向で話をすすめて行くことが

了承された。 (4)編集委員会内規に基づき，石川前会

長，掘現会長，堀口編集委員長， JII井編集長の協議に

より次期和文誌編集委員長に田中次郎氏(東京水産

大)，英文誌編集長に本村泰三氏(北大・海藻研)が推

挙され，承認された。任期は2∞0年1月1日から 2002

年 12月31日である。 (5)2∞0年度から「和文誌に副

編集委員長を設けることができる」との提案がなさ

れ，承認された。 (6)来年度の藻類学会大会は長崎大

学で，藤田雄二氏(長崎大)にお世話をお願いするこ

とになった。 (7)2∞1年藻類学会大会は東京周辺で開

催することが承認された。 (8)藻類学会ロゴマークを

つくることの提案がなされたが，意匠登録，予算など

の問題があるのではないかとの意見が出され，会長・

事務局でさらに検討していくことになった。 (9)藻類

学会創立50周年記念行事を行うことについての提案が

あり，記念行事の内容については検討委員会をつくっ

て来年の総会までに検討し，その途中経過を和文誌

「藻類Jに報告することが承認された。(10)植物分類
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表1・1 1998年度一般会計決算 (1998.1.1- 1998.12.31) 

収入の部(円) 支出の部(円)

会費 5，764，522 和文誌印刷・発送費 1，535，865 

普通会員 4，074，811 印刷代 1，161，400 

学生会員 195，000 別刷代 172，000 

外国会員 506，711 発送費 202，465 

団体会員 648，000 英文誌印刷・発送費 5，688，407 

賛助会員 340，000 編集費 203，820 

販売 686，850 編集補助費 100，099 

定期購読 263，250 通信補助費 60，000 

バックナ
423，6∞ 事務用品費 43，721 

ンパー

別刷代 197，360 庶務費 616，835 

超過頁負担金 。 事務用品費 117，510 

広告代 88，000 会議費 50，000 

受取利息 2，921 通信.~開!蹟 403，430 

文部省刊行助成金 1，250，000 諸雑費 45，895 

英文誌還付金 77，150 幹事旅費補助 40，000 

雑収入 100 事務補助 194，960 

寄付金 330，0∞ 第22回大会補助費 120，000 

秋季シンポジウム
50，∞o 

補助費

自然史学会連合分
20，000 

担金

小計 8，396，903 小計 8，469，887 

前年度繰越金 7，243，892 次年度繰越金 7，170，908 

合計 15，640，795 合計 15，640，795 

表1-2 1998年度一般会計貸借対照表

貸方(円) 借方(円)

普通預金(第一勧銀・品川) 5，218，467 前受会費 3，187，099 

草笛魁主(山陰創司樹'j.松江) 933，912 次期繰越金 7，170，908 

普通預金(島根銀行・松江) 265，040 前期繰越金 7，243，892 

郵便振替口座(品川) 136，335 当期繰越金 ー72，984

郵便振替口座(松江) 3，713，640 

現金(品)11) -37，450 

現金(札幌) 713 

現金(松江) 127，350 

合計 10，358，007 合計 10，358，007 

表2・1 1998年度山田幸男博士記念事業特別基金会計決算(1998.1.1- 1998.12.31) 

収入の部(円) 支出の部(円)

受取利息 11，251 O 

小計 11，251 小計 。
前年度繰越金 2，580，999 予備費 2，592，250 

合計 2，592，250 合計 2，592，250 



167 

表2・2 1998年度山田幸男博士記念事業特別基金会計貸借対照表

貸方(円) 借方(円)

普通預金 1，900，0∞ 次期繰越金 2，592，250 

普通預金 684，838 前期繰越金 2，580，999 

現金 7，412 当期繰越金 11，251 

合計 2，592，250 合計 2，592，250 

日本藻類学会 1998年度決算報告書に対し記名捺印する 1999年3月18日

会 長 石川依久子印

会計幹事 田中次郎 E~ 

決算書が適正であると認める 1999年3月18日

会計監査 岡崎恵視 印

会計幹事 片山箭康 印

表3 1999年度一般会計予算案 (1999.1.1-1999.12.31) 

収入の部(円) 支出の部(円)

会費 5，664，600 
和文誌印刷・発

1，970，000 
送費

普通会員 4，032，∞o 印刷代 1，500，0∞ 

学生会員 301，500 別刷代 250，αm 

外国会員 548，100 発送費 220，000 

団体会員 513，000 
英文誌印刷・発

6，000，000 
送費

賛助会員 270，∞o 編集費 450，α)() 

販売 340，000 編集補助費 150，000 

定期購読 270，000 通信補助費 2∞，000 

パックナ
70，∞o 事務用品費 100，αm ン，-(ー

別刷代 250，α)() 庶務費 360，αm 

超過頁負担金 。 事務用品費 60，0∞ 

広告代 120，000 会議費 50，000 

受取利息 3，∞o 通信・印刷
150，αm 

費

文部省刊行助成
1，250，000 諸雑費 100，α旧日

金

英文誌還付金 70，000 幹事旅費補助 20，000 

雑収入 。事務補助 1∞，α治

寄付金 250，∞o 第22回大会補助
120，αm 

費

秋季シンポジウ
50，000 

ム補助費

小計 7，947，600 小計 9，070，似)()

前年度繰越金 7，170，908 次年度繰越金 6，048，508 

合計 15，118，508 合計 15，118，508 
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表4 1999年度山田幸男博士記念事業特別基金会計予算案 (1999.1.1-1999.12.31) 

収入の部(円)

受取利息 10，000 

小計 10，000 

前年度繰越金 2，592，250 

合計 2，602，250 

学関連学会主催の合同シンポジウムを「東北地方のフ

ローラjか「分子情報を用いた生物地理Jというテー

マで今秋の植物学会で開催する方向で話が進んでいる

との報告があり，藻類学会にi貧者の依頼がきた場合に

は，人選について会長・事務局に一任された(植物分

類学関連学会連絡会議の項を参照のこと)0(11) 30巻

以降の「藻類Jr Phycological ResearchJのインデック

スを作ることが承認された。 (12)第18期学術研究団

体登録と会員候補者の推挙については会長・事務局に

一任された。

.会計関係

(1)1998年度一般会計決算報告および同監査報告は

表1の通り承認された。 (2)1998年度山田幸男博士記

念事業特別会計の決算報告および同監査報告は表2の

通り承認された。 (3)1999年度一般会計および山田幸

男博士記念事業特別会計の予算は表3および表4の通

り承認された。 (4)1999-2∞0年度の会計監事は，総会

に先立ち開催された評議員会で選ばれた渡辺虞之氏

(国立科学博物館)，北山太樹氏(国立科学博物館)が

承認された。

Iその他】

理科教育において採用される藻類の割合が減少して

いるとの問題提起が片山静康氏(東京学芸大学)から

あり，論議が行われた。

[日本藻類学会論文賞授与】

第二回日本藻類学会論文賞受賞者の発表がおこなわ

れ，以下の論文の著者に賞状が授与された。

. Selective disappearance of maternal centrioles after 

ferti1ization in the anisogamous brown alga CutJelぜa

cylindrica (Cutleriales， Phaeophyceae): Paternal 

inheritance of centrioles is universal in the brown algae. 

(受賞者:長星千香子氏，本村泰三氏，市村輝宜氏)

4. 植物分類学関連学会連絡会議

表記の第9回会合が1999年3月16日に中央大学2号

支出の部(円)

論文賞賞状代

小計

次年度繰越金

合計

210 

210 

2，602，040 

2，602，250 

館2513教室で開催された。藻類学会からは宮村新一代

表幹事が出席した。代表が出席した他の学会は植物地

理・分類学会，植物分類地理学会，地衣類研究会，日

本珪藻学会，日本シダ学会，日本植物分類学会，日本

語草苔類学会であった。(I)秋の植物学会大会での連絡

会企画のシンポジウムについて予定通り行うことが確

認された。当日，内容について決まらなかったが，そ

の後， r分子生物地理最近の発展と動向」というテー

マで行うことになり，藻類学会からの演者として神谷

充伸氏(神戸大)にお願いすることになった。なお，演

者の選考については藻類学会持ち回り評議員会の議を

経て決定された。 (2)共同名簿発行の総括と今後の取

り組みについて話し合われ，共同名簿は多くの学会で

有効であるので， 2002年1月を目標に次回も発行する

ことになった。 (3)新学名登録方式試行について，各

学会の取り組みについて情報交換がなされ， 7月のIBC

の会議の結果をみてから対応することになった。

5. 藻類学会第25回大会について

本年3月の総会時点では，藻類学会第25回大会の

開催地については未決定であったが，その後，持ち回

り評議員会で審議した結果，日本歯科大学の南雲 保

氏にお世話頂くことに決定した。会期は 2000年3月

27，28，29日，場所は日本歯科大学(東京都千代田区富

士見)，大会会長は小宮定志氏(日本歯科大)の予定で

ある。

6. 評議員の交代

本会評議員横浜康継氏(中部地区)が東北地区へ異

動したため，評議員を辞任された。本会会則付則第4

条により中部地区の評議員には次点の渡益基 信氏に就

任していただいた。任期は残任期間である 2000年 12

月31日までである。

7. 藻類学会創立50周年記念行事検討委員会について

創立50周年記念行事検討委員会の委員長を渡遁

信氏(富山大)に依頼した。その結果，渡辺委員長か
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ら検討委員会のメンバーが以下の7名に決ま ったとの 9. fPhycological ResearchJ投稿論文送付先の変更

報告を受けた。 について

藻類学会創立50周年記念行事検討委員会委員 :波

主豊 信氏 (委員長)，堀口健雄氏 (北大)，本村泰三氏 総会でも川井英文誌編集長からアナウンスがあった

(北大)，真山茂樹氏 (東京学芸大)，奥田一雄氏 (高知 通り， fphycological R巴S巴archJの投稿論文送付先が7月

大)，鯵坂哲朗氏(京大)，田中次郎氏(東京水産大日から新編集部に変更されます。新編集部の連絡先

は以下の通りです。

8. 秋季シンポジウムについて

本年 3月の総会で秋季シンポジウムを大野正夫氏 編集長本村泰三

(高知大)にお世話いただくことが承認されたが，その 干 051-0003 北海道室蘭市母恋南町 1-13

後「藻類の安全性と健康への効用」というテーマで， 11 北海道大学理学部附属海藻研究施設

月29日 (月曜日)午後l時30分より学士会館(東京・ TEL:0143-22-2846， FAX:0143・22-4135

神田一つ橋)で開催する ことに決まった。 e-mail:motomura@bio.sci.hokudai.ac.jp

新入会 会員異動
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住所変更 会員異動
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勤務先変更 会員異動

E-mail， FAX番号変更 会員巽動
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賛助会員

北海道栽培漁業振興公社 (060札幌市中央区北3条西7丁目北海道第二水産ピル4階)

阿寒観光汽船株式会社 (085-04北海道阿寒郡阿寒町字阿寒湖畔)

株式会社シ口ク (260-0033千葉市春EI1-12-9-103) 

全国海苔貝類漁業協同組合連合会 (108-0074東京都港区高輪2-16-5)

有限会社浜野顕微鏡 (113-0033東京都文京区本郷5-25-18)

株式会社ヤクル卜本社研究所 (186-8650東京都国立市谷保 1769)

神協産業株式会社 (742-1502山口県熊毛群田布施町波野962-1)

理研食品株式会社 (985-8540宮城県多賀城市宮内2丁目 5番 60号)

(株)ハクジ.ュ・ライフサイ工ンス (173-0014板橋区大山東町32-17) 

三洋テクノマリン株式会社 (103-0012東京都中央区日本橋堀留町 1丁目 3-17)

マイクロアルジエコーポレーション (MAC)(104-0061東京都中央区銀座 2-6-5)

(有)祐千堂葛西 (038-3662青森県北津軽郡板柳町大字板材1I字土井 38-10)

株式会社ナボカルコスメティックス (151-0051渋谷区千駄ヶ谷5-29-7)

日本製薬株式会社ライフテ ック部 (598-8558大阪府泉佐野市住吉町話番)

表紙の写真

本号では解説記事と して，絶滅危倶穏であるアサクサノリの

分布に関する現時点での知見を吉田忠生先生に紹介していただ

いた。写真はアサクサノリの標本を機影したもの。吉田先生が

撮影された写真で，スライドシリーズ「藻類の多様性Jにも収

録されている。 (T.H.)
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E三司自伝蚕盟国司明函E臣晶司自問問団

Bio-Fence 
APPUEO PHOTOSYNTlIETICS lTD 

斬新な積層Manifoldで“光合成・増殖を"

怨膚越続搭養に最越
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

-閉鎖系で培養層は常に清浄、環境因子コントロールが容易

・大幅な経費節減と連続培養による高いセル密度を達成

・通常方式の5-----1 0倍の藻類生産能力と時間の短縮

(薬品、化粧品等に用いられるヘマトコッ力ス、ドウナリ工ラ、ポリフィリデイウム)

(イソクリシス、ナノク口口プシス、テトラセルミス、クロレラ、力工卜セロス)

お問い合わせは zz 
Sesna Corρoralion 

(クロレラ、スピルリナ)

藻類の種類 |達成農度一セルIml

Bio-Fence バッグ

屋外 | 屋内

ナノク口口プシス1280x 1 061 150x 1061 20x 106 

クロレラ 1 400x 1061 200x 1 06( 20x 1 06 

イソクリシス 1 40xl~1 20xl~ 3x l~ 

テ卜ラセルミス 1 6x 1061 2.5xl 061 O.4Xl 06 

力工トセロス 15x 1 061 8x 106・3xl06

ePatented 

株式会社むヌア
干112-0015東京都文京区目白台3-4-11(ジー工フピル3F)

TEL.03 (5976)1371 FAX.03 (5976)1374 



多彩な執筆陣による多角的な構成/
生態から利用までを網羅した、初の海藻読本f

21世紀の海藻資源 u

一生態機構と利用の可能性一 司~地崎源

「豊かな海」の立役者であるばかりでなく、次世代の素材 と

して、いま 産業界の最も熱い注目を集める海藻資源。健康、

環境への関心 の高まる中、 「海部 についての一般書 を」との声

に応え、遂に初の海藻読本 が登場 /

生態、環境、健康、 化学、工学、医療等の研究者が最新研

究成果を分かりやすく 解説。今まであまり光の当たらなかっ

た多方面にわたる海藻の利 用法を採る。海藻生産者、漁場造

成・水圏環境保全関係者、 応用化学・食品メーカー必読の書 !

'"f!J1i/ 

藻場(寺脇利信)/流れ藻と寄り藻(新井章吾)/磯焼け(藤田大介)/国際化する海藻資源

(大野正夫)/海藻と健康・栄養(辻 啓介)/伝統的食品の寒天と新しい素材のカラギナ

ン(平瀬 進・大野正夫)/海藻パルプとアルギン酸繊維の“紙"(小林良生)/カンキツ類

の生産と海藻資源(白石雅也)/飼料に利用される海藻(中川平介)/磯の香りと性フヱロ

モン(梶原忠彦)/海藻から抽出されるレクチンー細胞を見分けるたんぱく質一(堀貫治)/

海藻から抗酸化性物質の生産(浪岡田左雄・松家伸吾)/海藻から抗菌性成分の探索(越智

雅光)/海藻からの抗癌活性物質(山本一郎・丸山弘子)

藻の生態と藻礁
徳田 鹿・川嶋昭二・大野正夫・小河久朗編

.85判 198頁・定価:本体14.369円(税制

本書は、天然の海で海藻がEのような姿で生えているの

かをつぶさに見てとることの出来る海藻生態図鑑であると

同時に、人為的に投入 した藻礁に如何にし て海藻を生やす

か、を紹介した世界に例のない図鑑でもある。?車場造成に
かかわる方々はもちろんのこと、海洋環境の保全に意欲と

関心をお持ちの一般の方々にも、本書は幅広く受け入れら

れるであろう 。

-A Photographic Guide-

Seaweeds of Japan 
・定価:本体14，563円 (税別)

源養殖学
徳田 鹿・大野正夫・小河久聞編

.85!f1J 354頁・定価:本体5.505円(税別)

海藻の資源や養殖から、藻場造成、利用法、

海外での養殖等に至るまで、実に幅広い観点か

ら初めて総括的に海藻を論じた、研究者 ・学生

・養姫業者待望の書.グ

地球生態系と海藻/海藻の生育環境/海

藻の利用/世界の海藻資源と生産量/現

在の海藻養殖/藻場造成/海外の海藻養

殖の現状/海藻養殖の将来と展望/むすび

-消費税は別途加算されます。

置冨E書屋圏
干171東京都豊島区池袋2-14-4 池袋西口スカイビjレ8F

TEL 03(3590)4441(販売部) FAX 03(3590)4446 



「日本海藻誌」以来60余年ぶりの大著

新日本海藻誌
一日本産海藻類総覧-

吉田忠生著
B5判・総頁 1248頁・本体価格460∞円

本書は古典的になった岡村金太郎の歴史的大著「日本海藻誌J(1936)を全面的に書き直したものである.r日本海藻誌J刊
行以後の約60年間の研究の進歩を要約し， 1997年までの知見を盛り込んで，日本産として報告のある海漆(緑藻，褐深，紅

深)約 14∞種について，形態的な特徴を現代の言葉で記載する.編集にあたっては，各種類の学名を原典にさかのぼって検

討し，国際植物命名規約に厳密に従って命名法上の正確さを期し，関連する文献を詳しく引用.また，命名規約に基づいて，

多くの種のタイプ標本を確定し，その所在を明らかにするとともに，北海道大学，国立科学博物館などに所蔵されているタ

イプ標本の写真を多数掲載した.植物学・水産学の専門家のみならず，広〈関係各方面に必携の書.

第2期 10巻，全20巻完結!

1巻 山岸高旺・秋山優編集

--20巻 各巻町判・ 216頁・ 100シート淡水藻類写
l・2巻 4∞o円， 3~ 1O巻 5∞o 円， 11 ~20巻 7000 円

1種1シートを原則に，藻体像の顕微鏡写真・部分拡大写真に，走査型電顕写真・線画き詳細図を添えて，分類学的形質

が一目でわかるように構成する.解説はすべて和英両文.種名と文献， S車体の性状と寸法，成育状況，細胞の構造，生

殖法，生活史，生態分布，類似種との比較等を併記.

山岸高旺著

淡水藻類写真集ガイドブック B5判凶頁・本体価格3800円
多種多様な淡水深類の全容を， r淡水藻類写真集Jをもとに簡潔かつ利用しやすい形にまとめる.

@あ淡水藻類入門-観察・研究一 (仮題) 山岸高旺編著

「日本淡水藻図鑑」の編者である著者がまとめる，初心者・入門者のための書.多種多様な藻類群を，平易な言葉で誰に

も分かるようよう，丁寧に解説する. 1編 E編で形質と分類の概説を行い， m編では各分野の専門家による具体的事

例20編をあげ，実際にどのように観察・研究を進めたらよいかを理解できるように構成する.

I 淡水藻類の形質/ll 淡水藻類の種類/m 淡水藻類の観察と研究

藻類の生活史集成 堀輝三編

第 1巻緑色藻類 B5・448p(185種) 8脚円

第2巻褐藻・紅藻類 B5・424p(171種) 8脚円

第3巻 単細胞性・鞭毛藻類 B5・4∞p(146種) 7側円 J

陸上植物の起源 渡 溢 空 共 訳
堀燦ニ

一緑藻から緑色植物へ A5・376p・48∞円

最初に海で生まれた現生植物の祖先は，どのような進化をたどって

陸上に進出したのか一一.分子生物学，生化学，発生学，形態学な

どの成果にもとづく探求の密.海藻のような海産藻類からでなく，

藻類多様性の生物学 千原光雄編著
B5・4αlp. 9αlO円

藻類の今を見渡し，理解するための最適の書.斯界の第一人者により，

藻学および周辺領域の膨大な知識の蓄積が整理され，新しい研究成果

も取り入れられている.藻学を学ぶ方，またこの分野に興味のある方

の新たなスタンダード.

日本の赤潮生物 福代・高野 共編
千原・松岡

一写真と解説 B5・430p・ 13脚円

日本近海および日本の淡水域に出現する2∞種の赤潮生物を収録.赤

潮生物の分類・同定に有効な一冊.

訟でこ註訴訟ユLLLLZL227ニ清原生生物の世界 丸山晃箸

丸山雪江絵

シャジクモ類の形態・生態・生理などを総合的に考察する.

日本淡水藻図鑑庚瀬弘幸山岸高庇編集
B5・960p. 380∞円

図鑑としての特性を最高度に発輝さす為に図版は必ず左頁に，図版

の説明は必ず右頁に組まれ，常に図と説明とが同時にみられるよう

に工夫.また随所に総括的な解説や検索表を配し読者の便宜を図る.

細菌，藻類，菌類と原生動物の分類 B5 . 440p・ 28側円

原生生物，すなわち細菌，藻類，菌類と原生動物の分類という壮大な

世界を綴密な点描画とともに一巻に収めた類例のない書.

藻類の生態 際:議共編 A5ωOp'12800円

日本海藻誌 岡村金太郎著 B5・1000p・ 30∞o円

表示の価格は本体価格ですので，別途消費税が加算されます. 〒112∞12東京都文京区大塚 3-34-3
TEL 03-3945-6781 FAX 03・3945・6782 内 田 老 鶴 圃



学会出版物

下記の出版物をご希望の方に頒布いたしますので，学会事務局までお申し込み下さい。(価格は送料を含む)

1. r藻類Jパックナンバー 価格， 会員各号 1，750円，非会員 3，0∞円， 30巻号(創立30周年記念増大号， 1-30 

巻索引付き)のみ会員 5，∞o円，非会員 7，000円，欠号 1-2巻， 4巻 1，3号， 5巻 1，2号， 6-9巻全号。

「藻類」パックナンバーの特別セット販売に関しては本誌記事をご覧下さい。

2. r藻類」索引 1-10巻，価格会員 1，5∞円，非会員 2，000円， 11・20巻，会員 2，000円，非会員 3，000円，創立

30周年記念「藻類」索引， 1・30巻，会員 3，000円，非会員 4，000円。

3.山田幸男先生追悼号 藻類25巻増補. 1977. A5版， xxvui+418頁。山田先生の遺影，経歴・業績一覧・追悼文

及び内外の藻類学者より寄稿された論文50編(英文26，和文24) を掲載，価格7，000円。

4.日米科学セミナー記録 Contributions to血.esystematics of白eben血icmarine a1gae of the North Pacific. 1. A. Abbo仕・

黒木宗尚共編.1972. B5版.xiv+280頁， 6図版.昭和46年8月に札幌で行われた北太平洋産海藻に関する日米

科学セミナーの記録で， 20編の研究報告(英文)を掲載。価格4，000円。

5.北海道周辺のコンブ類と最近の増養殖学的研究 1977. B5版， 65頁。昭和 49年9月に札幌で行われた日本藻

類学会主催「コンブに関する講演会jの記録。 4論文と討論の要旨。価格 1，000円。

1999年7月 5日印刷

1999年7月 10日発行

@ 1999 Japanese Society ofPl明 ology

日本藻類学会
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135 
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